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古墳時代の方形区画と溝

Al区111号土坑 （第215~217図 P L-26) 

As-Bの順層が堆積する落ち込みとして確認された

遺構であり、当初は竪穴住居を想定していた。掘り

下げ段階で床面がなく、底部は不整であるが埋没土

や遺物から古墳時代の所産であることが想定され、

土坑として処理していた。A2区の調査に入り、 4
 

号溝の北側にも本遺構と同じ埋没土が続いているこ

とが確認された。性格は不明であるが古墳の周堀に

近い規模である。
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位置 925 • 930-765 G。竪穴住居が途切れる一画

である。北東隅は調査区域外になっている。

形状 調査範囲では直線的に伸びているが、北側へ

はこれ以上、直線的には続かないようである。北東
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古墳時代の方形区画と溝

111号土坑

1 褐 10YR4/4 基本土層の III層に近い

が、 As-Bの混入多く、鉄分の影響で黄

色味をおびている。 1'は4号溝に流れ込

んだ 1層土。

2 黒褐 10YR3/l As-Bの混入の少ない

非粘性土層。

3 にぶい黄褐 10YR4/3 純層に近いAs-

B層。降下ユニ ットは確認できず、 二次

的堆積によると思われるが、純度は高い。

4 にぶい橙 5YR7/4 中央付近のみに見

られる焼土主体の層。炭化物等の混入は

少なく、この場で被熱したものではない。

5 黒褐 10YR3/l 粒子の細かな微粘性

土層。やや腐植土質で混入物は少ない。 4 

5'はしまり強い。

6 黒 10YR2/l 粒子の細かな弱粘性土

層。

7 黒褐 10YR3/2 粒子の細かな弱粘性 号

土層中に、ローム小プロックや多量のロ

ーム粒を含む。

8 褐灰 10YR5/l ローム土中のパ ミス

をやや多量に含む粘性土層。 8'にはロー

ムプロックが目立ち、 一部で縞状の堆積

になる。
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古墳時代の方形区画と溝

隅で屈曲し東側に続く可能性がある。断面は逆台形

状を呈し、底面は狭くやや不整でピット状の窪みが

ある。柱痕は確認できない。古墳時代の他の溝とは

形状が異なる。古墳周堀を想定した場合、東側の傾

斜が緩やかで東方に墳丘を想定することも可能だ

が、掘り込み面は南側で明らかに途切れている。

規模確認できた範囲内で長さは11.5mある。確認

面からの深さは最大80cmであるが、ピット状や土坑

状の窪みがあって底面から10~15cm深くなっている

部分がある。

重複 4号溝に先出している。

備考 A2区1号溝は本土坑と合流するはずである。

遺物 11点を図示した。平安時代末まで窪んでいた

遺構としては、遺物は古墳時代のものに傾斜してい

る。手捏ね 9• 10や管玉11などの特殊遺物の出土が

注目される。不明軽石製品 8は中世以降の遺物の混

入品であろう。

その他の遺物 古墳時代前期から平安時代までの約

400片を出土している。
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中世館と溝

5 中世館と溝

Al区の東側約50mにある下滝館については 「新

絹高崎市史資料編 3』に記されている。この中で

本遺跡調査範囲にまで続く西側外郭の散在が想定さ

れていた。今回の調査では想定された位置からは北

側に外れていたが、その類推を裏付ける遺構が確認

されている（本文10頁、第 9図参照）。

4号溝が外側を区画する中心的遺構となり、深

さ・幅・長さとも群を抜く規模となっている。ただ

し、南側では規模を減じていているが、 9• 14号溝

は4号溝南側と並行して開削されている。同溝と併

せて二重・三重の区画を作る可能性または、作り直

しの溝となる可能性があろう 。4号溝の西側では掘

り直しの痕跡が、平面・断面の両方から確認できる。

北西隅内側付近では21号溝が隅部分を近回りするよ

うに開削されているが、 4号溝に先出する施設であ

る。

5号溝は 4号溝の内側にある溝で、二重区画をつ

くる溝と思われるが、出土遺物量や埋没土に大きな

差が見られる。南西隅の歪みも大きく 4号溝とは薗

甑が大きいが、西側は 4号溝と並行している。また、

北側に規模二重以上の区画または規模の改変を行な

った溝がさらに 2条開削されている。

4 • 5号溝は中世館の外郭を作る溝であるが、中

世遺物の出土はきわめて少ない。1783（天明三）年

段階では両溝とも開口していたことが確認されてい

るが、その後比較的短期間に埋め戻されている 。遺

物は周辺の竪穴住居から流れ込んだ古代の土器と、

廃絶時期に近い江戸時代後期の遺物が中心である。

13号溝も中世の館堀の区画に沿ったもので、 5号

溝の北側に平行して開削され、 4号溝とは垂直に合

流している。
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中世館と溝

4号溝 （第219~238図 PL -27 • 28) 

発掘調査前は畑の地境の道であった部分である。

重機による試掘調査がいきなり本溝の中央にあたる

という不運から、底面を壊している部分がある。土

層の観察から1783（天明三）年のAs-A降下以降に

も埋没しきっていなかったことがわかる。

位置 調査区域に並行するようにして西側区画部分

の溝の全容が現れている 。北東側の限界は930-

765Gに、南東側の限界は845-795Gにあり、これ

以東は調査区域外になっている。

形状 南西隅はやや丸みがあり鈍角気味だが直角に

近く、北西隅は120゚近い鈍角だが整った角を保って

曲がっている。その間はほぽ直線的につながってい

るが、南隅付近は外反するように小さく曲がってい

る。壁は緩やかに立ち上がっている部分が多く、旧

状はあまり留めていないようである。底面は比較的

平坦であるが一様でない。底面レベルは緩やかな凹

凸があって一定していない。北側の方が深い部分が

多く、井野川へ向って排水するような機能は備えて

いない。埋没土の断面観察からは水が溜まっていた

痕跡が確認できる。発掘調査が終了する冬期まで溝

内は水が切れることはなく、開削直後から水を湛え

た溝であったと思われる。

規模西側部分で長さ82mある。北側で16.5m・南

側で10mが調査範囲内にあり、全長は調査範囲内だ

けでも 110m近くになる。

上幅は3.8m前後だが、南隅では狭く 2.2m前後に

なっている。ただし、西側溝の南側半分は掘り直し

によって上幅の規模が拡大しているので、当初は南

側半分で 2m台の上幅だったと推測される。下幅は

北側で0.8~1.2mある。南側では0.8m下の部分が

多く、幅30cmほどの 2段底状部分も見られる。

軸方向 N-11°-E前後。北側はN-75°-E、南

側はN-57° -W前後になる。

重複 Al区13• 14 • 17 • 25号住居をはじめとする

古墳時代から平安時代までの多数の住居に後出して

いる。 14• 21号溝にも後出している。

備考 Cから E断面で掘り直しの痕跡が顕著に見ら

224 

れる。14号溝との合流部分から南側はやや外反する

ように曲がっており、 14号溝が方形区画当初の南側

区画溝であったものと考えられる。4号溝南隅部分

は区画を拡張した際の溝と考えられるが、 9号溝と

の新旧は不明である。

西にある調査区域隅の断面 2地点で土塁の痕跡の

確認に努めたが見つかっていない。埋没土にも土塁

の存在を想定させるような一方からのローム土混じ

りの層は確認できない。

As-Aの堆積は上面にのみ見られ、その後の沈降

を考えれば天明三年段階では本溝はかなり埋没して

いたと推測される。特に北側で見られる混入物の少

ない部分は復旧作業の灰掻きの痕跡であろう 。

遺物 膨大な量の遺物が出土している。近世の陶磁

器や土器類が中心で、中世の遺物は散在する程度で

ある。古代の遺物の流れ込みも多い。近世の遺物は

下層には見られないが古代の遺物は上層にも多数見

られる。これらのうち210点を図示した。

陶磁器碗皿類が最も多く、 1~74がある。 1区か

ら4区の間で出土したものが大半である。磁器では

6 ~10や16~19に示した意匠の染付けが他にも多数

出土している。陶器では31~46に示した釉の掛け分

けの碗が特に多いが、完形近くまで復元できるもの

が多いのが特色である。

北方にある慈眼寺との関連で仏具類の出土にぱ注

視し、出土したものは全点図示したが数は多くない。

仏飯器82~85や仏花器86などは、寺院用のものでは

なく、 一般向けのサイズであろう 。土製の人形2点

が恵比寿111と大黒112である点は、むしろ商家を連

想させられる。

数少ない中世遺物にば焼締め陶器壺109・110のロ

縁小破片がある。口縁破片の出土はこの 2点のみで、

これ以外にも胴部小片がわずかに見られるのみであ

る。かわらけ類の出土もきわめて少なく、図示でき

たのは106~108の3点で、鉄釉の灯明皿類には102~

105以外にも破片の出土が多く、素焼きの小皿より

多く見られる。

素焼きの遺物でば焙烙類が顕著で、 135~144を図
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中世館と溝
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示したがこれ以外にも破片の出土は多い。瓦類146

~156は近世末以降のものとなるが、これについて

は砥石類166~187とともに14章で別途説明を加えて

いる。石臼や石鉢類の出土も少なく、石臼小破片 3

点194~196を図示できたのみである。

古代遺物は14点を図示した。土師器杯198と壺207

が下層出土である 。須恵器円面硯の脚部破片204が

あり、注目される。

その他の遺物 総数で約7000点の遺物を出土してい

る。破片数では土師器・須恵器が中心となっている

が、大破片ば焙烙や鍋類など中世以降の土器類が多

い。溝内をセクションベルトに沿って区で分け、出

土地点を図示しなかった埋没土内遺物をこの区を使

って取り上げている。地区別の出土傾向の概要は以

下のとおりである。

1区 18世紀代の陶器碗類を中心に陶磁器は25片、

焙烙等の土器が約40片ある。これらには大破片が多

い。土師器約470片と須恵器約30片が混入している。

土師器は高杯や厚手甕等の 5世紀代の遺物が中心

で、平安時代の小破片が若干混じっている。明確な

中世遺物は見られない。

2区 陶磁器はいずれも小片で15片、焙烙・火鉢等

の土器約40片がある。18世紀とそれ以降の遺物がほ

とんどで、明らかな中世遺物は見られない。土師器

約460片と須恵器約40片が混入している。土師器は

細片が中心である。須恵器は叩きのある甕に中破片

サイズが混じっている。

3区 陶磁器30片、焙烙等の土器約70片がある。陶

磁器は陶器碗．壺・香炉・播鉢等器種豊富で大型破

片がある。18世紀以降の遺物が中心である。明らか

な中世遺物は見られない。土師器約650片・須恵器

約60片が混入している。土師器は台付甕・器台など

古式土師類に大破片が目立つ。

4区 瀬戸美濃系の碗を中心に陶磁器約30片、焙烙

を中心とする土器約90片がある。18世紀代の遺物が

ほとんどだが、須恵器か中世焼き締め陶器か区別の

できない胴部片が数片混じっている 。土師器が約

700片、須恵器が約80片混入している。土師器は大

中世館と溝

半が小片や細片で、大破片は高杯など 5世紀代の遺

物が中心となる。刷毛目は 2％ほどである。須恵器

は壺．甕類など厚手のものが多く杯類は少ない。

5区 陶磁器は約40片出土しているが、明治時代以

降の磁器碗がほとんどで、江戸時代の遺物は瀬戸美

濃系の碗皿類が少量混じる程度である。焙烙等の土

器類は江戸時代のものを中心に約20片で、 16• 17世

紀頃の播り鉢が混じる。土師器約650片、須恵器約

30片が混入している 。土師器はほとんどが小片・

細片で古墳時代の土器が中心である。刷毛目は 1%

ほどしか含まれない。須恵器は厚手の壺・甕類が多

く、杯類はほとんど見られない。

6区 陶磁器類の出土が少なく、焙烙等の破片と併

せても 10片ほどで、いずれも小破片である。 5区に

多かった明治時代以降の遺物は見られない。土師器

約36片、須恵器約50片が混入している。遺物の傾向

は5区に近いが、須恵器には奈良時代の蓋や鉢が見

られる。

7区 陶磁器類は13片でほとんど磁器碗類である。

明治以降のものも混じっている。焙烙は 1点のみで

ある。中世の遺物は含まれない。土師器は約220点、

須恵器は約40片混入していて、傾向は 5区に同じで

ある。

8区 陶磁器は碗類の 5片のみで、明治時代以降の

ものが混じる。焙烙等の出土はない。土師器約360

片、須恵器約30片が混入している。古墳時代前半か

ら平安時代までの雑多な遺物が混在しているが、大

破片は含まれない。

9区 陶磁器は13片で碗類が中心である。明治時代

以降の遺物も混じる。焙烙等の土器類は約20点で、

やはり明治時代以降の遺物が混じる。明治時代以降

の瓦片も 4片混じる。羽口細片が3片あるが、図示

に耐えられるものではなかった。土師器約1080片、

須恵器約110片が混入している。小破片が中心で点

数に比べてボリュームはないが、同一個体の土師器

甕胴部大破片が多数出土している。刷毛目のある甕

類が3％ほど混じっている。

10区 陶磁器は12点で碗皿類が中心である。明治時
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Al区4号溝

1 暗褐 10YR3/3 基本土層の II層に近い。 As-Aの量は比較的

多い。ローム小プロック・焼土・炭化物粒等を不均等に少量含む。

しまり強い。 1'ではしまりが著しく強く、溝埋没後の道下踏み

固め部分に相当する。

2 にぶい黄褐 10YR5/3 As-A主体の層。比較的純度の高いバ

ミスの人為的埋没土層で溝の北側にのみ見られる。部分的にしか

観察されない。 2'では暗褐色粘性土との混合土層となり、黒色

味を増す。

3 黒褐 10YR3/2 粒子の粗い非粘性土層。大粒のAs-Aを少量

含む。焼土．炭化物粒を散見する地点あり 。 3'ではAs-Aは散

見できる程度で、埋没土に本来含まれていたものか上面から入り

込んだパミスか判別できない。ややしまり欠く 。

4 黒褐 10YR3/2 粒子のやや細かな弱粘性土層。As-Aの入り

方は 3'層に同じ。ややしまり欠く 。

5 暗褐 7.5YR3/3 地山崩落土であるローム土や褐色粘性土を

小プロ ック状に含む粘性土層。 As-Bを含むと思われるが不明瞭

である。

6 黒褐 10YR3/l 基本土層の皿層に近いがAs-Bは顕著ではな

い。ローム粒や炭化物粒を少量含むややしまり欠く層。 6'では

やや粘性・しまりとも強く、不均等に斑鉄が見られる。

7 灰黄褐 10YR4/2 粒子の細かな粘性土中に砂粒を含み上層ほ

ど多い。下層には斑鉄が見られる。

8 黒褐 10YR2/2 腐植土と粘性土の混合土層。ローム小プロッ

クを散見するが、溝底部付近としては混入物少ない。
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6区
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7区

ゃ

9区

＼ ⇔ 

や各

代以降の遺物も混じる。焙烙は 6点でやはり明治時

代以降の遺物が混じる。中世の遺物は見られない。

土師器約660片、須恵器約140片が混入している。土

師器は小破片が中心で、刷毛目のある甕類から平安

時代の甕類まで雑多である。須恵器は叩きのある甕

類が中心だが、平安時代の杯類も多い。

11区 近世遺物は陶器播り鉢片 l片のみである。土

師器約140片、須恵器18片が混入している。どちら

も大破片は含まれない。土師器は薄手の甕胴部片が

多く、奈良平安時代のものが中心である。須恵器も

同時代の杯類の破片が多い。

12区 16 • 17世紀ころの無釉の鉢片が 1点あり、他

は10片の土師器・須恵器の混入品のみである。

13区 中世以降の遺物は見られない。土師器約230

片、須恵器10片が混入している。土師器はほとんど

が小破片・細片で刷毛目のあるものからコの字状口

縁の甕まで雑多である。須恵器は叩きのある壺の胴

部破片である。

4 • 9溝 土師器約100片、須恵器約10片がある 。

小破片中心で、土師杯類は平底である。陶磁器は小

片15片、焙烙等の土器類約50片で18世紀代が中心で

ある。

その他 陶磁器等近世遺物約20片、土師器約960片

があるが、雑多な時期のいずれも小破片である。

l O • l l区

第223図 4号溝南側遺物出土状態
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中世館と溝

5号溝 （第239~241図 P L-28) 

天明三年の浅間山火山性噴出物 (As-A)が中層

以上に多量に埋められている。災害復旧時の灰掻き

作業によって短期に埋没した溝である。4号溝の内

側にあり、下滝館西側外郭が二重堀であったことを

覗わせる遺構である。ただし、 4号溝に近接して平

行に並ぶのは西側だけで、溝の規模や規格性・断面

の形状などはかなり異なっている。

南北側に向って 2回、規模の縮小のための新しい溝

の開削を行なっているようで、北側より 4B溝． 4

C溝と名付けている。

位置 855-790Gから895-775Gにかけて。

形状 北西隅は直角に近く、南西隅は鈍角に曲がっ

ている。その間の直線部分は直線気味に伸びている

が、歪みが大きい。4号溝との間隔も北側では 5m

前後なのに対し、南側ではllm近く離れていて、平

行しているとは言い難い。

底面は皿底状に窪む部分が多いが、 一定していな

ぃ。底面レベルにも凹凸が多く、どちらか一方に傾

斜するような傾向は認められない。

規模 西側は当初部分の 4C溝までが長さ約43m、

最終段階の 4A溝までが長さ約28mになる。上幅は

D断面以南では2.6m前後で、南隅付近では 4m以

上になる部分がある。4B溝では1.5m前後・ 4C

溝では1.3m前後と幅狭になる。

軸方向 N-18°-E前後。4A溝部分はN-82°―

W、4B溝部分はN-74°-Wになる。

重複 2 • 13号溝に後出している。

備考 As-Aが多量に含まれているのは D断面以南

で、災害復旧のための灰掻き作業でこの溝は完全に

埋没している。底面直上近くまでAs-Aの見られる

部分もあり、天明三年段階では 4号溝より深く窪ん

でいた。D断面以北は天明三年以前に埋没している

が、 D断面付近にも As-Aがみられることから最終

的にA溝部分が開削された段階でも北側に向って溝

後の窪みが残っていたことがわかる。

4号溝に比べて西側の溝は直線的でない。中世方

形館の外郭溝としては歪みが多く、 2重の堀であっ

246 

たとするには疑問点も多い。

遺物 図示できたのは 7点のみである。底面直上の

出土遺物はない。陶磁器・土器類の 1~3は小破片

からの復元実測である。宝匡印塔4は本遺跡出土の

唯一の墓石である。

その他の遺物 総数で約1500片の土器が出土してい

る。ほとんどが土師器・須恵器の小破片で焙烙や鍋

類など中世以降の土器は少ない。4号溝に比べると

ボリュームは 2割に満たない。その他にも礫の出土

はきわめて多く、最大で人頭大の大きさのものが含

まれていた。4号溝同様に溝内をセクションベルト

に沿って区を設定し、出土地点を図示しなかった埋

没土内遺物をこの区を使って取り上げている。区毎

の出土傾向の概略は次のとおりである。

1区 陶磁器や焙烙類は 3片のみで、江戸時代後期

と明治時代のものである。土師器約130片、須恵器

約30片が混入している。土師器は小破片が中心で甕

類が多い。刷毛目のある甕類も僅かに混じる。須恵

器は叩きのある甕類が中心で、平安時代の杯が若干

混じっている。

2区 陶磁器は18世紀ころの碗皿類 4点と、中世の

可能性のある焼き締め陶器甕胴部 l片が出土してい

る。焙烙類は10片で、江戸時代のものと思われる。

土師器小片約300片、須恵器約60片が混入している。

土師器は模倣杯がやや目立つ。刷毛目のある甕類は

ほとんど見られない。須恵器は甕類が中心だが、平

安時代の有台杯も多い。

3区 陶磁器は 3片出土していて、 1点は中世の可

能性のある焼き締め陶器甕胴部の大破片である。焙

烙等の土器は 6片で中世から江戸時代にかけての播

り鉢大破片が混じ っている。土師器約200片、須恵

器約30片が混入している。土師器は小片・細片が中

心で摩滅しているものが多い。須恵器は甕類胴部が

中心で、平安時代の有台杯が少量混じっている。

4区 陶磁器は江戸時代以降の播り鉢 l片のみであ

る。焙烙・播り鉢や鉢などの近世土器類は10片ある。

明治時代以降の遺物はなく、江戸時代前期頃の可能

性のある遺物が混じる。土師器約400片、須恵器約
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5号溝

1 黒褐 10YR2/2 しまりのない非粘性

土層。溝上に落ち込んだ耕作土。

2 にぶい黄褐 10YR4/3 褐色味を帯び

る弱粘性土にローム小プロックが混じる。

As-Aを少量、不均等に含む。

3 暗褐 10YR3/3 粗粒でややしまり欠

く弱粘性土層。 3,にはAs-Aを不均等に

混入している。

4 純層に近いAs-Aの二次堆積土層。灰

は見られない。混入物の濃度により部分

的に縞状の堆積をしている。 4'は暗褐色

土との混合土層。

5 灰褐 7.5YR4/2 ややしまりある粘性

土層。灰白色の粘土小プロックを少量含

む。部分的に斑鉄が見られる。 5'では粘

土・ローム土の混入が多い。

6 黒褐 10YR2/2 粒子の細かな弱粘性

A' 土層。ローム粒 ・ローム小プロ ックを少

蘊含む。6'にはローム土の混入多く、黒

色土プロック等雑多な混入物が混じる。

7 暗灰黄 2.5Y5/2 他の 5号溝断面には

現れない粘性土層。ロームプロックを含

み、給源不明のパミスを散見する。 7'で

はしまり強く、斑鉄が見られる。

0 1 : 50 lm 

一第240図 5号溝断面
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第241図 5号溝出土遺物

40片が混入している。土師器は小破片がほとんど

で、刷毛目のある甕類から平安時代の甕まで雑多で

ある。須恵器は甕類が中心で、杯類は奈良時代以前

のものである。

5区 陶磁器や焙烙などの近世遺物が6片出土して

いる。土師器約160片、須恵器約30片が混入してい

る。土師器は小破片中心で刷毛目のある甕類から平

安時代の甕まで雑多である。須恵器は叩きのある甕

の他、瓶類が混じっている。

5C溝 中近世の遺物の出土はない。土師器約280

片、須恵器13片が混入している。いずれも小破片が

中心で、土師器は模倣杯がやや目立つ。刷毛目のあ

る甕類も 5％ほど混じる。須恵器は甕類小片で時期

を想定できるものは少ないが、奈良時代頃の杯が混

じっている。

その他に土師器・須恵器併せて30片ある。

6区 近世遺物は焙烙 1片のみである 。土師器約

110片、須恵器約20片が混入している。土師器は甕

類の小片・細片がほとんどだが、須恵器には叩きの

ある甕の大破片が混じっている。
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中世館と溝

9号溝 （第242図 PL -29 • 30) 

東側は調査区域外になり、西側は 4号溝につなが

っている。 4号溝南側の走行に平行している。

位置 850-795G。重複が多く、覆土の浅いー画で

遺構の残存状態はきわめて悪い。

形状 小さな屈曲があるが、全体ではほぽ直線的に

伸びている。底面は凹凸が多く、中世方形館の区画

溝としては不自然であろう 。底面レベルは西側に低

く傾き、東隅と 6cmの比高差を生じている。

規模確認できた範囲の長さは10.2mある。上幅は

1.4~1. 9mで差が大きい。下幅は形状が一定して

いないが0.4m前後の部分が多い。確認できた壁高

は17~28cm前後である。

重複 44• 45号住居に後出し、 141号土坑・ 15号溝

には先出している。

軸方向 N-63° -W前後

備考 断面には掘り返し痕のような不整な堆積が見

られる。上面に見られる As-Aの薄い堆積は、本溝

の埋没後に堆積したAs-Aが後に沈降したものであ

ろう 。調査段階でAs-Aと推定した下層に見られる

軽石には疑問点が多い。

遺物 図示できる遺物はなかった。破片では土師器

約300片、須恵器約30片出土している。2区からの

出土が多い。中破片サイズの遺物は多いが大破片は

まれである。古墳時代末から奈良時代にかけての遺

物が目立ち、平安時代の遺物も多い。古墳時代中期

以前と確認できる遺物は少なく、刷毛目のある甕類

はわずかである。
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14号溝 （第242• 243図 P L-30) 

東側は調査区域外になり、西側は 4号溝につなが

っている。9号溝とはほぼ平行している。

位置 850-795Gから855-790Gにかけて。

形状 ほぽ直線的な溝で、西隅の 4号溝に合流する

直前に北側に向って直角に近い屈曲をしていたもの

と思われる。底面レベルは凹凸があるが、全体では

西側 4号溝に向って低く傾斜しそうである。

規模 確認できた範囲では全長10.5mある。上幅は

1.4m前後、下幅は0.5m前後で比較的一定してい

る。確認面からの深さは最大で50cmである。

軸方向 N-67°-W 

重複 43 • 45号住居に後出している。15号溝・ 134

号土坑などには先出している。

備考 9号溝は 4号溝南辺に平行して 4号溝西辺に

直行するように合流するが、本溝は直角に曲がって

いたことが確認できる。埋没状態も 9号溝と本溝で

は異なる部分が多い。

4号溝は中世の方形館外郭と推測されるが、本溝

はこの区画の当初段階での南辺を構成していたもの

と考えたい。

遺物 多量の板碑片の出土が特筆される。ほとんど

が底面付近からの出土である。五輪塔などの中世石

製品の出土がきわめて少ない本遺跡にあって、 14号

溝からはまとま って板碑だけが出土している。大形

破片が多いが完形まで復元できたものはなかった。

4個体以上の板碑があったことが確認できる。年号

や人名等の判読できるものはなかった。

その他の遺物 土師器約590片、須恵器約60片出土し

ている。また、中世以降の鍋類・陶器等も 6片混入

している。小片中心で、破片数に比してボリューム

はやや少ない。時期が明確な遺物も少ないが、古墳

時代末から平安時代初頭にかけての土器がほとんど

のようである。この他に拳大以上の自然石の出土が

きわめて多い。
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9 • 14号溝

1 暗褐 10YR3/3 As-A混じりの耕作土

層。基本土層の I層。堅くしまっている。

l'ではAs-Aが不均等で最も 少ない。黒

色味が強く、やや腐植土質である。

2 暗褐 7.5YR3/3 As-Aが部分的に薄

層状だが密度の高い状態で堆積している。

3 黒 7.5YR2/l 混入物の少ない弱粘性

土層でややしまり欠く。腐植土質の層で

ある。 3'にはローム小プロックが混入し

締まりやや強い。

4 灰黄褐 10YR4/2 0. 5~3 cm大のロー

ムプロ ックを不均等にやや多量に含む。

As-Aは不明瞭だが主となる土は 1'層土

に近い。 4'では 1'層土と 3層土がプロ

ック状に混じる。

5 黒褐 10YR2/2 As-Bを含み、基本土

層の III層に近いが、 As-Aも若干混じっ

ている。焼土粒・ローム粒等の雑多な混

入物やや多い。締まり強く、 5'内では踏

み固め面が層状に観察できる部分がある。

6 基本土層のIII層。地山。

第242図 9 • 14号溝
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中世館と溝

13号溝 （第244図 PL -30) 出すると思われるが確認できなかった。

位置 893-775Gから893-790Gにかけて。 備考 断面の観察からは水の流れた痕跡は認められ

東側は調査区域外になる。西隅は 4号溝につながっ ない。4号溝の作る区画内部の間仕切り的な溝と考

ている。 えている。

形状 ほぽ直線的で、東隅は南方へ緩やかに曲がっ 遺物 図示できたのは西隅から出土した陶器 1点の

ている。底面は狭く、平坦な部分もある。 みである。

規模確認できた長さは約15.0mある。確認面から その他の遺物小片中心に土師器約180片、須恵器9

の深さは40cm前後、底面は幅25cm前後で、比較的平 片が出土している。焙烙底部らしい細片が混入して

坦である。中段から開口部に向かって開く傾向があ いる。古墳時代の遺物が中心で、模倣杯破片がやや

り、中世的な溝の特徴が残っている部分もある。 目立つ。甕類は厚手胴部片が多いが、時期の明瞭な

軸方向 N-88°-W前後 ものは少ない。刷毛目のある甕類も少ない。

重複 20 • 21号住居に後出している。 5号溝には先

2区 1区

ml 

Ill/ 

0 1 : JOO 2m -
A 78. !0m A' 

B B' 

13号溝

1 灰褐 7.5YR4/2 しまりやや欠く粘性

土層。W層と関連する可能性あるが、 F

Pは見られない。 1'ではローム小プロッ

クの混入多い。

2 黒褐 10YR3/l 弱粘性土で上層には

ローム粒・下層にはローム小プロ ック を

含む。2'にはロ ーム粒多く、黒色土がプ

ロック状に混入している。

3 暗褐 10YR3/3 壁崩落のローム土中

心の土層。

0 1 : so lm - • 
゜

1 : 3 10cm 

第244図 13号溝および出土遺物
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中世館と溝

21号溝 （第245• 246図）

基本土層の II層と m層の間に黒色土層が挟ま ってい

るのが確認できた一画にあり、本溝の存在はローム

状土の上面まで下げるまで確認されなかった。

位置

4号溝と合流した先で不明となっている。

形状 東側に膨らむようにして緩やかに湾曲してい

るが、両端はそれぞれ4号溝の走行方向側に屈曲気

味となっている。底面は皿底状に窪んでいる。断面

は緩やかに立ち上がっていて、中世溝特有の薬研状

にはならない。

規模

定している。下幅は0.5~0.9mと安定していない。

深さも凹凸があって底面レベルには10cm前後の比高

差がある。深さは50cm前後だが最大では80cm以上に

なっている。

軸方向

重複

915-785Gから925-775Gにかけて。両隅は

全長14.5mある。上幅は1.5~1.8mでほぽー

全体ではN-30°-E付近となる。

4号溝に先出している。36• 40号住居などに

は後出している。

備考 断面に白色粘土小ブロックが見られ、西側か

ら流れ込んでいる。 4号溝掘り下げ時に本溝が埋め

られた可能性を示すものと考えたが、 4号溝の深さ

から土量を推定すると 4号溝の掘削が白色粘土層に

達する前に本溝の埋め戻しは完了してしまう。西側

から人為的に埋め戻されていることだけは指摘でき

そうである。

4号溝の当初段階では本溝が北西隅部分を構成

し、後に隅部分を整えて開削し直された時に埋め戻

されたと想定される。
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B

＿
 

B' 

0 1 : so lm 

一

21号溝

1 にぶい黄褐 10YR5/4 ローム状土主

体で、ローム土中のバミスを多量に含む

弱粘性土層。黒色土や白色粘土がプロッ

ク状に混じる 。 1'では黒色土が多く、

1’'では白色粘土の混入がきわめて多い。

2 黒褐 10YR2/2 やや粒子の粗い非粘

性土層。As-Cの可能性のあるパミスを

散見する。焼土粒を散見する。2'は3層

土との漸移層でローム小プロックを少量

含む。

3 黒褐 10YR3/2 粒子の粗い非粘性土

層で、混入物をほとんど含まない。底面

付近のみローム小プロックが混じる。 A

断面に見られる 3'には一部に斑鉄あり。

゜
1 : 3 10cm 

第246図 21号溝断面および出土遺物

遺物 図示できたのは北隅から出土した須恵器鉢の

みで、混入品であろう。

その他の遺物 土師器約450片・須恵器15片出土して

いる。中破片サイズの遺物が多く、ボリュームもあ

る。古墳時代後期頃の遺物がほとんどで、古式土師

も若干混じっている。中世以降の焼締陶器胴部小片

が 1片出土する以外に時期を推定できそうな遺物は

見られない。 4号溝で多量に出土した近世陶磁器類

が 1点も出土しないことから、本溝が早い時期に埋

め戻されたことが示唆されよう。
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その他の溝 (A1区）

7 その他の溝

5 章 •6 章で扱った A区古墳時代の溝、および中

世の館とそれに関連する溝以外の溝については、こ

の章で一括して記載する。性格や年代について異な

るものが同時に扱われている。時期決定できる遺構

は少ないが、中世以降の施設が多いと思われる。調

査時につけた溝番号をそのまま使用しているので欠

番を多く含んでいる。

A区の溝

5 • 6章で扱った溝以外には、 Al区で10条． A

2区で12条の溝がある。 Al区の溝はすべて中世以

降のものである。規模の小さな不明瞭なものが多い。

A2区では北隅の窪地部分に中世以前と思われる溝

が集中しており、古代の遺構となる可能性のあるも

のが含まれている。水路状の長大なものがあるが不

明瞭な部分が多い。

3 • 8号溝 （第247• 248図 PL -29) 

位置 840-795Gから845-800Gにかけて。付近は

上面が大きく削平されているため耕作土は浅く、遺

構上面の痛みが激しい。さらに重複が著しいー画に

あたり、不明瞭な部分が多かった。3号溝は 4号溝

南側と平行して開削されているが、上端で30cmしか

離れていない。

重複 3号溝は 8号溝に後出している。65号土坑は

両溝に先出するようで、 39• 40号土坑が8号溝に後

出している。 64号土坑との新旧関係は不明である。

形状 2条の溝が西隅で「X」字上に交差している。

東側は両溝とも調査範囲外となり全容は不明であ

る。両溝の重複部分が不明瞭であるが、 3号溝はほ

ぼ直線的な溝で西側で小さく屈曲している。8号溝

は掘り直しまたは重複する溝であった可能性があ

る。両溝とも西隅では緩やかに立ち上がっている。

4
 

3号溝

3 • 8号溝

1 黒褐 7.5YR3/l As-Aの混じる粒子

の粗い非粘性土層。ローム小プロックや

焼土粒の混じる 3号溝埋没土。

2 黒 7.5YR2/l 灰褐色粘性土プロック

や焼土等雑多な混入物の混じる弱粘性土

層でしまり強い。2'では黒色土の混入が

多い。

3 黒褐 7.5YR2/2 黒色土中にロームプ

ロック・ 焼土・炭化物粒を不均等に含む。

4 黒褐 10YR2/2 黒色土中にローム粒

を霜降り状に含む弱粘性土層。ビット状

の窪みの埋没土か。4'にはロームプロッ

クが混じる。

A 77.90m 3号溝 8号溝 A' 

B

＿
 

3・8号溝 B
 

匁

0 1 : JOO 2m 

一
0 1 : 50 lm -第247図 3 • 8号溝
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その他の溝 (A1区）
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゜
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第248図 8号溝出土遺物

規模 3号溝の調査できた範囲は全長6.8m分であ

る。東側の直線部分では上幅85cm、確認面から最大

30cmの深さがある。西隅は 8号溝の調査できた範

囲は全長7.0m分である 。東側では二段底状で浅い

南側底面は確認面より 15cmの深さがあり、北側底面

はさらに10cm深くなっている。

軸方向 3号溝 N-67°-W前後

8号溝 N-40°-W前後

備考 3号溝は中世の館区画をつく っている 4号溝

南辺の南側30cmの位置に平行している。ただし、西

隅では屈曲し、底面も著しく不整になる。地表面が

削平されている分を差し引けば上端では重複するほ

ど近接していたと思われる 。4号溝が埋没した近世

以降の施設と思われる。4号溝は埋没後に上面が道

とな っているので、道脇の側溝的な施設が想定され

よう 。

なお、 4号溝の外側にある不明瞭な溝として17号

溝がある。3号溝の北西 5mの地点から表れ、北側

に断続的に伸びると想定される溝であるが、 3号溝

につながる可能性がある。

出土遺物 3号溝と 8号溝の交差部分から出土した

4点を図示した。いずれも埋没土内の遺物で、厳密

にどちらの溝に帰属する遺物であるか識別できてい

ないが両溝の先後関係から 3号溝に伴う可能性が強

ぃ。 1と3は平安時代、 2と4が古墳時代の土器だ

が、付近は遺物包蔵の密度が高い地点で、図示した

土器が溝の時期を決定しうるものではない。

その他の遺物 3号溝は規模に比して出土遺物は極

めて多い。図示した以外に古墳時代後期から奈良時

代にかけて土師器・須恵器が約500片出土し、比較

的大破片も混じっている。溝周辺として取り上げた

破片類も 100片以上あるが、溝埋没土と同時期のも

のであり、周辺が密度の濃い遺物包蔵地点であった

ことと合致している。幕末から江戸時代にかけての

磁器片も少量混じる。8号溝からは古墳時代前期か

ら奈良時代にかけての土師器中心に約60片出土して

いる。小破片主体となっている。
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その他の溝 (A1区）

6号溝 （第249図 P L-29) 

橋梁工事の際に掘削された撹乱坑を挟んで 9mの

間隔がある 2条の溝であるが、溝の形状や埋没土が

共通することから同一の溝と判断し、南東側を 6A

溝・北西側を 6B溝とした。

位置 6A溝→825-800Gから830-810Gまでで、

西隅は調査区域外となる。 6B溝→835-815Gから

840-820Gまで。

重複 6A溝は 1号住居に後出している。

規模 6A溝は確認できた長さ4.5m・上幅80~90

cmで、底面は南東側へ低く傾斜して北西隅と20cmの

比商差を生じている。 6B溝は全長6.0m・上幅40

~58cmで、底面に細かな凹凸はあるがレベルはほぼ

一定している。

形状 6A溝はほぼ直線的な溝である。軸方向は

N-48°-Wである。 6B溝は小さく蛇行する溝で

形状は一定でない。

備考 遺跡の南隅の、井野川へ向かって下がってい

く傾斜変換点付近にある。古墳時代の 1号溝とほぼ

平行した走行であるが、地形的な性格によるもので、

1号溝と直接関連するも のではない。流水や貯水の

痕跡は見られない。耕作土の流出を防ぐ畠境界の溝

と想定した。 As-Aの混入する天明三年以降に埋も

れた溝である。

遺物 図示できる遺物はなく、 A溝で奈良•平安時

代の土師器・須恵器 7片、 B溝で古墳時代の土師器

が13片出土したのみである。両溝とも投げ込まれた

ような小礫の出土が多い。

旦．＼I II ．旦

B ｛ 

／ 
攪 乱

X令

6号溝

1 暗褐 10YR4/2 As-Aの混入やや多い

しまり強い土層。基本土層 I層に近い。

2 黒褐 7.5YR2/2 As-Aを少最含む基

本土層 1l層に近い土層。締まり強い。ロ

ーム小プロックを少最含む。

3 暗褐 2.5Y 4/2 ローム土の混入の多い

弱粘性土層。As-Cを含む。3'ではロー

ム土の混入さらに多い。

B
 

B' 

1号住居

ぃ
6A号溝

±-. II 11.-6.' 

-----
洛唸

調査区域外

A
 

A
 

0 1 : 50 lm -第249図 6号溝

0 I : 100 2m 

•—--_---'-
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その他の溝（Al区）

7号溝 （第250図 PL -29) 27号住居

橋梁工事の砕石填圧のため北側に不明な部分を挟

んだ溝である。27号住居に重複する部分で途切れる

溝と同一の溝と推定したが、不確実である。

位置 830-805Gから北上し、途中不明になるが

850-805Gまで続くと思われる。

重複 1号・ 27号住居、 1号溝に後出する。 1号住

居上で 6号溝とも重複する可能性がある。その場合

ほぽ直角に交わるものと思われ、同時存在の可能性

がある。

規模 西側の北上部分で11.8mの長さがあり、西隅

までさらに 9m伸びている。上幅は90cm前後の部分

が多い。確認面からの深さは18~25cmである。

形状 東側では軸方向N-49°-Eで直線的に伸び

きわめて緩やかに屈曲後N-25°-Wに方向を変え

ている。底面は比較的平坦である。東隅部分では掘

り直しのような痕跡が見られる。
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備考 断面の観察からは自然に埋没した状況が観察

されるが、流水 ・貯水の痕跡は認められない。

溝同様の、畠地境的な区画溝と思われる。

遺物

6号

竪穴住居や古墳時代の溝に後出する遺構であ

るが出土遺物は少なく、図示できた遺物はなかった。

古墳時代前期から奈良時代にかけての土師器 ・須恵

器が小破片中心に約80片出土している。この中に江

戸時代の陶器破片が3片出土している。また全域か

ら不均等に小礫が出土している。

柚
-810 

1号溝

0 1 : 100 2m 

一A 78.lllm A
 

8 78.00m B' 

7号溝

1 黒褐 10YR3/2 As-Aを不均等にやや多量に含む基本土層の

II層土。 しまり強い。ローム粒・炭化物粒を少温含む。

2 黒褐2.5Y3/2 粒子の細かな非粘性土層。ローム土を霜降り

状に含む。2'ではローム粒の混入少ない。

3 暗灰黄 2.5Y4/2 混入物の少ないローム土と黒色土の混合土。

3'ではローム土の代わりに シルト 質土が混入している。

0 1 : 50 lm 

一 第250図 7号溝
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その他の溝 (A1区）

11号溝 （第251図 PL -30) 

北側は 3号井戸および30号土坑につながり、南側

は13号溝につながっている。南隅で二股状に別れ、

規模を異にしており、別遺構の可能性もある。

位置 890-775Gから905-777Gにかけて。

重複 3号井戸・ 30号土坑および5号溝に後出して

いる。 13号溝にも後出すると思われる。

規模 確認できる部分では全長9.8mある。上面幅

は40~58cm、深さは 7~10cmであるが、南端の分離

した部分は幅30cmと細くなっている。

軸方向 細かな蛇行はあるが、概ねN-5°-E前

後にあり中世の溝とはかけ離れている。

形状 底面は比較的広く平坦で、レベルも全域でほ

ぽ一定していてどちらか一方に水を流すような施設

ではない。

備考 3号井戸とつながることから、井戸に水を貯

めるための送水溝を想定したが、断面に流水の痕跡

は見られない。

遺物 図示できる遺物はなかった。小片・細片のみ

で須恵器 1片、土師器11片が出土している。奈良時

代を中心とする時期の杯が大半で、台付甕が混入し

ている。

12号溝 （第251図 PL -30) 

11号溝の西側 2mほどの位置に、ほぽ平行してい

る。埋没土が近似しており、調査中の所見では11号

溝と同時存在を想定している。

位置 900-775Gから905-775Gにかけて。

形状 直線的に伸びる溝である。底面は広く平坦だ

が南北両端に比べ中央は 3cmほど窪んでいる。北隅

は途切れるが、南隅は緩やかに立ち上がって不明瞭

になっている。

軸方向 N-11°-E。

規模 調査できた範囲では全長7.0m、上幅42cm前

後、深さは 6~11cmである。

備考 11号溝と類似した埋没土で、軸方向や形状も

類似している。

遺物 出土遺物はなかった。

0
8
0
 

ロ
七
↓

1 2号溝

11号溝
4祁

七

罪

調

査

区

域 丸

外

12号溝
78. IOm 

0 1 : 100 2m 

一
II号溝

77.90m 
11号溝

-1  黒褐 10YR2/2 As-Aの混入の多い基

本土層の 11層に近い砂質土層。ローム小

プロックを少量含み、しまりやや強い。

*11号溝と12号溝の埋没土は類似している。

0 1 : 50 lm 

一第251図 11 • 12号溝
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その他の溝 (A1区）

15号溝 （第252• 253図 PL -30) 

中世の溝で扱った 9号溝・ 14号溝の間にあって、

これらの溝に後出している。両溝とは埋没土や出土

遺物が明らかに異なり、分離して報告する。

東側は調査区域外となるが、調査範囲の東隅は底

面が緩やかに立ち上がっていて、付近で途切れる可

能性がある。西隅は 4号溝と重複する。

位置 850-790Gから855-SOOGにかけて。

規模 確認できた範囲は長さ9.6m、上面幅35~60

cm、深さ11~26cmである。

形状 小さく蛇行するやや不規則な溝である。底面

も10cm前後の凹凸がある。軸方向はN-70° -W前

後であるが、西隅ではN-45° -W付近まで屈曲し

ている。

備考 蛇行があるものの畠の地境的な溝と思われる

が、性格不明の施設である。天明三年以前に開削さ

れ、それ以降に埋没している。

遺物 陶器製徳利 1は溝西半に広く散乱していた破

片から復元したもので、底面から浮いた状態ではあ

るが本溝の時期を決定する遺物であろう。羽口 2は

混入品と思われる。

その他の遺物 土師器約720片、須恵器約60片出土し

ている。小片•細片が中心で、破片数に比してポリ

ュームは少ない。時期の明確な遺物は少ないが、奈

良時代の土器が中心のようで、 9• 14号溝の傾向に

似ている。その他に拳大の礫が底面から浮いた状態

で不均等に出土している。

七。
-BOO 4露

4 号溝

7790m 

141号土坑

9 号溝

外

0 1 : 100 2m 

一
芦

-795 

0 1 : 50 lm -

1 黒褐 7.5YR3/l As-Aを多量に含む

非粘性土層。基本土層の 11層に近い。

2 黒褐 7.5YR2/2 ローム小プロックの

混じる弱粘性土層。As-Aの混入は少な

ぃ。焼土粒を散見する。

3 黒褐 10YR2/2 基本土層のVI層に近

いが焼土粒等の混入多く、しまりも強い。

遺構埋没土に似た土層である。

第252図 15号溝
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その他の溝 (A1区）

2
 

門`

□口＇ーロロ＇：
゜

I : 3 10cm 

第253図 15号溝出土遺物

17号溝 （第254図 PL -31) 

4号溝の西側に平行して隣接している溝で、当初

は長い溝を想定していた。掘り下げ段階で北側は土

坑状に途切れ、 13号土坑および44~46号土坑として

処理し、南側だけが溝として残存した。13号土坑北

隅から本溝の南隅までは28mの規模になるのだが、

不明瞭な遺構である。

位置 850-805Gから855-805Gにかけて。

規模全長4.8m、上幅48~80cm、深さ10cm前後で、

土坑のような規模である。

形状 やや屈曲するが軸方向はN-11°-E前後で、

壁は垂直に近い立ち上がり、底面は平坦である。

備考 3号溝と関連する可能性がある。

遺物 図示できたのは埋没土中の土師器杯 1点のみ

である。その他に土師器小片のみ19片出土している。

丸胴気味の甕胴部や平底の杯が含まれている。

17号溝

1 暗灰黄 2.5Y4/2 砂質の非粘性土層。

きわめてしまり強いが後世の影響と思わ

れる。As-Aを霜降り状に含む。

2 黒褐 10YR3/2 黒色味をおびた弱粘

性士と 1層土の混合土層。ローム粒を霜

降り状に含み、炭化物粒・焼土粒を散見

している。

78.00m 

0 1 : so lm 

-—--

4知

0 I : 100 2m 

一
こノ
゜

I : 3 10cm 

第254図 17号溝および出土遺物

262 



その他の溝 (A1区）

18 • 19号溝 19号溝 （第255図）

確認段階では 4号溝と 5号溝の間にある 1本の溝に 位置 870-790Gから870-795Gにかけて。18号溝

見えたが、掘り下げ後、東側は 2条の溝に、西側は の北側80cm前後の位置に、軸方向をほぽ同じにして

117号土坑となった。 並んでいるが埋没土は異なっている。

18号溝 （第255図 PL -31) 

東側は緩やかに立ち上がり、 5号溝直前で途切れる

可能性がある。

位置 865-790Gから865-795Gにかけて。

規模 確認できた範囲で全長4.6m、上幅は75cm前

後の部分が主体となる。深さは20~25cmとなる。

形状 軸方向は概ねN-82°-E前後であるが、小

さな屈曲があり直線的ではない。底面は狭いが底部

レベルはほぼ一定である。

備考 天明三 (1783)年以降に埋没した溝である。

遺物 図示できる遺物はなかった。中世以降の鍋類

等10片、江戸時代の陶器細片 1片を出土している。

土師器約200片、須恵器約20片が混入している。大

破片は少ない。土師器・須恵器には古墳時代前期か

ら平安時代まで雑多な土器が含まれている。

19号溝

117号士坑

七-795 

0 I : 100 2m 

一78 OOm 19号溝 18号溝

0 1 : 50 lrn -第255図 18 • 19号溝

5号溝

形状 確認面でのプランの歪みが大きいが壁の崩れ

ではなく当初からの不整部分のようである。底面は

比較的平坦である。東西両隅では緩やかに立ち上が

っており、途切れてしまう可能性がある。

規模 確認できた範囲で全長4.5m、上幅 lm前後

だが、壁の崩れによる幅広部分がある。深さは40cm

前後である。

備考 埋没土には18号溝に見られたAs-Aは確認で

きない。天明三年以前に埋没したものと思われる。

土坑に類する規模でもある。

遺物 その他の遺物 中世以降の鍋類 l片、土師器

約260片、須恵器15片出土している。大破片は少な

い。土師器は台付甕等の古式土師がやや目立つ。須

恵器には平安時代の有台杯が含まれている。

18 • 19号溝

1 黒褐 10YR3/l 粒子やや細かな微粘

性土層。 As-Aと思われるパミスを不均

等に少量含む。礫の混入はこの層の中に

あたる。 1'ではローム小プロックの混入

やや多い。

2 黄褐 7.5Y5/3 ロームプロックやロー

ム状土主体の土層。

3 灰黄褐 10YR4/2 ローム状土・暗褐

色粘性土が不均等に混じるしまり欠く層。

4 にぶい黄褐 10YR4/3ローム状土中心

の弱粘性土中に多量の黒色土が混じる、

ややしまり欠く層。 As-Aは見られない。

4'は5層への漸移層で、ローム小プロッ

クが混じる。

5 黒褐 10YR3/2 やや締まり欠く微粘

性土層。ローム粒を霜降り状に含む。
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その他の溝 (A1区）

20号溝 （第256図 PL -31) 

5号溝から北東方向に分かれ、軸方向を多少東側に

向けて並んでいるが、北隅は途切れている。この間

の5号溝との距離は20~50cm程しかなく同時存在は

考えにくい。

位置 865-785Gから880-785Gにかけて。

規模確認できた範囲で全長14.0m、上幅1.2~1. 5 

m、深さは15~45cmである。底面は南に向かって低

＜緩やかに傾斜していて、北側と20cmの比高差を生

じている。

形状軸方向はN-18°-Eでほぽ直線的である。

備考 5号溝上面に見られる As-Aがなく、同溝に

先行して埋没していると思われる。本溝北隅付近に

近接している109• 110号土坑は軸方向が本溝にほぽ

同じで、関連する施設の可能性があろう 。

遺物 図示できる遺物はなかった。中世以降の鍋類

小片 2片、土師器約90片、須恵器 7片出土している。

小破片が多く、ボリュームは少ない。須恵器は甕類

中心で、時期を特定できる資料はない。土師器は古

墳時代の物が多い。底面直上からは不揃いの礫の出

土もやや多い。

20号溝

1 にぶい黄褐 10YR5/4 粒子の細かな

粘性土層。 ローム状土を水田床土として

客土 したも のと考え られる。

2 灰黄褐 10YR5/l 粒子の細かな粘性

土層。焼土・炭化物粒 ・細礫等雑多な混

入物を含む。 2'では灰白色粘土粒の混入

やや多い。

3 褐灰 10YR4/l 灰白色粘土小プロッ

クと、2層土の混合土層。
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0 1 : 50 lm ― 第256図 20号溝
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その他の溝 （A2区）

A2区2号溝 （第257図 PL -31) 的な傾斜は見られない。

東・西両隅とも調査区域外に延びていて、全容は

確認できない。

備考 溝の形状や埋没土など古墳時代の溝に共通す

位置

重複

950-765Gから960-785Gにかけて。

いずれも古式土師器の段階である 7• 10 • 25 

号住居に後出している。 1号溝に後出していると思

われるが、記録を残せなかった。底面のレベルが異

なり同時存在はあり得ない。

規模 調査できた範囲では全長25.3mあるが、上幅

40~50cm前後で比較的近似している。深さは両隅

付近では10cm前後だが、中央付近では30cm以上の箇

所もある。

形状 軸方向はN-60°-Wで、ほぼ直線的にA2区

る部分が多い。ただし古墳時代の溝が作る区画・方

向性からは逸脱している。出土遺物も他の古墳時代

の溝に比べて少なくな っている。断面では流水や貯

水の痕跡は観察できず、区画溝的な性格が考えられ

るが、古墳時代の区画規制が残っている古代末以降

の溝と考えたい。

遺物 図示できる遺物はなかった。竪穴住居との重

複が多い遺構としては出土遺物は少なく、土師器の

み小破片を中心に75片が出土しただけである。約半

数が刷毛目のある甕類で、台部が3個体分ある。杯

類には模倣杯片が若干混じっている。

を横断する溝である。断面は逆台形に近い形状で、

底面も比較的平坦である。底面レベルは全体では西

側に低く傾斜していて、東隅と10cm以上の比高差を

生じているが、途中には緩やかな凹凸があり、規則

調

査

区

域

外
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A2区2号溝

1 黒褐 10YR3/2

本土層のVI層。

2 黒褐 10YR2/3 ロー ム小プロック 混

じりの弱粘性土層。 ローム土内のパミ ス

の混入やや目立つ。

As-Cが少量混じる基

7号住居

調

査

区

域

外

第257図 2号溝
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その他の溝 (A2区）

A2区北隅の溝群

A2区北隅から B1区南西隅にかけては、現在は

平坦な地形であるが、古代にあっては南側の集落が

立地する自然堤防状の台地より低くなっていて、基

本土層のW層 •V層に相当すると思われる洪水層が

堆積する一画である。ここで 3号溝から12号溝まで、

縦横に走る10本の溝を調査している。位置関係を分

かりやすくするため、一部の溝の平面図と共に、

の一画の溝配置図を併せて掲載した。

A2区3号溝

10本の溝の中では一番上面から確認できた溝であ

る。北東隅付近で二股に分かれており、北東側に続

く狭い溝を 3'号溝とした。

途切れ、その他の隅は調査区域外となっている。

位置

規模

m前後である。深さは 6~30cmで一定でない。 3'号

溝としたのは2.2m分だけで、上幅45cm前後、深さ

7 cmほどで小規模である。

形状

（第258図 PL -31) 

こ

3号溝南東側は撹乱で

010-760Gから015-785Gにかけて。

調査できた範囲で全長29.5m、上幅1.0~1.2 

北東隅の交差地点以西では軸方向はおよそ

N-60°-E前後だが細かな蛇行がある。以東では

N-55° -W前後で、比較的直線的に続いている。

一且皐 ホ

。
母＼

78

溝号

も‘

『

溝

底面は特に東側で凹凸があり、 ピット状に窪む部分

も多いが全体としては東側に低く傾斜している。

備考

遺物

泥流上に作られた中世以降の溝である。

図示できる遺物はなかった。出土破片は総数

20片でいずれも小片・細片である。中近世の須恵

質の鉢片が 1片出土しているが、本溝の時期を示唆

するものかもしれない。他は土師器で時期決定でき

るものはいずれも古式土師器である。赤彩された破

片が目立つ。

su, 晶＇

S
L
L-皐

2

L

'

 阜＇

゜
1 : 150 5m 調査区域外

第258図 3号溝
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その他の溝 （A2区）

A2区4 • 5号溝、 B区24号溝

A区北隅から B区西隅にかけて見られる規模の大き

な溝で、 B区では当初古墳の周堀を想定し、 A2区

に移っても自然流路を検討したほどである。直線的

に伸びる溝で、軸方向は古墳時代の溝と近似してい

るが、規模が大きなこと、遺物がほとんど出土しな

いことなど相違点が多い。4 • 5号溝は当初 l条の

溝を想定して掘り下げたものが、 2条の別個の溝で

あると判明したもので西側の小規模な溝を 4号溝．

東側の幅太の溝を 5号溝とした。また 5号溝と B区

24号溝は同一の溝である。

B区24号溝 （第259• 260図 P L-34) 

A2区5号溝に先行して調査した。同溝は連続する

同一の溝である。

位置 040-780Gから050-785Gまで。B1区の西

隅を斜めに横切るようにして確認されている。

規模確認できる範囲で長さ8.3m、上幅2.lm、深

さ80cm前後である。底面のレベルは調査範囲の中央

が窪み、南に向かって低くなる傾斜傾向は、この区

間に限っては確認できない。

4
 24号溝

B 1区

A2区

芦
-780 

4珈

0 1 : 400 10m 

第259図 4 • 5号溝およびB1区24号溝

, ¥ 25号溝

調

査

区

域

ビ外78

市
-780 

0 1 : zoo 5m 

第260図 B 1区24号溝

形状 上面プランは直線的な輪郭が確認できたが、

壁の中段以下は崩落部分が多く、歪んでいる。底面

も狭く不整である。全体ではN-23°- W前後の軸

方向である。

備考 泥流で一気に埋れた溝である。底面は調査し

た9月の湧水点以下まで達している。

遺物 図示できる遺物はなかった。土師器のみ約

130片出土している。古式土師器が大半を占めてい

るのは、周辺に包蔵遺物が多いことが原因であろう。

赤彩土器が10％含まれている。
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その他の溝（A2区）

A2区5号溝 （第259• 261図 PL -32) 

泥流層（基本土層のN・V層にあたるラハール層）

上面では遺構の輪郭は南隅のみでしか確認できなか

った。泥流層を剥ぎながらプラン確認を行っている。

位置 995-760Gから025-775Gまで。北隅はB1 

区へ続き、南隅は大規模な撹乱の先で不明となる。

4罪

規模 5号溝として確認できた部分は長さ38mある

が、北側に続く B1区24号溝まで含めると全長60m

を超える規模になる。上幅は2.1~3.2mと差が大き

ぃ。深さは50cm前後である。 B区部分では不明瞭で

あったが底面は 2段底状になっていて、幅50cm前後、

深さ10cm前後の窪みがある。

形状 平面的には細かな蛇行が多いが、全体ではほ

ぽN-25° -W前後の軸方向に直線的に伸びる溝で

ある。 2段底部分は特に蛇行がきつい。数次にわた

査区域外

れて旧状はあまり留めていないと考えた。底面は全

体としては南側に低く僅かに傾斜している。

備考 規模や埋没土からは水路が想定されよう。 4

号溝に先出する。

図示できる遺物はなかった。出土破片は 4号

溝と一括で取り上げたものが含まれるが、土師器の

み11片で大破片は含まれていない。時期決定できる

破片はいずれも古式土師器で、赤彩された破片が半

数ある。

＼ 
号溝

:--＼ 

る泥流で一気に埋没したものと思われ、壁面は削ら

78.30m 

A2区5号溝

1 灰黄褐 10YR5/2 砂粒の混入多いシ

ルト質泥流層。他の混入物は少ない。一

気に堆積した土層のようである。 1'では

白色粘土小プロックが混入している。

2 褐灰10YR6/l 砂粒とシルト質土の混

合土層で、一部で互層状になっている。

3 黒褐 10YR3/l 粒子の細かな粘性土

層。ローム小プロックの混入やや多い。

4 灰黄褐 10YR5/l シルト質の泥流層

土と思われる。中層に砂粒が混じる。

5 灰黄褐 10YR5/2 砂粒とシルトがほ

ぽ均等に互層状に堆積した土層。5'層に

は白色粘土小プロックの混入も見られる。

0 1 : 50 lm 

一 ゜
1 : zoo 5m 

第261図 4 • 5号溝
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その他の溝 (A2区）

A2区4号溝 （第259• 261図 PL -32) 

位置 995-765Gから015-770Gまで。北隅は 5号

溝と区別できなかった。

規模確認できた範囲で長さ26.3m、上幅30~35cm

で、比較的一定している。

形状 小さな蛇行があり、北側ではN-12°- W、

A2区6号溝 （第262• 263図 P L-32) 

北西隅は調査区域外となる。南東側は12号溝を境

に不明となる。4号溝につながる可能性があるが、

この場合、不明瞭な部分で若干屈曲することになる。

位置 020-775Gから030-780Gにかけて。

規模 確認できる範囲では全長9.4m、上幅70~90

cm、下幅45~58cm、深さ20cm前後である。

形状 ほぽ直線的に伸びる溝で、軸方向はN-39°

-Wである。底面は平坦で、壁の立ち上がりは溝と

しては垂直に近く、近似した形状が続いている。底

面は全体では南西側に低く緩やかに傾斜していて、

両隅には10cm近い比商差を生じているが、凹凸があ

り、滑らかに水が流れる状態ではない。断面にも流

水や溜水の痕跡は観察できない。

備考 基本土層の W層に相当する奈良•平安時代の

洪水層に先出しているようである。

遺物 出土遺物はなかった。

A2区7号溝 （第262• 263図 P L-32) 

北西隅は調査区域外となる。南東隅は 8号溝直前

で緩やかに立ち上がり、その先は不明である。この

まま延長すれば8• 9号溝とは直角に近い角度で交

わることになるが、底面レベルは本溝のほうが10cm

近く深くなっている。また 6号溝とも鋭角で交わり、

同時存在はないであろう 。

位置 020-780Gから025-780Gまで。

規模 調査できた範囲では全長9.0m、上幅75~85

cm、下幅52~60cm、深さ17cm前後である。

南側ではN-23°-W前後の軸方向とな っている 。

底面は緩やかな凹凸があるが、全体では南側へ低く

僅かに傾斜している。

備考 5号溝に沿って後出して掘られている。

遺物 図示できる遺物はなかった。

調査区域外

0 1 : 100 2m -
第262図 6 • 7号溝

4面

12号溝

苗
-785 市

-780 
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その他の溝（A2区）

形状 軸方向N-19°-Wでほぽ直線的に伸びる溝 遺物 図示できる遺物はなかった。出土時は土師器

である。底面は比較的平坦だが緩やかな凹凸があり、 のみ24片で、壺底部の大破片 l 片以外は小片•細片

6号溝に類似している。埋没土の状態も 6号溝に近 である。時期の決定できる破片はいずれも古式土師

ぃ。底面レベルはほぽ水平でどちらか一方へ傾斜す 器である。

る傾向は見られない。

備考 水平に近い堆積をしているが、断面観察から

流水・貯水の痕跡は確認できない。

7号溝

A 78.90m 

6号溝

A' A" --—-——. 
—/---、...__ A 2区6・ 7号溝

1 暗褐色土層 基本土層の 11層に相当す

るAs-Aの混入の多い層。 しまりがきわ

めて強いのは橋梁工事の際の車両通行に

よるもの。 1'ではAs-Aはやや少なくな

る。

2 暗褐色土層 1層土と基本土層 III層土

8 78.40m B' C 78.40m C' の混合土。粘性をおびる。

文 て

0 1 : 50 lm 

一第263図 6 • 7号溝断面

A2区8号溝 （第264図 P L-32) 

西側は調査区域外となる。東側は12号溝直前で立

ち上がり、途切れてしまう。 7号溝とは直角に交わ

る直前で両溝とも立ち上がり気味に途切れていて、

類似した形状となっている。

位置 015-780Gから020-785Gまで。

規模 調査できた範囲は全長3.0m部分のみである。

上幅は75~90cm、深さ10~18cmになる。

形状 軸方向はN-80°-Eで、ほぽ直線的に伸び

る溝である。西壁直前で深くなっており、凹凸のき

つい底面になる可能性があるが、全容は不明瞭であ

る。調査範囲内では西側に低く傾斜している。溝の

270 

3 褐灰色土層 基本土層のN層に相当す

る泥流層。

4 黒色土層 基本土層のVI層に類似する

弱粘性土層。 しまりあり 。給源不明のパ

ミスを含み、 FPの可能性あり 。4'には

ローム小プロックが混じる。

5 黒褐色土層 褐色味の強い粘性土の混

入多い弱粘性土層。ローム粒を霜降り状

に含む。5'では黒色味を増し、黄色味の

強い粘性土プロックが混じる。

規模の他にも、底面が広く平坦なこと・壁が直に近

い立ち上がりをすることなど、 6~ 9号溝に共通す

る特徴を備えている。

備考 上面にAs-A混じりの土層が観察できる。 6

~ 9号溝の中では最後に埋没した可能性があるが、

埋没土であるか、上方からの填圧で沈み込んだ層で

あるかは判別できない。

遺物 図示できる遺物はなかった。出土土器は土師

器6片と縄文土器らしい厚手の胴部片 3片のみであ

る。古式土師器とわかるものが2片ある以外、時期

は不明である。



その他の溝 (A2区）

A2区9号溝 （第264図）

西側は調査区域外となる。東側は12号溝の南端に

沿って伸びて調査区域外に至るようだが、不明瞭に

なる。

位置

重複

010-785Gから020-765Gまで。

5 • 12号溝に先出すると思われるが記録でき

なかった。11号溝に後出することが東壁の断面で確

認できる。

規模 西隅で確実に確認できる長さは3.6mだが、

本溝が12号溝に沿って東側調査区域外までつながれ

ば、全長17.0m以上になる。西隅での上幅は58~65

cm、下幅42~55cmとなる。深さ 5~10cmのやや不明

瞭な溝である。

形状 西隅では軸方向N-70°-E前後でほぽ直線

的だが、東側では緩やかに南へ曲がっており、緩や

かな蛇行も見られる。底面には凹凸があり西側の確

実な部分だけでも 8cmの比高差を生じている。

備考 断面には下層部分に人為的な埋め戻しと思わ

れる混土層が見られる。

遺物 出土遺物はなかったが、 12号溝と混在した可

能性がある。

A2区8 • 9号溝

1 にぶい黄褐 10YR4/3 As-Aを霜降り状に含む基本土層の II

層。 1,ではAs-Aは少ない。

2 黒 10YR2/1 ローム粒を含む弱粘性土層。 2'ではロームは

小プロック状になる。

3 黒褐 10YR3/2 やや粒子の粗い非粘性土層。 3'では粘性土

とプロックとの混合土層。

4 黒褐 10YR2/3 弱粘性土プロックとローム状土との混合土層。

78.50m 
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第264図 8 • 9号溝
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その他の溝（A2区）

A2区10• 11 • 12号溝

A2区北隅にあって、窪地全体が掘り上がるまで

形状を確認できなかった不明瞭な一群の溝である。

A2区10号溝 （第265図）

東側は調査区域外となる。黒色味の強い埋没土の

遺構として捉えられている。西側は緩やかに立ち上

がって12号溝の中で途切れてしまう 。さらに西側へ

続く可能性があろう。 A2区北隅の溝群中、最も深

い溝である。

位置 020-770Gから020-780Gまで。

ヽ
78.0 

調

査

A2区10• 11 • 12号溝

l 灰黄褐 10YR5/2 シル ト質泥流土を

プロック状に含む粘性土層。

2 暗灰黄褐 2.5Y5/2 シルト質泥流土主

体の粒子の細かな粘性土層。基本土層の

w層に対応すると思われる。2'では灰白

色味をおびて、明度・彩度とも高い。基

本土層のV層に対応する可能性あるが、

他の地点に近似する土層はなく不明瞭。

3 褐灰 10YR5/l 2層に対応するが、

撹拌を受けていて、混入物が多い。2層

に後出する土層である。

4 褐灰 10YR4/l 11号溝埋没土。3層

に比ベローム状土の混入多いが黒色味お

び、 4'では黒色味さらに強い。

5 褐灰 10YR5/l 主に12号溝の埋没土

に相当すると思われる。粒子の細かな粘

性土で、泥流起源の土層だが、砂粒の混

入多く、下層ではローム小プロックが混

じる。

6 黒褐 lOYR 10号溝埋没土。ローム小

プロックを含む弱粘性土層。下層ではロ

ーム土少なく砂粒の混入多い。

7 灰 5Y4/l 5号溝の埋没土である 。

砂粒主体の土層で、底面付近では細礫が

混じる 。明瞭なラミナは見られないが、

流路跡の水成堆積の様相である。7'では

礫の混入は少なく褐色味をおびている。
区

域

古5
-780 

外 4姻

．＜’ 

78.0 

A.  78.ZOm 5号溝 12号溝 JO号溝

0 1 : 100 2m 

一第265図 10 • 11 • 12号溝
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規模 比較的深さのある東側の明瞭な部分は長さ

6.6mまで確認でき、西側に不明瞭な部分が2.8m

続いている。確認面での上幅は東側で lm前後あっ

たが、掘り上がりでは55~80cmである。下幅は40~

60cmで上幅にそ った大きさにな っている。深さは

5 cm前後しかない。

形状 平面は歪みがあるが全体では概ねN-77°―

Eの軸方向である。平面にあわせて底面の歪みも大

きい。底面レベルには 5cm前後の凹凸があって、不

規則な遺構である。

重複 4 • 5号溝に先出する。12号溝にも先出する

と思われるが明確ではない。

備考 配置から 8号溝とつながる可能性があるが、

直線的な 8号溝と不整な本溝とをつなげるには違和

感もある。埋没土も異なっている。

遺物 出土遺物はなかった。

A2区11号溝 （第265図）

10号溝から南東方向へむかって分岐するような遺

構で、東隅は幅を細めながら調査区域外となってし

まう 。埋没土は周辺に比べてやや黒色味をおびてい

て10号溝にやや近い。不明瞭な遺構で、溝として扱

うには問題もある 。

位置 020-770G 

規模確認できた範囲では長さ3.4m、上幅0.9~1.2

mある。下幅は不明瞭で0.5~l.Omあるが上幅の広

さとは一致していない。深さは5~14cmと差がある。

形状 平面・底面とも凹凸が多く不整である。断面

形状も 一様ではない。

備考 南東隅は明確に立ち上がっており、この位置

で途切れれば土坑的な落ち込みであろう 。北東側へ

直角に近く屈曲する可能性もある。

遺物 出土遺物はなかった。

その他の溝 （A2区）

A2区12号溝 （第265図）

窪地のなかで、個別の溝番号を付けられなかった

部分を一括して12号溝として扱った。複数の溝に細

分できる可能性が残る。同時に溝として扱うには問

題もある。

位置 020-765Gから020-780Gにかけて。北東側

は調査区域外となる。

規模 東西12m以上、南北 7m以上の長さがあり、

溝というより窪地と称したほうが適切な落ち込みで

ある。最大で50cmの深さがある。

形状 北東方向に向かって低く傾斜しているが、不

規則な窪地で、人為的な溝とは考えにくい。反面、

洪水で削られたとするなら、ウォーターホールのよ

うな底面の凹凸は少ないように思われる。

備考 他の溝との新旧関係が分かりにくいー画であ

る。5号溝の開削後に洪水等の原因で削られた窪地

と考えたが、 5号溝とはほぼ直交する位置にあり、

不自然である。埋没土は基本土層のN・V層に該当

するラハールであるが、埋没土に細礫サイズ以上の

混入物は少なく、粗砂クラスの堆積土が最も粗粒で

ある。

遺物 出土遺物はなかった。
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その他の溝 (B区）

B区の溝

B区では23条の溝を調査した。このうち最も規模

の大きな24号溝についてはA2区5号溝に続く溝と

して本文267頁に記載済みである。他の溝はいずれ

も小規模な遺構である。

1号溝 （第266図）

B2区で調査した唯一の溝であるが、

群と関連する施設ではなさそうである。

位置

B 1区の溝

規模

060-755Gから065-760G。B2区の南隅に

あり、東西の両側とも調査区域外となる。

るうえ、不整である。水を滑らかに流すことはでき

ない。

軸方向

備考

N-57°-W前後になる。

掘削時の残土を底面付近に放置してあるよう

で、幅広い耕作痕のようでもある。断面に水が流れ

たり溜まったりした痕跡も認められない。上面埋没

土に見られる As-Bは二次的堆積土であるが、降下

に比較的近い時期の堆積と思われる。古代の遺構と

なる可能性のある溝である。

遺物 時期不明の土師器小片が 1片出土したのみ

で、図示できる遺物はなかった。

調査範囲では長さ8.0mまで確認できる。上

幅は1.6~l. lm、下幅0.8~0.5m、深さは17~32cm

である。

形状 北辺は直線的だが、南辺は不規則である。底

面も波打つような凹凸があり、 10cm近い比高差があ

4諏

調

査

区

悼
-765 

0 1 : 100 2m 

一
側

溝

調

査

区

域

外

78.60m 

0 I : 50 lm 

一第266図

B区 1号溝

1 黒褐 10YR3/2 As-Bと思われるパミスを多量に含む非粘性

土層。粒径は比較的均ーでアッシュは含まない。

2 暗灰黄 2.5Y4/2 パミスの混入は少ない 1層土と、最大10cm

近い不揃いの地山褐色粘性土プロックの混合土層。 2'では粘性

土プロックが主体となる。

1号溝
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その他の溝 (B区）

B区2~5号溝はB1区南東隅付近で確認された

溝群である。確認面は基本土層VI層（As-C混じり

の黒色土）上であるが、埋没土にはN・V層土の再

堆積土が見られる。

2号溝 （第267• 268図 P L-33) 

位置 025-755Gから025-760G。両隅は調査区域

外になる。

規模 調査範囲では長さ6.2mまで確認できる。上

幅は35cm前後、下幅12cm前後で一定しているが、確

認面からの深さは 4~9 cmの浅い遺構である。

形状 直線的に伸びている。底面はほぼ平坦だが、

最大 5cmの比高差のある緩やかな凹凸があり、水平

にはならない。

軸方向 N-87°-Eで、本遺跡内では数少ないほ

ぽ東西方向に近い走行の溝である。

備考 3号溝と西隅で重複するが、新旧は確認でき

なかった。

遺物 図示できる遺物はなかった。土師器細片が6

片出土したのみである。器形のわかるものはすべて

古式土師器である。

3号溝 （第267• 268図 PL-33) 

位置 025-755Gから030-755G。両隅は調査区域

外になる。

規模 調査範囲では長さ6.4mまで確認できる。上

幅は60cm前後あるが、西隅付近では狭くなっている。

確認面からの深さは 8~13cmである。

形状 ほぽ直線的に伸びている。底面はほぼ平坦だ

が、細かな凹凸が多い。調査範囲内では南西側に低

く僅かに傾斜しているようである。

軸方向 N-47°-E 

遺物 土師器小破片が6片出土したのみである。赤

彩された破片が混じっている。すべて古式土師器で

ある。図示できる遺物はなかった。

＼
 

2号溝

＼
 

区

域

外 玉5
-760¥ 

0 1 : 100 2m 

一第267図 2 • 3 • 4 • 5号溝
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その他の溝 (B区）

4号溝 （第267• 268図 P L-33) 

位置 025-755Gから035-755G。 両隅は調査区

域外である。

規模 調査範囲では長さ7.lmまで確認できる 。上

面幅は20~40cmで一定しない。確認面からの深さは

3 ~llcmで、西側ほど浅くなっている。

形状 緩やかに蛇行している。底面は比較的平坦で

ある。北東方向へ低く傾斜して西隅と10cmの比高差

を生じ、地山の傾斜とは逆行している。

軸方向 西側ではN-61°-E前後にあるが、東側

は大きく屈曲して北側を向いている。

備考 5号溝と重複するはずである。

遺物 器形も判別できないような土師器微細片が8

片出土したのみで、図示できる遺物はなかった。

5号溝 （第267• 268図 PL -33) 

位置 030-760Gから025-755G。北東側は調査区

域外になる。

規模 南西側の立ち上がりは不明瞭で、本溝が途切

れるのか判断できなかった。調査範囲では長さ4.8

mまで確認できる。上幅は最大120cmある。底面は

広いが確認面からの深さは 8cm前後しかない。

形状 東側でやや南向きに屈曲する可能性がある

が、ほぽ直線的に伸びると思われる。底面には細か

な凹凸がある。

備考 土坑状の遺構の可能性もあり、溝とするには

問題もあろう 。

軸方向 N-50° -E前後となろう 。

遺物 出土遺物はない。
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B区2• 3 • 4 • 5号溝

1 暗灰黄 2.5Y 4/2 基本土層のN・V層

に相当するシルト質土層だが、黒色土小

プロックやローム土中のパミスを少量含

み、純粋なラハール層ではない。 4号溝

埋没土で最も純層に近く、 2号溝では混

入物多くなる。 1'は地山黒色土との混合

土層。

2 黒褐 10YR3/2 基本土層の 皿層に近

い非粘性土層だが、 1層土が混じる。 As-

Bの混入は不明瞭でFPを散見する。

2'は地山黒色土との混合土層。

第268図 2 • 3 • 4 • 5号溝断面

6 • 22号溝 1号井戸を挟んで東西に伸びる 1本

の溝を想定して 6号溝と名付けたが、掘り上がった

段階で 1号井戸西側に 2本の溝になる部分のあるこ

とが判明した。北側にある細い溝を22号溝としたが、

効果的な位置にセクションベルトが設定されず、両

溝の新旧が不明瞭になってしまった。

6号溝 （第269図）

040-770G杭付近は上面からの填圧が著しく、遺

構確認ができなかった一画であるが、この地点をま

たいで調査区を東西に横断する溝と思われる。西側

を6A号溝・東側を 6B号溝とした。

位置 035-760Gから040-780G。
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その他の溝 (B区）

規模 A溝は長さ8.5m、B溝は長さ6.0m分までが

確実に確認できる範囲である中央の未確認部分を併

せると全長20.3m以上の溝になる。確認面での上幅

はA溝40cm前後、

だが、深さはA溝15~19cmに対しB溝は 6~12cmと

なる。底面は緩やかで小さな凹凸があり、井戸際が

やや高くなっている。

形状

いる。ただし、

ある。

B溝は50cm前後でB溝の方が広め

確認範囲内では、各溝がほぼ直線的に伸びて

A溝は井戸を挟んでやや食い違いが

軸方向

備考

遺物

22号溝

A溝はN-74°-W、

1号井戸には先出、または同時存在である。

図示できる遺物はなかった。土師器15片のみ

で壺類を中心とした大型破片や赤彩土器が目立つ。

時期決定できる土器はすべて古式土師器である。

（第269図）

B溝はN-82°-W。

1号井戸西側で 6A号溝の北側に重複する部分を

22号溝としたが、走行方向から見れば 6B号溝と

つながる可能性があるが、規模が異なる。

位置

規模

040-775G付近。

長さ1.4m部分のみで、上幅20cm、深さ 4cm 

の不明瞭な部分である。

形状

軸方向

遺物

ほぽ直線的に伸びている。底面は狭い。

N-76°-W。

土師器のみ11片出土している。いずれも薄手

の小破片で、時期決定できるものはすべて古式土師

器である。図示できる遺物はなかった。
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B 78.50m R
―
 B区6• 22号溝

1 暗褐色土層 6号溝埋没土。粒子のや

や細かな弱粘性土層。砂粒やシルト質土

小プロ ックを不均等に含む。 1'には地山

黒色土が多量に混入する。

2 暗褐色土層 22号溝埋没土。土質は1

層に同じ砂粒混じりの層。ローム土内の

パミスの混入が多い。
調

0 1 : so lm - 第269図

0 1 : 100 2m 

一6 • 22号溝
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その他の溝 (B区）

7 • 12 • 14 • 17 • 18 • 19号溝

B 1区東隅で平行に近い方向に並んでいる、幅狭

で形状の類似した 6本の溝を一括して扱った。途中、

調査区域内に張り出した電柱アンカーのため不明瞭

な部分を残している。

7号溝 （第270• 271図 PL -33) 

東側溝群の中央にある遺構である。南北両隅とも

調査区域外となっている。

位置 040-760Gから070-775Gにかけて。

規模 長さは27.0m以上となるが、この間上幅は40

~58cm、下幅18cm前後、深さ20~30cmでほぽ一定し

ている。

形状 直線的な部分が長いが、未調査部分で小さく

蛇行し、南隅付近は東に向かって大きく屈曲してい

る。底面には緩やかな凹凸があるが、全体ではほぼ

水平になっている。

軸方向 N-28°-W前後である。

重複 1号住居に後出している。13• 18 • 20 • 21号

溝とも重複しているが、先後関係は確認できなかっ

た。

備考 泥流層で一気に埋没している。未調査地点の

屈曲が推定される部分で15号溝と直交するように交

差すると思われるが、この溝が本溝とつながる可能

性もあろう 。

遺物 土師器のみ約40片出土している。壺類に大破

片があるが弱いローリングを受けている。その他は

刷毛目のある甕類小破片が中心で、時期決定できる

ものはいずれも古式土師器であった。図示できる遺

物はなかった。

18号溝 ~
冷

1 2号溝

為

冷

滋
1 7号溝恋

I I 
I I 

盗
恋

0 I : 200 Sm 

第270図 7 • 12 • 14 • 17 • 18 • 19号溝
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その他の溝 (B区）

12号溝 （第270• 271図 PL -33) 

南北両側とも調査区域外になっている。17号溝と重

複する部分も多い。

位置 040-760Gから070-775G。7号溝の東側0.

7~1.3mの間隔でほぽ平行して並んでいる。

規 模 全 長25.8m以上になる。上幅は58~70cm、深

さ25cm前後で一定している。

形状 僅かな屈曲があるがほぽ直線的な溝である。

南隅付近から東側へ屈曲がはじまる可能性がある。

軸方向 N-25°-W前後である。

重複 17号溝に先出している。 7号溝を埋めた泥

流土の下にあるようだが、泥流は数次にわたって流

れているようで、本溝上の土層と 7号溝埋没土との

直接対比はできていない。

備考 7号溝同様に底面全体はほぽ水平だが、レベ

ルは 7号溝より 8cm前後低くなっている。

遺物 土師器のみ約60片出土している。刷毛目のあ

る甕類が目立ち、 S字状口縁部や台部にやや大型の

破片がある。その他の破片も時期決定できるものは

すべて古式土師器である。図示できる遺物はなかっ

た。

14号溝 （第270• 271図 PL -33) 

北東隅は調査区域外となる。南側の大半は溝底面

痕跡と思われる変色部分として捉えられたのみで、

南隅は途中で途切れてしまう 。

位置 040-765Gから065-775Gにかけて。溝群の

中では最も西側にある。

規模 北側の確実な部分は長さ 11.3mだが、南側の

痕跡部分を含めると約28mになる。上幅は46~62cm

で、南側の痕跡部分でもあまり変わらない。深さは

最大でも 5cmしかない。

形状 7号溝の西側に並んでいるが、北側は途中で

大きく西側へ曲がっている。底面は弱い起伏がある

が、全体では僅かに南側に低く傾斜している。

軸方向 N-25°-W前後である。

備考 1号住居に後出している。13• 15号溝に重複

しているが先後関係は確認できなかった。

遺物 図示できる遺物はなかった。土師器のみ約30

片出土している。大破片は含まれない。古式土師器

が大半を占めていて、刷毛目のある甕類胴部片が目

立っている。

A 78 50m A
 

D
 

B•E 

D
 

E
 

B区7• 12 • 18号溝他

1 灰褐色土層 基本土層のW層に相当す

ると思われる泥流層。 しまり強い。混入

物は少ない。 1'は地山の黒褐色土との混

合土層でやや締まり欠く 。

2 暗褐色土層 12号溝埋没土。ややしま

り弱い粘性土層。砂粒を混入する。

3 暗褐色土層 17号溝埋没土。ややしま

り強い弱粘性土層。混入物少ない。3'に

は地山黒褐色土の混入多い。

0 1 : 50 lm 

一第271図 7 • 12 • 14 • 17 • 18 • 19号溝断面
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17号溝 （第270• 271図）

南北両隅とも調査区域外である。12号のすぐ東側

にあり、同溝と重複する部分も長い。

位置 050-765Gから070-770Gにかけて。

規模 調査範囲では長さ23m分が確認できる。上幅

は50cm前後、深さ25cm前後で一定している。

形状 弱い蛇行部分がある。底面レベルは12号溝と

ほぼ同じだが、南側では徐々に上がっていて、南隅

では同溝より 8cm前後高くなっている。

軸方向 N-27° -W前後である。

備考 12号溝とは重複部分が長く、同溝の掘り直し

の可能性もあろう 。また、 18号が本溝の北隅部分と

なって西方へ屈曲することも考えられる。この場合、

14号溝と対になる溝とな って、道路両側溝の よう

な施設も想定されよう 。

遺物 薄手の土師器甕胴部片 2片のみで、 1片には

刷毛目がある。図示できる遺物はない。

18号溝 （第270• 271図）

7号溝と12号溝の狭い間を斜めに横切るように確

認されている。

位置 070-775G。

規模 確認できる長さは1.9m部分のみである 。上

幅は30cm前後あるが、深さは 5cmしかない。

形状 ほぼ直線的な溝である。底面は東側に向かっ

て低く、わずかに傾斜している。

軸方向 N-67°-W前後である。

備考 底面レベルは19号溝にほぼ同じで、連続する

可能性のある17号溝底面より 20cm近く高くなってい

る。19号溝と重複するが、断面観察でも新旧関係は

確認できなかった。

遺物 時期不明の薄手土師器甕小破片 2片のみで、

図示できる遺物はない。
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19号溝 （第270• 271図）

未調査部分の北側に確認できる溝である。南側隅

の延長部分として連続する可能性があるのは、溝が

未調査部分から西側に現れる15号溝しかなく、直角

に近い屈曲をする同一の溝となる可能性がある。北

側は18号溝と重複した先で不明になる。

位置 065-770Gから070-775Gにかけて。

規模 確認できた範囲で長さ7.7mある。底面のレ

ベルは周辺の溝より 10cmほど高くなっている。

形状 小さな屈曲が多い。北隅ではやや西側に傾い

ているが、他の溝の屈曲ほど強くない。

軸方向 N-27° -W前後で、北隅での西側への屈

曲は10゚ほどである。

備考 7号溝と 12号溝の間にある幅0.7~1.2mの狭

い区画に両溝とほぽ平行するように並んでいるが、

12号溝とは上幅で5cmしか離れていない部分も長

くあり、旧地表面では重複していたと思われる。

遺物 土師器甕小破片 6片が出土している。いずれ

も古墳時代の土器と思われる。図示できる遺物はな

かった。



その他の溝 (B区）

8~11 • 16 • 23号溝 群である。中世の遺構と想定される 1号掘立柱建物

B2区東隅にあって、おおよそ南北方向に軸方向 と重複するものが多い。 A2区北隅の溝群につなが

があるが、細かな蛇行が多く、形状も一定でないー るものが含まれるはずである。

4徊

8号溝 （第272• 273図）

南隅は発掘調査時の土砂搬出用スロープをまたい

で、 B2区を斜めに横切って確認されている。

位置 030-765Gから050-775G。南隅は調査区域

外になる。北隅は16号溝と重複して不明瞭になるが、

23号溝が本溝の延長となる可能性があろう 。

規模 16号溝南側で確認できた範囲で長さ31mあ

る。上幅は28~48cmで総じて北側が狭く、深さは 4

~20cmでやや差がある。

形状 B区の溝の中では蛇行がきつい溝であるが、

南寄りの12m区間に直線的につながる部分もある。

底面は凹凸があり、底面レベルに10cm以上の比高差

が生じている。また南隅は総じて高くなっている。

ヽヽ

゜
1 : 150 5m 

第272図 8~11 • 16 • 23号溝
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その他の溝 (B区）

軸方向 全体ではN-33°-W前後になっている。

備考 6号溝・ 1号土坑など重複遺構が多い。

遺物 図示できる遺物はなく、土師器小片が7片出

土したのみである。いずれも古式土師器である。

9号溝 （第272• 273図）

軸方向 全体ではN-12°-W前後になる。

備考 9号溝との新旧関係は確認できなかったが、

埋没土から得られる所見からは同溝に先行する可能

性が高い。65号ピットなどとも重複している。

遺物 図示できたのは須恵器杯 lの 1点のみで、南

側埋没土内の出土である。

その他の遺物 土師器小片・細片が13片出土したの

1号井戸の中央を横切っていて、 6号溝に類似し みである。刷毛目のある甕類が中心で、その他の遺

ている。 1号井戸を挟んで 9号溝と10号溝が入り組 物もすべて古式土師器のようである。

んでいるが、溝の走行方向や形状から井戸上で交叉

し、井戸の北方では10号井戸の西側にあると判断し

た。南隅は調査区域外となる。北隅は途切れるよう

で、試掘時のトレンチを挟んで確認できなくなるが、

16号溝に合流する可能性もある。

位置 035-770Gから045-775Gにかけて。

規模確認できる範囲では長さ11.3m、上幅30~40

cm、深さ 5~10cmである。

形状 8号溝の直線部分西側2.5mの位置にほぼ平

行に並んでいる。北隅では東側に弱く蛇行している。

軸方向 N-26°-W前後である。

備考 8号溝と11号溝の間にほぽ平行している。ま

た北側の延長線上には16号溝があり、 1号井戸に関

連した遺構ではなく、周辺の溝群と密接な施設であ

ることが分かる。 1号井戸の断面に本溝は確認でき

ず、同溝に先行すると思われる。

遺物 出土遺物はなかった。

10号溝 （第272• 273図）

北側では 9号溝との区別が難しい。南隅は調査区

域外になる。北隅はトレンチ付近で立ち上がり、そ

の先は分からなくなる。

位置 035-775Gから040-775Gにかけて。

規模 確認できる範囲で長さ7.5m、上幅36~58cm

11号溝 （第272• 273図 PL -34) 

西側溝群の西隅にある。南北両隅とも調査区域外

となる。

位置 035-775Gから050-780Gにかけて。

規模確認できる範囲では長さ16.lm、上幅62~88

cm、深さ35~51cmで一定している。幅・深さは西側

溝群では最も大きい。

形状 小さな蛇行はあるが、西側溝群の中では直線

的な溝である。底面レベルは南側に低くほぼ一定に

緩やかに傾斜しており、両端では10cmの比高差を生

じている。

軸方向 N-25° -W前後である。

備考 6 • 16号溝と重複している。 1号掘立柱建物

に先出している。

遺物 土師器壺底部 1を1点図示できたのみであ

る。北側埋没土内の出土で付近は古式土師器の包含

層であり、混入品の可能性が強い。

その他の遺物 土師器壺．甕類で19片出土している。

赤彩壺底部にやや大破片がある。時期決定できるも

のはすべて古式土師器である。

16号溝 （第272• 273図 P L-34) 

で、深さは 1~2cmの部分が多く、最大でも 7cm 南側では大きく屈曲し、他の溝とは様相を異にして

である。 いる。北隅・西隅は調査区域外になる。また北隅は

形状 やや蛇行がきつい。底面に凹凸があり、断面 23号溝と重なっている。

の形状は一定していない。 位置 040-780Gから055-780Gにかけて。
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その他の溝 (B区）

A 78.50m A' 

量

玉

D
_
 

D' 

E
_
 

E
 

F

＿
 

F' 

B区8 • 10 • 11号溝他

1 暗褐色土層 基本土層 III層に近いと思

われるが、 As-Bは不明瞭。しまり強い。

2 灰褐色土層 基本土層のN層に近いと

思われるシルト質土層。2'にはAs-Bと

思われるパミスを少量含む。2”には砂粒

やローム土内のパミスが混じる。

3 黒褐色土層 粒子の細かな弱粘性土層。

地山土がプロック状に混入したもの。

4 暗褐色土層 シルト質土と細砂の混合

土層。砂粒はラミナ状にはならないが、

撹拌を受けた状態ではない。

0 1 : 50 lm — 
□□ーノ

10溝ー 1

、ヽ

＼ ーー

ク
／

I

11溝ー 1

16溝ー 1

゜
1 : 3 10cm 

第273図 8~11 • 16 • 23号溝断面・出土遺物

規模確認できた範囲では長さ15.6m、上幅60cm前

後、深さ30cm前後で一定している。

形状 底面は緩やかな凹凸があり、底面レベルは一

定でない。全体の傾斜にも傾向は読み取れない。

軸方向 北半部はN-28°-Wで一定だが、南西側は

屈曲してN-24° -E前後になっている。

備考 北側直線部分の南側延長線上に 9号溝があ

る。この 2条の溝と西隣の11号溝の間隔が2.0mで

ほぽ一定していて、道路状の空間を構成している。

遺物 埋没土内出土の土師器壺 1を図示した。混入

品と思われる。

その他の遺物 土師器のみ16片出土している。刷毛

目のある甕類が過半を占めている。

23号溝 （第272• 273図）

16号溝掘り下げ中に、 2条の溝となることがわか

り、東側を23号溝とした。北側は調査区域外となり、

南側は16号溝の中で不明となる。

位置 050-780Gから055-780Gにかけて。

規模 調査範囲では長さ2.5m、上幅50cm以上が確

認できるだけである。

形状 ほぽ直線的な溝である。

軸方向 N-26°-W前後と思われる。

備考 底面レベルは16号溝より 10cm以上高くなって

いて、別の溝と判断した。 8号溝よりやや規模が大

きいが、同溝の延長部分となる可能性がある。

遺物 出土遺物はなかった。
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その他の溝 (B区）

B区13• 15号溝 形状ほぽ直線的な溝である。底面のレベルは凹凸

東側溝群と軸方向を違える 2本の溝である。レイ があり、傾斜の傾向は読み取れない。

アウトの都合で 2本の溝を同一図に示したが、両溝 軸方向 全体ではN-63° -W前後である。

間に関連はなさそうである。 備考 1号住居のほか、 7• 12号溝等に後出してい

る。 15号溝には先出すると思われる。

13号溝 （第274• 275図 PL -33) 遺物 2点の土師器を図示している。いずれも混入

位置 050-765Gから060-775Gまで。北西隅は調 品で、重複する 1号住居の時期の遺物である。

査区域外になる。南東隅は17号溝内で不明になるが、 その他の遺物 土師器のみ20片出土している。壺類

調査区域外まで延びると思われる。 にやや大型破片があるが、他は細片である。器形が

規模調査範囲では長さ12.7m、上幅28~48cm、深 分かるものはすべて古式土師器である。

さ16~21cmである。

4罪

調

査

区

域

外

未調査

B区13• 15号溝

1 褐灰色土層 粒子の細かな粘性土層。

シルト質土主体の混合土層。ローム土内

のパミスを少量含む。

2 灰褐色土層 基本土層のN層に相当す

ると思われるラハール層。

芦
-775 

0 1 : 100 2m -
A 78.50m A' B 78.60m 

B
 

七-765 

0 1 : so lm 

一 第274図 13 • 15号溝
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その他の溝 (B区）
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第275図 13号溝出土遺物

15号溝 （第274• 275図 PL -33) 20号溝 （第276図）

As-C混土層（基本土層第VI層）上にある。西側 As-C混土層（基本土層第VI層）上にある。西側

は調査区域外、東側は14号溝と未調査部分の先で分 は調査区域外となる。東側は19号溝と重複して、そ

からなくなる。 の先が分からなくなる。

位置 060-775G。 位置 065-775G。

規模確認できるのは長さ3.3m部分のみで、上幅 規模調査範囲では長さ3.7m、上幅45cm前後、深

40cm前後、深さ22cm前後で一定している。 さ5cm前後で一定である。

形状平面は直線的に伸び、底面は不整で丸底気味 形状 浅く不明瞭だが、ほぽ直線的に伸びる溝であ

である。底面レベルはほぽ水平だが、東隅でやや浅 る。底面の形状は不規則だが、底面レベルはほぽ水

くなっている。 平である。

軸方向 N-64° -E。 軸方向 N-76°-E前後である。

備考 未調査部分で北側へ直角に曲がり、 19号溝へ 備考 7号溝に後出している。 19号溝とは底面レベ

続く可能性があるが、東隅は底面が立ち上がり気味 ルが近いが、軸方向からは同溝と同時存在は考えに

であり、このまま途切れる可能性もある。 7号溝他 くい。やや規模の大きな耕作痕であった可能性もあ

の東側溝群と垂直な配置で、これら溝群と関連する ろう。

施設であろう。 遺物 図示できる遺物はなく、出土したのは土師器

遺物 図示できる遺物はなく、土師器が3片出土し 小片・細片 6片のみである。時期決定できるものは

たのみである。壺肩部片 1片以外は部位不明の細片 いずれも古式土師器である。

である。
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その他の溝 (B区）

21号溝 （第276図）

As-C混土層（基本土層第VI層）上にある。南西

側は調査区域外となる。北東側は 7• 19号溝を直交

するように横切り、 12号溝と重複してその先は不明

になる。

位置 065-775G。

規模 調査範囲では長さ3.7m、上幅47cm前後、深

さ8cm前後である。

形状 ほぽ直線的な溝である。底面の形状は一定し

ていないが、底面レベルはほぼ水平である。

軸方向 N-60° -E。

備考 7号溝に後出している。 15号溝の北側5.8m

の位置にあり、同溝とほぽ平行している。

遺物 時期不明の土師器細片 l片のみで、図示でき

る遺物はなかった。

25号溝 （第277図）

基本土層のW層に相当するラハール層下で確認し

た溝である。北隅は調査区域外になり、南側は24号

溝と重複し、その先は分からなくなる。

位置 045-780Gから050-780Gにかけて。

規模調査範囲では長さ7.7m、上幅45cm前後、深

さ7~10cmでほぼ一定している。

形状 小さな蛇行があるがほぼ直線的な溝である。

底面レベルは南へ低く緩やかに傾斜していて、北隅

と南隅では 5cmほどの比高差を生じている。

軸方向 N-2°-Wで、ほぽ真北を向いたB区唯一

の溝である。

備考 B区の溝群にあっては軸方向や埋没土が他の

溝と異なっている。 24号溝に先出する最も古い溝と

考えたが用途は不明である。 2号溝とは直角の配置

になる。規模は近似するが埋没土は異なり、同一時

期の遺構とは想定しにくい。

遺物 土師器のみ約130片出土している。古式土師

器が大半を占めていて、赤彩土器が10％含まれてい

る。図示できる遺物はなかった。

溝号

調

査

区

域

外

．
 

2
 

瓦

B区20• 21号溝

1 暗褐色土層 粒子の細かな弱粘性土層中に多量の砂粒を含む。

2 黒褐色土層 粒子の細かな粘性土で地山黒色土の混入多い。

A 7850m 1 2 A' ・ • 

一

4涵

ー
I
I
 

0 1 : 100 2m 

一
詞

B
 

B' 

0 1 : 50 lm -第276図 20 • 21号溝

25号溝

B区25号溝

1 褐灰 10YR4/l しまりやや欠く弱粘

性土層。上層に見られるシルト質土を含

んでいない。

24 

芦 号＼＇ 1

-785 溝

0 1 : 100 2m 

一
78.50m 

0 1 : 50 lm 

一第277図 25号溝
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その他の溝 (C区）

C区の溝

複数面の調査となり、溝も調査面ごとに確認され

ている。ただし、年度をまたいで 2回に別けての調

査であったため溝番号は連続せず、途中欠番を多数

含んでいる。古墳時代から江戸時代以降までの遺構

が調査されている。

古墳時代以降、奈良•平安時代の一時集落とな っ

た以外は水田として利用され続けた地点であり、水

路として使用されたものが多数含まれると思われ

る。

1号溝 （第278• 279図 P L-34) 

位置 115-770Gから125-750Gにかけて。両隅は

調査区域外となっている。

重複 4号溝に後出している。

形状 全体では直線的だが、西隅のみ細くなってい

る。幅の異なる 2本の溝が重複する可能性があるが、

断面から重複は確認できない。西側細幅部分の続き

と思われる窪みが太幅部分の西側底面に見られ、掘

り直しの様相である。底面は緩やかに波打つような

凹凸があり、水路のような規則的傾斜はない。

4知

調

査

区

域

外

韮-770 
市。

-7的

芦
~760 

゜
1 : 150 5m 

第278図 1 • 2号溝
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その他の溝 (C区）

78.70m I 

ム ． ―-一／―←ー＿ ～．上

B_ 
B' 

--_-ミニ三

c区1号溝

1 暗褐 10YR3/3 やや大粒のAs-Aを霜

降り状に含み、基本土層の II層に近い。

l'ではシルト質で砂壌土となる。流水の

痕跡は認められない。

c区2号溝

1 暗褐 10YR3/3 As-Aを少鼠含むシル

卜質土層。斑鉄が僅かに見られる 。地山

の灰褐色粘性土をプロック状に含む。

c- II 

--~--タア・一
．玉 口 ／

2溝ー 1

0 1 : so lm 

一第279図 1 • 2号溝断面および出土遺物
゜

1 : 3 10cm 

規模 調査できた範囲は全長25.7m、このうち西隅

の細幅部分は6.5mである。太幅部分は幅2.2m、深

さ10~15cm前後となり、西側の窪み部分はさらに最

大10cm深くなっている。

軸方向 N-70°-E。細幅部分は若干北にふれ、

N-73°-E付近になる。

備考 上半ではAs-Aが埋没土に混入するが、下半

ではほとんど見られない。天明三年 (1783)以前に

埋没した溝をその後も掘り直して使用したものと思

われる。水の流れた痕跡は確認できない。

重複 4号溝に後出している。

遺物 約300片の土器が出土しているが、ほとんど

土師器小破片である。時期決定できる土器は古墳時

代後期から奈良時代頃に集中している。口径の広い

杯類が目立ち、これにはやや大型破片が含まれてい

るが、弱いローリングを受けている。近世の素焼き

の鉢と思われる破片が2片見られる。

2号溝 （第278• 279図 P L-34) 

位置 130-770Gから135-755Gにかけて。西側は

調査区域外となっている。

重複 15 • 16号溝に後出している。

形状 直線的な溝だが、東隅はわずかに南方へ曲が

り、途切れている。 1号溝の細幅部分と類似した規

模で、同溝北側12mの位置にほぽ平行するように並

んでいる。底面には緩やかな凹凸があり、水路のよ

うな傾斜はない。

規模 調査できた範囲は全長16.5m、上幅90cm前後、

深さ 7~13cmである。

軸方向 N-69° -E。

備考 As-Aを埋没土全面に含む、天明三年 (1783)

以降に埋没した溝である。

遺物 埋没土出土の須恵器杯 1を図示したが、混入

品である。図示した以外に土師器・須恵器が17片出

土している。東隅周辺の出土が多い。やや大型の破

片が混じっている。古墳時代中期頃と奈良時代の土

器が混在しているが、古手の土器はローリングを受

けている。
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その他の溝 (C区）

4号溝 （第280図 P L-34) 

位置 155-770Gから160-765G付近で鈍角に屈曲

し、 130-750Gにかけて。西隅と南東隅は調査区域

外となる。

重複 2 • 4号溝に先出している。6号溝にも先出

すると思われる。
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号

形状 直線的な溝が途中で105゚ 前後のやや鈍角に屈

曲し、ふたたび直線的につながっている。底面レベ

ルは比高差 3cm前後の弱く波打つような凹凸があっ

て規則的ではないが、南側に向かって低くわずかに

傾斜する傾向がありそうである。断面は逆台形状で

底面は比較的平坦になっているが、 A区古墳時代の

溝ほど規則的ではない。

規模 調査できた範囲は東西方向で9.lm、南北方

向へ33.6m、併せて全長43m近くある。東西方向で

は上幅105cm前後、南北方向では上幅95cm前後で若

干差がある。深さは30~40cmで均ーになる。

軸方向 N-80° -EおよびN-19° -W。

備考 A断面に堆積する As-Aは他の断面には見ら

れない。耕作土内に含まれるものが沈降したもので、

埋没は中世段階と想定している。

遺物 約50片出土しているが、細片・小片がほとん

どである 。 奈良•平安時代の土器が中心になる 。

...f:..... 78.90m A' 

天
S160 

十―

c区4号溝

1 暗褐色土層 基本土層 I層に相当する

耕作土層。

2 黒褐色 10YR2/3 As-AやAs-Bの混

じる、しま りの強い砂質土層。基本土層

の11層に近い。2'ほぽ同 じ。

3 黒褐 10YR2/2 プロ ック状のAs-B混

土 とシ ルト質土か らなる弱粘性土層 。

3,にはAs-Bの量が増 し砂質となる。

4 暗褐 10YR3/3 シルト質土。 基本土

層V層のラハール層に比べはるかに黒色

味強いが、土質は類似する。

且． 78.70m B
 

三

~, 78.70m ．玉

＼ 韮-760 
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調

査

区

域

外
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第280図 4号溝
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その他の溝 (C区）

5 • 6号溝

1.8~2.lmの間隔で、 2本ほぼ平行に並んで確認

された溝で溝脇の側溝が想定される。 2本の溝の間

は周辺より若干固くなっているが、道跡と断定でき

るほど顕著ではない。大溝に後出している。

5号溝 （第281• 282図 PL -34) 

東側半分では掘り直しの痕跡が顕著で、底面は 2

本の溝状になっている。このため、後出する北側部

分を 5'溝として区別した。

位置 145-770Gから155-750Gにかけて。両隅は

調査区域外になる。

重複 5'溝は 5号溝がかなり埋没した後に掘り直

している。 4号溝に後出すると思われる。 7号溝に

先出している。

形状 ほぽ直線的な溝である。西側では不明だが、

東側では掘り直しの痕跡が顕著である。底面レベル

は地山の傾斜に沿って東側へ深く傾斜しており、西

側とは15cmの比高差がある。底面は狭く、「薬研状」

に近い断面形状であったと思われる。

規模 調査できた範囲は全長約26mになる。上幅は

最も狭い西側で2.3m、掘り直し痕のある東側では

広めで2.8m前後となる。深さは西側で50cm前後、

東側で55cm前後である。

軸方向 N-65° -E。

備考 埋没土や出土遺物破片から中世以降に開削さ

れた施設と想定している。最終的には天明三 (1783)

年以降まで開口している。

遺物 図示できた須恵器 1は西側下層の南壁際から

の出土であるが、混入品であろう。埋没土出土の揺

鉢 2から溝の時期を想定できそうである。これ以外

に約100片が出土している。土師器・須恵器は古墳

時代前期から平安時代まであるが、ほとんどが小

片・細片である。播鉢等の中世軟質陶器類が20片あ

り、これらにはやや大型破片が混じっている。また

板碑と思われる緑色片岩片が 1点含まれている。

叫

4E 
o¥ 

芦
-765 韮-755 

゜
1 : 150 5m 

l<( 

第281図 5 • 6号溝
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その他の溝 (C区）

6号溝 （第281• 282図 P L-34) 

位置 150-770Gから160-750Gにかけて。

重複 4号溝に後出している。

形状 5号溝に比べると小規模だが底面レベルはあ

まり差がない。底面は東側で段差があり、掘り直し

の痕跡が観察できる。底面レベルは全体で見ると東

側が深いが、中央付近が浅くなっていて、 5号溝の

ような規則的な傾斜は見られない。底面が狭く、

「薬研状」に近い断面である。

規模 調査できた範囲は全長25.3mになる。上幅は

1.1~1.5mで、深さは西側で40cm前後、東側で50

cm前後になる。

軸方向 N-66°-E。

備考 埋没土は 5'溝に類似している。掘り直しの

ためAs-A混じりの埋没土となっているが、 5号溝

と対になる中世以降の溝と思われる。

遺物 土師器・須恵器の細片が少量出土しただけ

で、図示できる遺物はなかった。
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第282図 5 • 6号溝断面および出土遺物

c区5• 6号溝

1 暗褐色土層 基本土層 I層の耕作土層。

l'ほぼ同じ。

2 暗褐 10YR3/3 基本土層 1I層土。 As-

Aの混入多い砂質土層。下層に斑鉄のみ

られる部分あり 。 7号溝埋没土もこの層

の土である。2'ではAs-Aの混入少ない。

3 暗褐 10YR3/4 As-Bと思われるパミ

スを含み、炭化物粒の混入やや多い層。

A-A'断面には下層に斑鉄が見られる 。

3,には黄色味の強いラハール上プロ ック

が混じる。6号溝埋没土。

4 暗褐 10YR3/4 粒子は細かいが粘性

の低い土層。給源不明のパミスを霜降り

状に含む。5号溝埋没土。4'はしまり欠

く。

二 三ニ
/ ¥ 

5溝ー 1

楚

邸
S

‘¥!‘‘ 5溝ー 2(1/5) 

゜
1 : 3 10cm 
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その他の溝 (C区）

7号溝 （第283図）

6号溝の上面に新たに掘った細い溝である。埋没

土より時期的にも性格も全く異なる別遺構と判断

し、 7号溝とした。

位置 155-750G。東側は調査区域外。

重複 5'溝に後出している。

形状 ほぽ直線的な溝で、底面レベルは東側へわず

かに低く傾斜している。

規模 調査できた範囲は全長9.0m、上幅30~40cm、

深さ 3~12cmである。

軸方向 N-68° -E。

備考 埋没土はAs-Aが純層に近いもので、天明三

年 (1783)直後に埋め戻された溝であろう 。近世の

水田に関連した施設と想定している。

遺物 出土していない。

4涵

0 1 : 100 2m ― 第283図 7号溝

11号溝 （第284図 PL -35) 

位置 190-745Gから200-755Gにかけて。北隅と

東隅は調査区域外になる。

重複 42 • 43号溝に後出している。

形状 直線的な溝である。断面はU字状で、底面レ

ベルは波打つような高低があるが、全体では地山の

傾斜とは逆に北側へ低く傾斜していて、東隅と 12cm

の比高差がある。

規模 調査できた範囲では全長13.6m、上幅は50cm

前後でほぽ一定し、深さは北側で20cm前後、東側で

30cm前後である。

軸方向 N-34°-W。

備考 As-Aを多量に含む埋没土で、 7号溝と類似

点が多い。大溝北東側の溝群の最上面に位置してお

り、溝群が埋没しき った状態で開削されている。D

区では本溝の延長部分は確認できない。

遺物 出土していない。

4諏

ヽヽ
、ヽ、ヽヽヽ

78.80m 

ヽ
0 1 : 50 lm O 1 : 100 2m - -第284図 11号溝
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その他の溝 (C区）

14号溝 （第285図 PL -35) 備考 軸方向は本遺跡内に類例が少ない。北東側に

位置 105-770Gから105-755Gにかけて。C区の

南東隅にあたり、南隅・西隅は調査区域外になる。

B区では本溝の続きと考えられる溝は見つかってい

ない。

形状 壁面の崩落が見られるが、開削当初は直線的

な溝であったと思われる。底面は比較的広く平坦で、

調査範囲では底面レベルはほぼ水平である。断面は

壁の崩落がすすんでいるようだが、「薬研状」が想

定できるような中段の陵が残っている。

延長すれば大溝と直交しそうである。埋没土には中

層以下に洪水層、上層にAs-Bの混じる耕作土の堆

積する溝であるが、壁崩落土の混入と思われる。A

s-Bの降下した天仁元年 (1108)以降に開削された

溝と考えたい。下層埋没土には砂の混入が多く、水

性堆積が想定されるが、

遺物

ラミナ状の堆積と表せるよ

うな顕著な痕跡ではない。

刷毛目のある台付甕底部と器形不明の微細片

2片のみで、図示できるものはなかった。

規模 調査できた範囲は全長11.3m、上幅1.1~1.4 

m、深さ45cm前後で、全域でほぽ一定している。下

幅は30~48cmでやや差が大きい。

軸方向 N-58° -E。

4姻

78.4 

78.2 

78.2 

78.4 

調

査

区

域

韮-756 

外

鯛 査 区

0 1 : 100 2m 

一
ー ・78.70m

0 1 : 50 lm 

一

c区14号溝

1 暗褐色土層 As-Bの混じる砂質土層。

基本土層の 11層に近い。 1'には地山のシ

ルト質土プロックが混じる。

2 暗褐色土層。砂質土主体でシルト質土

がプロ ック状に混入する土層。

3 暗黄褐色土層 弱粘性土。砂をプロ ッ

ク状に混入する。

第285図 14号溝
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その他の溝 (C区）

15号溝 （第286図 PL -35) 

位置 170-760Gから130-765Gにかけて。C区の

中央を屈曲しながら横切っている。両隅は調査範囲

の中で分からなくなっている。

重複 4~6号溝に先出している。

形状 小さな蛇行があり、直線的な部分は少ない。

南隅は 3方向へ分岐し、隅は立ち上がって不明にな

る。底面レベルは緩やかに波打つような凹凸がある

が、全体では南側が若干深くなる傾向にある。

規模全長は44m以上になる。上幅は40~50cm、深

さ4~9 cmである。

軸方向 北側でN-10°-W、南側でN-25°-E、

南隅では一様でない。

備考 As-Bの混じる耕作土下から見つかった溝で

ある。天仁元年 (ll08)以前に埋没した水路的な施

設が想定されるが、不明瞭である。

遺物 総数21片の土師器・須恵器小片が出士してい

る 。 奈良•平安時代を中心とする土器である 。

9
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15号溝

'号溝

16号溝 （第286図 PL -35) 

位置 140-755Gから130-760Gにかけて。15号溝

の東側70~110cmの位置に並んでいる。北隅は 4号

溝の中で、南隅は15号溝と重な って、それぞれその

先は不明になる。

重複 4号溝に先出している。

形状 細かな蛇行が多いが全体ではほぼ直線的な走

行である。底面レベルには凹凸があり、どちらか一

方に向かって傾斜しているということはない。

品-760 

A. 1s.60m ．△ 

一・•.• . • . • . • . • .•. • . • . • . • . • . • .•.•. • . • . • . • . • . • . • .

B
_
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 I 

＝エ(:・訳：寄：名：t：:
忍唸：：裟塗：； ;• ：·勺：．．•.

c区15• 16号溝埋没土

1 黒褐色土層 シルト 質土。基本士層の

w層に近いか。表面付近にわずかに As-

B混土が見られる。

0 1 : 50 lm - 品-770 

゜
芦

-760 
I : 200 Sm 

第286図 15 • 16号溝
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その他の溝 (C区）

規模 調査できた範囲は全長12.4m、上幅20~40cm

で総じて南側が細い。深さは 4~9 cmである。

軸方向 全体では概ねN-28°-E付近である。

備考 性格不明だが、水路にはならないであろう 。

遺物 薄手の土師器微細片 5片が出土したのみで、

図示できる遺物はなかった。

17号溝 （第287図 P L-35) 

位置 145-765Gから145-755Gにかけて。西側は

5号溝に重複した先で不明になる。東側は大溝につ

ながっている。

重複 4 • 5号溝に先出している。15号溝や大溝と

も重複するが新旧関係は確認されていない。

形状 弱い蛇行があるが、ほぽ直線的に伸びる溝で

ある。底面の形状は一定していない。断面は皿底状

で、溝としては不明瞭なものである。上面が大きく

削られたものと思われる。底面レベルは中央付近が

やや深くなっているが、全体では地山の傾斜に沿っ

て東側に低く傾斜していて、西隅と 5cm前後の比高

差がある。

規模 調査できた範囲は全長約15m、上幅45~80cm

である。深さは 4~5 cmの部分がほとんどだが、中

央付近のみ10cm近くある。

軸方向 蛇行があるがN-80°-W前後にある。

備考 As-B混じりの耕作土下で確認できた溝であ

る。大溝へ向かう排水路を想定しているが、断面に

水の流れた痕跡は確認できない。条里期の水田畦畔

の軸方向とも合致していない。

遺物 出土していない。

す,7
g
 

す,7
g
 

はす

0 1 : 100 2m 

一
78.60m c区17号溝埋没土

1 灰褐色土層 シルト質土層。基本土層

のW層に近いものと思われる。

0 1 : 50 lm 

一第287図 17号溝
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その他の溝 (C区）

19 • 34 • 35 • 36号溝

大溝の東側にある溝群のうち、平成11年度の調査

で確認した部分である。ここで確認できるのは、 35

• 36号溝を中心とする本来 2条の溝を掘り直した遺

構と思われる。この溝群の延長はD区南端や取付道

路A区南端にも見られ、全長80m以上の規模でつな

がることが想定される。

19 • 36号溝 （第288• 289図 PL -35) 

2条の溝群の東側に位置するもので、北隅で二股

に分かれており、先出する西側部分を36号溝とした。

北側にある平成14年度に調査したC・D区溝群につ

ながっている。 19→44号溝、 36→50号溝という延長

を考えたいが、形状が異なる部分も多く不明瞭であ

る。

一・
34号溝

19号溝

4畑

c区19• 34 • 35 • 36号溝

1 にぶい黄褐 10YR5/3 基本土層のW

またはV層土の混じる粘性土。 しまり強

し‘o

2 灰黄褐 10YR6/2 大溝埋没土である

粘性土層。34• 36号溝内にも類似した層

あり 。

3 暗褐 10YR3/3 As-Cの混じる基本土

層VII層土が再堆積したような粘性土層。

3,には表層にニツ岳パミスが混じる。

4 灰黄褐 10YR6/2 粘性土と砂質土が

やや乱れた互層状に堆積する層。4'は最

下層にあたる砂層だが、下面にはビンポ

ン球大のニッ岳パミスが混じる。

5 水成堆積した砂層。小礫を含み、下層

ほど量が増える。班鉄が見られる。

6 にぶい黄褐 10YR4/3 プロック状の

黒褐色土の混入多い砂質土層。

7 にぶい黄褐 lOYR5/3 粒子の細かな

水性堆積互層状の砂層。 7'ではやや灰色

味強くなる。

8 褐 10YR4/4 しまりの強い粘性土層。

8'では砂粒の混入多い。

9 暗赤褐 10YR3/2 斑鉄層。固い。

10 灰白 10YR7/l 砂層。

34号溝 35号溝

大

溝

韮-755 

36号溝 19号溝

0 1 : JOO 2m 

一第288図 19 • 34 • 35 • 36号溝
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その他の溝 (C区）
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第289図 19号溝出土遺物

位置 180-755Gから 175-745Gにかけて。東隅

は調査区域外となる。北側は未調査部分を越えて第

298図へつながっている。

重複 36号溝先出→19号溝後出となる。

形状 調査範囲では19号溝は東側を中心とした弧を

描くように蛇行している。36号溝は南東側では直線

的だが、 北西側では19号溝とは反対に西側へ曲がっ

ている。36号溝の壁の立ち上がりは緩やかで、傾斜

は一様ではない。壁は崩落や浸食により、旧状はあ

まり止めていないようである。19号溝は東壁が比較

的鋭い立ち上がりを留めている。

規模 調査できた範囲は19号溝部分では全長約 6

m、36号溝部分は約 8mである。底面のレベルは1

9号溝は南東へ向かって低く傾斜しているが、 36号

溝は凹凸が多く全体の形状が分からない。19号溝の

ほうが深く、 10~50cmの比高差を生じている。

軸方向 19号溝はN_31°-W前後、 36号溝はN-

33°-W前後である。

備考 両溝とも水性堆積の痕跡が確認できる。36号

溝が埋没しきった後に19号溝を開削している。先行

する35号溝の方が底面が浅く広いので、 19号溝の掘

り直しでは深さを得ることを目的としたことが想定

できる。

遺物 19号溝埋没土中の土師器2点を図示した。こ

れ以外に総数160片の土器が出土しているが、須恵

器は 5片で、他は土師器である。古式土師器から平

安時代頃までの土器が混在しているが、古墳時代末

から奈良時代が中心である。口径の大きな杯類の破

片が目立っている。

34 • 35号溝 （第288図 PL -35) 

大溝と 19号溝の間にある。ごく鋭角に交差する 2

本の溝と考え、 北隅部分で西から34• 35号溝とした

が、南側部分は分かりにくい。調査範囲以北は大溝

に切られて不明になると思われる。

位置 170-745Gから180-755Gにかけて。南東隅

は調査区域外となる。北西隅は未調査部分にかかり、

大溝にも壊され不明瞭になるが、 D区に延長して第

309図に示した溝群に続く可能性がある。

重複 35号溝先出→34号溝後出となる。34号溝は大

溝の上層より先に埋没している。

形状 両溝とも西側に中心を置く緩やかな弧状にな

る可能性があるが、調査範囲では比較的直線的とな

っている。 34号溝の底面レベルは凹凸が大きいが、

全体では南東側へ低く傾斜している。 34号溝は35号

溝より北西側で30cm前後、南東隅で25cm前後深くな

っている。残存状態の良い北西側では両溝とも底面

は広く平坦になっている。

規模 調査できた範囲では34号溝は全長14m以上と

なる。35号溝で確実なのは北西側4.5mのみである

が、南隅部分を含めれば15m以上となる。

軸方向 34号溝はN-34°- W前後、 35号溝はN-

28°-w前後になると思われる。

備考 両溝とも水成堆積の痕跡が認められる。確認

できる範囲では35号溝が埋没しきってから34号溝が

開削されている。

遺物 図示できる遺物はなかった。厚手の壺．甕類

を中心に土師器 9片を出土している。
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その他の溝 (C区）

32号溝 （第290図）

位置 130-755Gから135-750Gにかけて。北東隅

は調査区域外となる。

重複

形状

4号溝・ 11号ピットに先出している。

南西隅は途切れている。この南西隅付近で蛇

行するが、比較的直線的な溝である。底面レベルは

南側へ低くわずかに傾斜しているが、隅付近は浅く

なっている。

規模 調査できた範囲は全長9.8m確認できる。上

幅は24~28cmで規則的だが、南西隅付近のみ幅広で

40cm近くになる。深さは10~17cmになる。

軸方向

備考

全体ではN-42°-E前後をさしている。

竪穴住居のある一画にあり、住居を避けるよ

うにして開削されている。埋没土も住居と近い部分

があるが、古代の遺構となる確証は得られていない。

走行からは古代の遺構とのつながりは想定しにく

い。埋没土は水平に近い堆積状態だが、水成堆積の

痕跡は認められない。

遺物 図示できる遺物はなかった。南西隅付近を中

心に土師器片が少量出土している。

38号溝 （第291図

位置 160-760Gから160-770Gにかけて。西隅は

調査区域外で、東隅は大溝に合流している。

重複

P L-36) 

泥流層下の耕作痕に先出している。大溝の上

面埋没土よりも先出している。

形状 南側に張り出すように湾曲している。底面に

78.50m ． ． 

｀ 
••:. •．・・・：唸忘：：：：·戎：•:唸金•:·.• 

0 1 : so Im 

一

規模

4蕊

鯛

査

区

域

外

深さ20~25cmである。

軸方向

備考

遺物

c区32号溝

1 にぶい黄褐 10YR5/4 基本土層のW

層土と思われるラハール層土の混じる粘

性土層。焼土・炭化物粒を散見する。

l'では砂質。

2 褐灰色 10YR5/l 黒色土プロックと

As-Cが少量混じる粘性土層。

韮-755 

0 1 : 100 2m 

一第290図 32号溝

調査できた範囲は全長9.2m、上幅55~75cm、

西隅を除くと N-86°-E前後となる。

配置からは大溝へ続く排水路状であるが、水

成堆積の痕跡は認められない。

出土していない。

は凹凸が強く、底面レベルには 5cmの比高差がある。

調

査

区

域

外

大 溝

38号溝

1 暗褐 10YR3/4 褐色土小プロックの

混じる粘性土。 37号溝埋没土に類似する。

1'では粘性・しま り増す。

78. IOm 

0 1 : 100 2m 

一第291図

0 1 : 50 lm -38号溝
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その他の溝 (C区）

33号溝 （第292図 PL-36) 

位置 135-770Gから145-755Gにかけて。西側は

調査区域外となり、東側は大溝につながる。

重複 4号溝・ 2号掘立柱建物に先出するほか、 15

• 17号溝等にも重複すると思われる。

大溝

ーロ
S
L
I
 阜＇

形状 ほぽ直線的な溝である。壁は崩落がすすみ、

プランの歪みを大きくしている。底面は一定せず、

壁の立ち上がりも不明瞭である。底面レベルは全体

では東側に向かって低く僅かに傾斜する傾向がある

が、東西両隅より中央付近のほうが低く、 3cm前後

の比高差を生じている。

規模 調査できた範囲では全長24.5m、上幅45~8

5cm、下幅14~45cm、深さ 3~10cmで一定していな

ぃ。東側が小規模になっている。

軸方向 細かな蛇行があるがN-60°-E前後をさ

している。

備考 泥流下の遺構である。竪穴住居群の北側を画

すような位置にあるが、住居の軸方向とは合致して

いない。大溝に続く排水路的な平面形状だが、水成

堆積の痕跡は不明瞭である。

遺物 刷毛目のある台付甕片が 3片出土している

が、いずれもローリングを受けている。

c区33号溝

l 灰褐色土層 基本土層w層に近いやや

粒子の細かな砂質土層。溝埋没土ではな

ou, 平

い。

2 暗褐色土層 給i原不明のラハール層と

思われる砂質土層。

78.30m 

I — •: ::::::••:·::;:;:::::;;::::.:::::9••.:;:.::::;;::::.:;: ：：三c:c•.:::;•:.:::::::•:..:::;:;• •• • 

0 1 : 50 lm - 0 1 : 100 2m 

一第292図 33号溝
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その他の溝 (C区）

37号溝 （第293図）

位置 105-765Gから115-750Gにかけて。 C区の

南隅にあり、南と東の両側は調査区域外となってい

る。

重複 泥流下の調査で確認されている。調査範囲内

に重複する遺構はない。

形状 比較的直線的な溝が108-765グリ ッド付近で

鈍角に曲がっている。南側部分が直線的に南下すれ

ばB区で続きが確認されるはずだが、該当する溝は

調査されていない。底面が比較的平坦で断面は「薬

研状」に近くなっていて上方へ大きく開いている。

遺構確認段階で上面の土を削り込んで現状の上幅と

なっているが、本来は80cm前後の上幅が確認される

はずである。底面は断面では平坦だが底面レベルは

凹凸が強く、最大10cmの比高差を生じている。どち

らか一方に傾斜するような傾向は覗えない。

規模 調査できた範囲は南北方向に6.4m、東西方

向に13.lmの長さがある。上幅は南側で30~42cm、

その他では40~50cmで、東西方向のほうが幅広であ

る。下幅は20cm前後の部分が大半となっており、想

定される上幅に比べてかなり狭い。確認面からの深

さは18~29cmである。

軸方向 南北方向へはN-15°-E、東西方向では

N-80°-E前後である。

備考 埋没土から古代の遺構となる。断面に水成堆

積の痕跡は観察されない。性格不明の施設であるが

区画溝的な性格の遺構を想定している。

遺物 出土していない。

4磁

区

域

調

蒼

,

’

 

市。
-756 

c区37号溝

1 黒褐10YR3/l As-Cと思われるパミ

スの混じる粘性土。基本土層VI層とは異

なる。 1'にはバミス含まない。

2 暗褐 10YR3/4 褐色土小プロ ック の

混じる粘性土。

0 1 : 100 2m 

し ー 一

第293図 37号溝

0 1 : 50 lm 
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その他の溝 (C区）

大溝 （第294~297図 P L-36) し、 この水田に伴う小規模な水路が大溝に先行して

当初、北西方向から流下する河道を想定したため、

溝番号が付かなかった。遺構と想定された後でも調

査中に呼称されていた「大溝」の名をそのまま遺構

名とする。

c区北隅は用地の関係で 2次に分けた調査となっ

たが、本溝も分断された調査となり、全体の威容を

示す写真を残すことができなかった。

位置 145-750Gから205-790Gにかけて。C区の

北側から一部取付D区東隅にかかる。北西と南東隅

は調査区域外であるが、取付A区南隅にかかってい

る可能性がある。

重複 小区画水田は軸方向が近似しているが、本溝

を意識した畦が見られず、本溝が後出すると思われ

る。5 • 6号溝に先出している。33• 38号溝等、本

溝に直角に近い角度で交差している溝が多い。

形状 上面は崩落のため不整となっているが、下端

は比較的直線的なプランである。激しい湧水のため

底面は不明瞭な部分が多いが、幅広かつ平坦になっ

ている。壁の立ち上がりは緩やかだが、直線的な走

行や底面形状から人工的な流路と判断できよう 。

規模 c区と取付D区間で未調査部分があるが、両

者をつなげると全長65m以上が確認されている。取

付道A区を加えると総延長130mの直線的な溝にな

る。全容の確認できる C区で溝上幅13m前後、下幅

9.7m前後である。深さは lm前後である。

軸方向 N-28° -W前後。取付道A区南隅まで直

線的につながっている。

備考 埋没土は砂質土主体でラミナ状の部分も多

い。規模の大きな溝だが、拳大以上の礫の混入は下

層にも見られない。また、溝の中で瀬換えを行ない

ながら徐々に埋没していくような痕跡も看取でき

ず、比較的短期間に埋没し、その後掘り直しなどの

手が加えられないまま廃棄されたようである。古墳

時代の小区画の水田とほぽ同じ軸方向にあるが、本

溝の現状の規模での上端に大畦などの区画はなく、

水田面がそのまま大溝上端に接している。水田が廃

棄された後の開削と考えるのが妥当であろう 。ただ

開削されていた可能性はある。開削時期は不明であ

るが、埋没時期は 8世紀以降と考えたい。

＼
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漏

第294図
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、
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大溝模式図
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その他の溝 (C区）

遺物 須恵器2点、土師器 l点を図示した。下層埋

没土の出土で若干ローリングを受けている。直接本

溝の時期決定を行なえる資料ではないが、近接した

時期の土器群である。

図示した以外に土師器約390片、須恵器70片が出

土している。土師器は杯類が多く、 7割以上を占め、

大型破片も含まれる。平底に近いものが多い。

甕類には刷毛目のある時期のものから薄手の長胴

甕まで含まれるが、小片が主体である。須恵器は叩

きのある大型甕類に大破片が多い。杯類は奈良時代

以降が中心となる。総じて古い時期の土器ほどロー

リングを強く受けている。中世以降の遺物の混入は

見られない。
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第295図 大溝（取付道D区付近）
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その他の溝 (C区）
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B-B' 

l A_A'の4層に相当する粘性土層。

2 A-A'の5層に相当する砂質土層。ラ

ミナ状の堆積。

3 にぶい黄褐 10YR6/4 上層では 2層

土に近い砂質土で漸移的に泥流層土にな

る。
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第296図大溝(C区）
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その他の溝 (C区）

乙 ――`1

゜
1 : 3 10cm 

大溝

1 客土および現耕作土。

2 黒褐 10YR3/l 基本土層 1I層。

3 黒褐 10YR3/l 基本土層のm層に近

いAs-B混じりの粗粒土層。下層ではAs-

Bの量が増す。

4 褐灰 10YR5/l シルト質の粘性土層。

上半には斑鉄が見られる。

5 基本土層の V層に近いと思われるラ

ハール層。いくつものユニットに細分で

きる。色調はにぶい黄橙10YR7/4~6/3

前後にある。シルト質土・細粒砂・粗粒

砂がラミナ状に堆積しているが、比較的

短期に埋没したものと思われる 。以下未

注記も同質。
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第297図 大溝断面および出土遺物 <{I 
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大溝東側の溝群

c区北隅の大溝の東側に隣接して数条の小規模の

溝が確認できる。C区では第288図の溝群をすでに

扱っているが、 D区第309図や取付道E区第324図の

溝群も 一連の溝群にあたる。第298図に示した溝群

は平成13年度調査地域にかかる溝群である。他の地

区の溝と比べて特に蛇行・合流・分流が著しいー画

となっており、本図に示した部分だけを見ると自然

流路の様相を呈している。

泥流層下の調査時に確認できた溝群で、古墳時代

の小区画水田上にあり、遺物の出土の多い点も他の

地区とは異なった特徴である。

42 • 43号溝 （第298• 299図）

206-757G付近で 2本の溝が合流している。全体

を42号溝としたが、合流点の北側にある規模の小さ

な溝を43号溝として別けた。

位置 190-745Gから200-760Gにかけて。

重複 北隅は51号溝から分岐しているが、新旧関係

は確認できていない。51号溝よりやや浅くなってい

る。

形状 溝群にあっては比較的直線的な溝である。特

に43号溝からの走行には屈曲が少ない。底面は一様

でなく、丸底状の部分が多い。底面レベルには凹凸

があり 10cm以上の比高差を生じている。全体ではほ

ぼ水平になっている。43号溝部分は10cm近く浅くな

っている。

軸方向 43号溝から続く直線部分でN-34°-W前

後になる。

規模 調査できた範囲は全長16.Smある。42号溝で

は上幅1.2~0.8m前後であるが、 0.9m前後の部分

が大半である。下幅は45~12cmで差が大きくなって

いる。深さは45~33cmである。43号溝は0.6m上幅

前後で、深さ27~20cmである。

備考 形状や深さから、当初は43号溝から続く直線

的な溝であり、 42号溝の蛇行部分は後出すると考え

たい。

遺物 出土していない。

その他の溝 (C区）

44 • 51 • 52 • 53号溝 （第298• 299図）

溝群の中心にあり 50号溝と並んで規模も大きい。

蛇行や合流・分岐も多く不明瞭である。203-770G

付近で南側の52号溝と北側の53号溝が合流し、ここ

からを44号溝とした。52号溝と44号溝の走行に麒鮪

はなく、同一の溝としたほうが良さそうである 。

197-758G付近で北側から合流する溝を51号溝と

した。44号溝より25cm浅い溝であるが、 44号溝南半

分とつなぐと直線的な走行になる。197-762G付近

では分岐した後に50号溝に合流する部分もある。

位置本流部分は185-750Gから200-775Gにかけ

て。51号溝が200-760Gを中心に、 53号溝が200-

772G付近にある。

重複 52号溝は大溝と重複するが、新旧関係は不明

である。

形状 蛇行がやや多く、全体では弧状に屈曲してい

る。南側に向かって合流を繰り返す度に規模を大き

くしており、この地点のみの平面からは自然流路の

様相が特に強く感じられる。44号溝の底面レベルは

北側に低く傾斜していて、南隅と20cm近い比高差を

生じている。地山の傾斜や想定される水の流れとは

逆行している。また、 44号溝南西側の東壁には段が

あり、比高差20cmの二段底状になっている。

規模 52号溝から44号溝までは調査できた範囲で全

長31mになる。51号溝が9.8m、53号溝が2.7m分調

査されている。上幅は44号溝が1.7~2.4m、51号溝

が1.6m前後、 52号溝が1.2m、53号溝が0.6mであ

る。

軸方向 北西側ではN-58°- W前後、南東側では

N-35° -W前後になる。

備考 大溝北西側溝群中、特に蛇行がきつい溝であ

る。大溝埋没過程の流路の一部となり、他の溝と分

離される可能性も考慮されるべきであろう 。

遺物 44号溝の南側下層埋没土内出土のほぽ完形の

土師器杯 1を図示した。50号溝出土の土器群に近接

する時期のものと思われる。
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その他の溝 (C区）
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その他の溝 (C区）

50号溝 （第298• 299図）

溝群の南西隅にある。西隅は大溝に重なる。191

-759G付近で44号溝から分岐した溝に合流する。

位置

重複

形状

185-755Gから195-765Gにかけて。

7号住居に先出している。

弧状に屈曲しているが、 44号溝分岐部分とは

直線に近い状態で合流する。底面レベルにも段差が

見えない。

規模 調査できた範囲は全長16.2m、上幅は南側で

2.6m前後、西側で1.7m前後になる。深さは南側

で最大90cmになる。

軸方向 南側でN-33°-W前後で、 44号溝とほぼ

平行して並んでいる。

備考 底面レベルから本来の流路は44号溝北半から

続く溝であったと思われる。本溝北半は大溝埋没過

程の流路にあたり、本溝南半と合流しているようで

ある。

遺物 土師器杯のみ 6点を図示した。南隅付近から

集中して出土した土器だが、 7号住居との重複部分

にあたり、同住居に伴う可能性がある。他に土師器

杯を中心に17片、須恵器2片が出土している。

□三一ノ44溝ー 1

．
 

邑
9
.ooL

U
I
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0
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゜

゜
1 : 3 10cm 

第299図 42 • 44 • 50号溝断面および出土遺物
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その他の溝 (C区）

40号溝 （第300図）

大溝西隅から幅約30mある溝群の東隅に位置する

小規模な溝で、泥流上面で確認されている。

位置 195-740Gから200-745Gにかけて。C区北

東隅で取付道路B区にかかる部分にある。南東隅は

調査区域外になる。北西側はD区との境の未調査部

分にあたり、 B区側では不明瞭になる。

重複古墳時代の小区画水田に後出している。

形状 直線的な溝である。底面にはやや凹凸がある

が、底面レベルは南東側が低く傾斜していて、北隅

とは 5cmの比高差を生じている。

規模 調査できた範囲では全長5.3m、上幅55~70

cm、深さは10~19cmである。

軸方向 N-31°-E。

備考 水の流れた痕跡は認められない。

遺物 土師器約50片、須恵器 5片が出土している。

4遠

c区40• 41号溝

1 黒褐 10YR3/l 粒子のやや粗いやや

しまり強い層で、 As-Aが混じる。基本

土層 II層に相当する。この層の上は家屋

土台の客土であった。

2 黒褐 10YR3/l 水田耕作土で一部に

As-Bが覆っている。

3 にぶい黄褐 10YR5/3 基本土層の V

層に近いと思われるラハール層。 3'は

40 • 41号溝埋没土であるが 3にほぽ同

じ。ラミナは見られない。

4 黒 10YR2/l 地山の基本土層VI層土

が混入した40号溝埋没土。

5 褐 10YR4/4 地山の側木痕土が混入

した41号溝埋没土。 0 1 : 100 2m 

←---
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· — — 

“
745 *
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舎
／
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ヽ

調査区域外
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79.0llm 41号溝 5
 

40号溝 4 

0 I : 60 2m 

第300図 40 • 41号溝
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その他の溝 (C区）

41号溝 （第300図）

40号溝同様に泥流上面で確詔された溝で、同溝西

側2.7mに平行して並んでいる。

位置 190-745Gから200-750Gにかけて。

形状 直線的な溝である。底面は比較的平坦で、底

面レベルもほぽ水平である。

規模 調査できた範囲は全長11.3m、上幅2.0m前

後、下幅1.lm、深さ25cm前後である。

軸方向 N-31°-E。

備考 泥流で一気に埋れた溝である。

遺物 出土していない。

46 • 47号溝

取付道D区に位置するが、 C区北隅と同時に調査

した一画で、 C区の項で扱った。どちらも泥流上面

で確認され、畠サク状耕作痕に後出している。

46号溝 （第301図）

位置 205-790 • 795Gにかけて。北西側は調査区

域外になる。

形状 調査範囲では直線的である。

規模 調査できた範囲は全長6.3m、上幅1.3m前後

である。底面には不規則な凹凸があり、深さは 7~

16cmで一様でない。

軸方向 N-41° -W。

備考 C区南側では本溝の延長部分は確認できな

ぃ。大溝内に入り込むものと思われる。溝と呼ぶの

に相応しいか疑問である。出土遺物はない。

47号溝 （第301図）

位置 205-795 • 800Gにかけて。

形状 蛇行が多く、底面は凹凸がきつく、形状は一

定していない。底面レベルも10cmの比高差がある。

規模 調査できた範囲は全長5.0m、上幅は4.7~ 

2.2m、深さ 2~7 cmである。

備考 調査段階で、近世以降の施設との所見がある。

耕作痕に似ているが、付近のサクとは軸方向がやや

逸れている。遺物は出土していない。

78.5 

4g
 

, 4 7号溝

ビ 芦-no 

0 1 : 100 2m - 外

B 
78.60m 

C区46号溝埋没土

1 にぶい黄 10YR5/4 シルト質弱粘性

土層。 細かな斑鉄が見られる。

B' A A' 

0 1 : so lm -第301図 46 • 47号溝
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その他の溝 (D区）

D区の溝 1号溝 （第302• 303図 PL -37) 

c区同様に複数面の調査となったため、溝も調査 位置 280-760Gから290-740Gにかけて。3本の

面ごとに確認されている。古墳時代から江戸時代以 溝のうち北側に位置している。東西の両隅は調査区

降までの遺構が調査されている。古墳時代以降、水 域外にな っている。

田として利用された地点であり、水路が多数含まれ 重複 2号溝に先出か。

ると思われる。2条で対になる長い溝が多いのも特 形状 調査範囲の中央付近で小さく屈曲している。

徴である。 底面は比較的平坦で、断面は逆台形状を呈している。

底面レベルは概ね西側に低く傾斜していて、東隅と

l~3号溝

D区北隅部分から E区にかけては微高地状の高ま

りとなっている。この微高地の南側縁辺に、軸方向

を揃えて 3条並んでいる溝である。3条とも As-B

下の水田を掘り込んでいるが、 As-Aの混入は見ら

れない。各溝の間隔は狭く、道の側溝になるとは考

えにくい。また、埋没土に水性堆積の痕跡は確認で

きず、地境的な性格を想定している。

5 cmの比高差を生じている。

規模調査できた範囲は全長23.7mある。上幅は80

~90cm、深さは20cm前後でほぽ一定している。

軸方向 西半でN-65°-E、東半でN-80°-E前

後になる。

備考 3条の溝の内、唯一泥流と思われる土を埋没

土に含む溝であり、単独で存在していたことが想定

できる。

遺物 出土していない。
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その他の溝 (D区）

78.80m 1号溝
A ： 

2号溝 3号溝

:: :: ::.:::::::::: ::::::.:.:::::・:::: ::::・:::9:::::c:: :::;:::::•• 

A' 

B
_
 

1号溝 2号溝 3号溝 B' 

1 • 2 • 3号溝

1 にぶい黄褐 10YR5/3 基本土層の皿

層に近い。As-Bの混入は下層ほど密に

なる。 1'には地山粘性土が混入する。

2 灰黄褐10YR6/2 基本土層のN・V層

に近い粘性土層。細砂の混入やや多く、

As-Bを散見する。

3 褐 10YR4/3 粒子の細かな粘性土層。

斑鉄やや目立つ。

2号溝
¥・ 

3号溝
l/. 

c_ 
C' 

0 1 : 50 lm 

一第303図 1 • 2 • 3号溝断面

2号溝 （第302• 303図 P L-37) 

位置 280-760Gから290-740Gにかけて。東西の

両隅は調査区域外になっている。

重複 1号溝に後出し 3号溝に先出か。 A断面の精

査で画溝の新旧を把握することに努めたが、明瞭な

重複ではない。

形状 1号溝に並行するように調査範囲の中央付近

で小さく屈曲している。底面レベルはほぽ水平で全

体でも 2cm前後の比高差しかない。

規模 調査できた範囲は全長23.5m、上幅60~80cm、

深さ15cm前後である。

軸方向 西半でN-63° -E、東半でN-78°-E前

後である。

備考 1号溝と規模が近似している。同溝と近接し

ながらも完全に重複する部分がなく、近い時期の掘

り直しを想定できよう 。

遺物 出土していない。

3号溝 （第302• 303図 PL -37) 

位置 280-760Gから285-740Gにかけて。東西の

両隅は調査区域外になっている。確認面の上端では

2号溝上端と20~30cmの間隔を保っている。

重複 2号溝に後出か。

形状 全体に北側に若干張り出すように湾曲してい

るが、調査範囲中央東寄りでわずかに屈曲し、東隅

でさらに大きく屈曲する可能性がある。西側底面に

は掘り直し痕のような窪みがあるが、断面には表れ

ていない。東半の底面レベルはほぽ水平で、西半の

窪みの深さは 3cm前後である。

規模 調査できた範囲では全長23.6m、上幅1.5~ 

1.8m、深さ15~21cmである。

軸方向西半でN-62° -E、東半でN-74°-E前

後となろう 。

備考 3条の溝の中では最も規模が大きいが、断面

の形状は一定していない。

遺物 出土していない。
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その他の溝 (D区）

4号溝 （第304図 PL -37) 
側 溝で

調査区域外

位置

重複

形状

規模

260-760Gから265-740Gにかけて。東西の

両隅は調査区域外になっている。

5号溝に後出している。

小さな蛇行があり、東隅で北側に屈曲する可

能性があるが、概ね直線的な溝である。底面レベル

はほぽ水平で、比高差は 2cmしかない。

調査できた範囲は全長22.6mである。上幅は

0.6~1.3mと差が大きいが、深さは12cm前後で一

定している。

軸方向

備考

遺物

西隅を除けばN-88°-E前後となる。

As-B層を掘り込んでいる。

出土していない。

S
L
I
 阜

6号溝 （第304図）

位置 260-760G。西隅は調査区域外となり、東隅

は途切れている。

重複

形状

規模

埋没土の対比より、

狭く浅いが直線的な溝である。

調査できた範囲は全長4.lmあり、上幅25cm

前後、深さ 5cm前後で一定である。

軸方向

備考

遺物

N-82° -E。

As-B層を掘り込んでいる。

出土していない。

c
 

且． 3 ．旦

―｀乏

4号溝

4号溝に後出か。

4 • 6号溝

1 暗褐 10YR3/3 基本土層の 11層に近

い。ややしまり強い。 1'はAs-Aの混入

多い 6号溝埋没土で、灰掻きの可能性。

2 にぶい黄褐 10YR5/3 基本土層のm
層土に近い。As-Bの混入やや多い。

3 5号溝埋没土。

6号溝
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その他の溝 (D区）

5号溝 （第305図 PL -37) 

位置 255-765Gから270-760Gにかけて。西側の

大半は調査区域外になる。

重複 4号溝に先出している。

形状 弧状に曲がる溝で、平面外観は円墳のように

も見えるが、浅く不明瞭な遺構である。北側は幅広

で二段底状の部分があるが、断面からは掘り直し痕

は観察できない。

規模 調査できた範囲は全長約17mある。上幅は南

側で lm前後だが、北半では 2mを超える部分もあ

り一様でない。深さは 5cm前後でほぼ一定だが、ニ

段底状の部分ではさらに 5cmほど深くなっている。

このまま円形を呈する施設となれば半径10mほどの

規模と想定される。

備考 As-B層を掘り込んでいて、円墳とはなり得

ない。断面にも盛土は観察できない。

遺物 出土していない。

5号溝

1 暗褐 10YR3/3 シルト質土と黒色土

がプロック状に混合する粘性土層。 As-

Bの混入もやや多い。

2 黒褐 10YR3/l As-B混じりの粘性土

プロック。水田耕土に近い。

3 純層に近いAs-B層。 加-----~-----_.  -760 ---̀
‘ 
` -ヽ 、 --

78.6 

.!:.._. 78.80m A' 

区

域

溝

4g
 

B

＿
 

2

{
 

0 1 : 50 lm 

一
0 1 : 100 2m 

一第305図 5号溝
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その他の溝 (D区）

7 • 8号溝 8号溝 （第306図 PL -37) 

D区中央付近に約 3m間隔で並ぶ溝である。道脇 位置 235-765Gから240-745Gにかけて。東隅は

の側溝状であるが、道上の硬化面は確認できない。 調査区域外になり、西隅は24号溝に合流して途切れ

両溝とも As-B層を掘り込んでいる。 ている。

重複 9号溝に後出している。14号溝との新旧は確

7号溝 （第306図 PL -37) 

位置 235-765Gから240-745Gにかけて。東西の

両隅は調査区域外になっている。

重複 9 • 14号溝に後出するはずだが、新旧は確認

できない。24号溝と調査区西隅で重複しているが、

土層観察からは新旧を判断できなかった。

形状 ほぽ直線的な溝と思われるが、調査区中央付

近で不明瞭になる。

規模 調査できた範囲は全長約23m、上幅30~40cm、

深さはほとんどの地点で 5cm以内である。

軸方向 N-84°-E前後である。

備考 8号溝と対にするには規模が小さい。

遺物 出土していない。

認できていない。24号溝とは同一の埋没土となる。

形状 西隅はやや湾曲気味だが、全体ではほぼ直線

的な溝である。調査区中央付近が東西両隅より 3cm 

前後高くなっている。

規模 調査できた範囲では全長20.6m、上幅75~

110cm、深さ13~21cmである。

軸方向 西隅を除けばN-82°-E前後である。

備考 24号溝に比べ底面レベルが 5cmほど高くなっ

ている。同時存在が想定される両溝だが、開削時期

には差があると思われる。

遺物 出土していない。

諷，

0 1 : 200 5m 

;•;·;•;•9· ; • ;•;·: ·X・；ふ：窃：：翠：翠：翠：文：翠：：：

l' 
• ~ • → "’ 

且．—こシーご
」． II号溝

78.6 
` -----、

D' 

78.6 
・―̀̀ 

c-

油~750 

7 • 8号溝

1 黒褐 10YR2/2 基本土層皿層にほぼ

同じ。1'ではAs-Bの量がきわめて多い。

2 にぶい黄褐 10YR4/3 As-Bの量は 1

.£ 層 と同じ。水田下の酸化鉄分の影響で硬

一 化した層 と思われる。

0 1 : 50 lm 

一第306図 7 • 8号溝
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その他の溝 (D区）

9 • 14号溝

D区中央を斜めに横切るように 2条並んで確認さ

れた溝である。両溝の間隔は 1~2.2mで北側ほど

開いている。道脇の側溝状であるが、道状の硬化面

は確認できない。埋没土にAs-Bを含んでいる。底

面レベルは緩やかに南へ低く傾斜している。

9号溝

位置

5号溝に合流し、南隅は調査区域外になる。

重複

形状

規模

8号溝に先出している。

直線的であるが南隅はやや屈曲している。

調査できた範囲は全長38.5m、上幅60~90cm、

深さ 6~10cmである。

軸方向

遺物

南隅を除くと N-26°-W。

出土していない。

14号溝

位置

途切れ、南隅は調査区域外になる。

重複

形状

（第307図）

220-745Gから255-760Gにかけて。北隅は

（第307図 PL -37) 

225-745Gから255-760Gにかけて。北隅は

7 • 8号溝に先出すると思われる。

北側は一部で不明瞭になったあと、

並ぶように途切れている。

規模

9号溝に

調査できた範囲は全長36.8m、上幅60cm前後、
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深さ 6cm前後である。

軸方向

備考

南隅を除くと N-22°-W。

規模・底面レベル・埋没土等、

点が多い。遺物は出土していない。

9 • 14号溝

1 暗褐 10YR3/3 暗褐色弱粘性士がプ

ロック状に混合する土層。As-B混入す

る。 1'ではAs-Bの混入やや多い。

2 暗褐 10YR3/3 粘性土層。As-B混じ

りの水田耕作土。

9号溝

9号溝に類似
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0 1 : 50 lm 

一第307図 ゜
1 : 200 5m 

9 • 14号溝
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その他の溝 (D区）

10 • 11号溝

大溝東側に隣接している溝群内にあるが、短いう

えに直線的でなく、様相を異にする遺構である。

10号溝 （第308図）

位置 230-760Gから235-765Gにかけて。24号溝

（第313図）の西脇に開削されている。北側は調査区

域外になり、南側は途切れている。

重複

形状

規模

24号溝に後出している。11号溝に先出か。

全体では緩やかな弧状に歪んでいる。

調査できた範囲は全長6.9m、上幅20cm前後、

深さ 8cm前後である。

軸方向

遺物

全体ではN-28°-W前後になろう 。

出土していない。
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0 1 : 100 2m - 第308図

11号溝

位置

調査区域外になり、南隅は12号溝に合流して途切れ

ている。

重複

できていない。12号溝とは同時に存在か。

形状

た軸方向にあるが、南隅で大きく弧状に湾曲してい

る。底面形状は皿底状だが一定していない。

規模

後の部分が多い。深さは10cm未満の部分が大半で、

明瞭な溝ではない。

軸方向

備考

遺物

78. 7Dm 
V 

A 

:::;:;:;:::::;:': ::・9 :;::::: 9::: 

（第308図

230-765Gから235-765Gにかけて。北隅は

20号溝に後出すると思われるが、新旧は確認

北側では直線的に伸びて周辺の溝群と近似し

調査できた範囲は全長9.2m、上幅は40cm前

直線部分でN-29°-W前後になる。

埋没土より、中世以降の溝である。

出土していない。

II号溝

B
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B
 

0 1 : 50 lm 

一10 • 11号溝

1 暗褐 10YR3/3 基本土層の II層にほ

ぽ同じ。斑鉄が見られる。

2 暗褐 10YR3/3 As-Aをわずかに含む

やや砂質土。10号溝埋没土。

3 黒褐 10YR2/2 11号溝埋没土。基本

土層の III層に近いがAs-Bは少ない。や

や砂質。B-B'断面では黄色味をおびる。

4 24号溝埋没土。

10 • 11号溝
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その他の溝 (D区）

12 • 13 • 15 • 16 • 17 • 20 • 23号溝

大溝東側に密集して並ぶ溝群でC区第298図北側

にあたる。As-B混土層（基本土層皿層）下で確認

した遺構だが、 As-Aの混入する溝も含まれている。

市5
-770 

調

査

区

域

外

4諏

12号溝 （第309• 310図 P L-37) 

20号溝と共に溝群の東隅にある。13号溝から分岐

して本溝に合流する部分を12B溝とした。

位置 205-750Gから230-765Gにかけて。北西側

は調査区域外になる。南東側はC区溝群に続いてい

る。

重複 As-B下の水田面を掘り込んでいる。12B号

溝に先出している。20号溝に後出すると思われるが

新旧関係は確認できていない。

形状 弱い蛇行があるが、ほぽ直線的に伸びる溝で

ある。底面レベルは緩やかに波打つような凹凸があ

るが、地山の傾斜に沿って南側に低く傾斜しており、

北隅とは 8cmの比高差を生じている。

規模 調査できた範囲では全長21.5m、上幅は概ね

lm前後、深さ22~28cmである。

軸方向 N-31°-W前後となろう 。

備考 As-B降下後のシルト質土による堆積で、ラ

ミナが見られる。遺物は出土していない。12B号溝

は埋没過程で一時流路を変えた痕跡であろう 。

17号

＇ 78.50, 

＇ 

1 2号溝

品-no 

゜
1 : 150 5m 

抽／
/'-750 

第309図 12 • 13 • 15~17・20・23号溝
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その他の溝 (D区）

13号溝

位置

は調査区域外になる。南東側はC区溝群に続いてい

る。

重複 As-B下の水田面を掘り込んでいる。 15号溝

に先出している。

形状

規模

205-750Gから230-765Gにかけて。北西側

溝群の中央にあり、

である。直線的だがわずかに西側に膨らむような湾

曲がある。底面は幅 lm前後と広く平坦になってい

る。底面レベルは水平に近く、南側へ低くわずかに

傾斜し、北隅との比高差ぱ4cmである。

調査できた範囲では全長26.5m、上幅1.7~ 

2.3m、深さ45cm前後である。

軸方向

備考

N-30°-W前後である。

底面付近にAs-Bの混入が多いが、開口部付

近の地山パミスが二次堆積したもので、本溝の開削

時期とは直接つながらないと考える。

遺物 出土していない。

15号溝

位置

（第309• 310図

（第309• 310図）

PL -37) 

これらの中では最も幅太

205-755Gから220-765Gにかけて。北西側

は調査区域外になる。 13号溝と 16号溝の極めて狭い

間にあり、上端は両溝と重複している。

重複

形状

16号溝に先出し、 13号溝に後出している。

上面・底面とも全体に小さな蛇行があり、北

隅は西側へ弱く曲がっている。 12• 13号溝などこの

地点の溝群とは逆な湾曲である。底面は規則的に南

に低く傾斜していて、北隅とは 8cmの比高差を生じ

ている。底面にはピット状の窪みが多数あるが水流

を示す窪みではない。

規模 調査できた範囲では全長19.6m、上幅70~90

cm、深さ10~24cmである。

軸方向 N-34°-W前後で、北隅では約10゚ 西側へ

屈曲している。

備考 埋没土にAs-Aを含み天明三 (1783)年以降

まで開口していた。

遺物 出土していない。
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12 • 13 • 15 • 16 • 17 • 20 • 23号溝

1 暗褐 10YR3/3 As-Aの多量に混じる

水田耕作土層。粘性土層で斑鉄も多い。

l'ではAs-Aを少量含む砂壌土層。

2 黒褐 10YR3/l As-B直下と思われる

水田耕作土層。シルト質の腐食土質の層。

3 灰黄褐 10YR4/2 シルト質土層。As-

Aを少量含む。16• 17号溝などの埋没土。

一部で砂粒混じりのラミナ状の堆積だが、

16号溝にはプロック状の堆積が観察でき

る箇所もある。3'は黒色味をおびる12号

溝埋没土でラミナが明瞭に見られる 。北

半では斑鉄あり 。

4 にぶい黄褐 10YR5/3 砂粒主体のラ

ミナ層。12B号溝下半の埋没土。

5 にぶい黄褐 10YR4/3 13号溝埋没土。

シルト質土と砂が上半でレンズ状、下半

でラミナ状に堆積する。5'では黒色土や

粗砂が互層状堆積になる。 5”はAs-Bの

混入が多い。

6 10YR3/2 As-B混じりの弱粘性土

層。プロ ック状の堆積。
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16号溝 （第309• 310図）

位置 205-755Gから215-765Gにかけて。西隅は

調査区域外になる。

重複 As-A混じりの水田耕作土を掘り込んでいる 。

15号溝に後出している 。17号溝との新旧関係は確

認できていないが埋没土は類似している。

形状 細かな屈曲があるうえ、北隅が西側に鋭く屈

曲している。底面レベルはほぽ水平である。

規模 調査できた範囲では全長17.5mでこのうち

1.5m部分が屈曲から西方である。上幅は両隅付近

で70cm前後、中央付近は45cm前後となる。深さは20

~27cmである。

軸方向 N-37° -W前後。北隅はこれから約60゚西

側に屈曲している。

備考 周辺の溝に比べて屈曲が大きく、水路的でな

い。北側は調査区域外で大溝に達するはずである。

遺物 出土していない。

17号溝 （第309• 310図）

位置 205-760Gから215-765Gにかけて。北隅は

16号溝と合流して途切れている。

重複 As-A混じりの水田耕作土を掘り込んでいる。

16号溝との新旧関係は確認できていない。

形状 幅狭だが直線的である。西側に膨らむように

わずかに湾曲するのは、この地点の他の溝群と共通

している。底面レベルはほぽ水平で、南隅は北隅よ

り2cm低いのみである。

規模 調査できた範囲は全長16.0m、上幅は40cm前

後、深さ23cm前後でほぽ一定している。

軸方向 全体ではN-34°-W前後になる。

備考 東側に隣接する16号溝との距離は最大でも 1

mに達しない。規模は類似するが形状は異なり、対

になる溝とは想定しにくい。

遺物 出土していない。

その他の溝 (D区）

20号溝 （第309• 310図 P L-37) 

位置 205-750Gから235-765Gにかけて。北西側

は調査区域外になる。南東側はC区溝群に続いてい

る。

重複 12号溝と交差している。遺構確認段階で本溝

が先出すると考えたが、断面での先後関係は確認し

ていない。11号溝にも先出すると思われる。

形状 細かな蛇行が多いが全体では直線的に伸びて

いる。底面には凹凸があるが、底面レベルは地山の

傾斜に沿って南側に低く傾斜し、北隅とは10cmの比

高差を生じている。

規模 調査できた範囲は全長32.8m、上幅45~80cm、

深さ 6~10cmで一定していない。

軸方向 全体ではN-26°-W前後となる。

備考 12号溝と同時存在はありえないが、埋没土は

類似している。

遺物 出土していない。

23号溝 （第309• 310図）

位置 220-765Gから225-765Gにかけて。 15号溝

の北側で部分的に確認できた溝である。さらに北側

は調査区域外になる。

重複 15号溝との新旧関係は確認できていない。

形状 全容は不明であるが、南隅でわずかに西方へ

湾曲しそうである。底面は不整だが広い。底面レベ

ルには細かな凹凸がある。

規模調査できた範囲では全長5.4m、上幅1.2m前

後、深さ20cm前後になる。

軸方向 N-26°-W前後か。

備考 本溝の南側延長部分には同じ上幅規模のある

溝が存在しない。15号溝との重複地点で途切れる可

能性もあろう 。

遺物 出土していない。
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その他の溝 (D区）

19号溝 （第311図 PL -37) 

位置 215-745Gから215-755Gにかけて。西隅は

12号溝と合流した地点で途切れ、東隅は調査区域

外となる。

重複 24号溝に後出している。20号溝にも後出する

はずだが新旧関係は確認できていない。

形状 緩やかな蛇行があり、東隅は北方へ弱く屈曲

している。断面U字状で底面は狭く、上幅に対し深

さがある。底面には凹凸があるが、底面レベルは全

体では水平に近く、どちらか一方に傾斜するような

傾向は認められない。

規模 調査できた範囲は全長10.6m、上幅35cm前後、

深さ13~22cmである。

軸方向 N-89°-W、東隅はN-79°-E。
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備考 埋没土より、天明三 (1783)年以降の溝であ

る。水性堆積の痕跡はなく、水路にはならないと思

われる。大溝東側の溝群の中で途切れているが、埋

没土は溝群の西側に位置する溝に近い。軸方向に本

溝と関連しそうな溝は見当たらない。形状 ・規模も

周辺の溝と共通点がない。本溝北側28mにある 8号

溝や49m北側にある 4号溝とともに、近世以降の地

割に関連する施設を想定している。

遺物 出土していない。
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一78.70m 

0 1 : so lm -
19号溝

1 黒褐 10YR2/2 基本土層の 11層に近

い。 上層に黄色味をおぴたシルト 質土プ

ロックが混じる。

2 24号溝埋没土 1層土に近いが混入物

少ない。

第311図 19号溝
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その他の溝 (D区）

21号溝 （第312図）

位置 275-755Gから275-760Gにかけて。西側は

調査区域外になる。

重複

形状

なし。

東西方向に走行し、東隅のみ南側へ鋭く屈曲

して途切れている。底面は凹凸が多く、掘り方のよ

うな形状である。底面レベルは西側が深くなってお

り、東隅とは約10cmの比高差を生じている。

規模 調査できた範囲では東西方向に4.2m、南側

に2rn屈曲し全長6.2m分確認できる 。上幅は60~

85cmで一定してない。深さは 3~5 cmほどしかな

い。

軸方向

備考

凹凸が多く、埋没土に水性堆積の痕跡は認められな

ぃ。水路ではないであろう 。天明三 (1783)年以降

に埋没した施設である。

遺物

22号溝

位置

重複

形状

規模

軸方向

備考

直線部分ではN-85°-W前後になる。

類似する溝は周辺には見当たらない。底面は

出土していない。

（第312図）

270-760G付近。西側は調査区域外になる。

調査範囲にはない。西側調査区域外で 5号溝

と交差するはずである。

全体はほぽ直線的だが、上端・下端とも整っ

てはいない。東側は緩やかに立ち上がって途切れて

いる。底面は比較的広く、小さな凹凸が多い。底面

レベルはほぽ水平である 。

調査できた範囲では全長4.9mまで確認でき

る。上幅は65~80cm、深さ10cm前後である。

N-83°-W前後になる。

21号溝同様、凹凸の多い底面の形状や埋没土

から、水路ではないであろう 。軸方向は21号溝に近

いが埋没土は異な っている。天仁元 (ll08)年以降

に埋没した施設である。

A 78.80m 

21号溝

1 暗褐 10YR3/3

い。

第312図
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基本土層の II層に近

22号溝

2 黒褐 10YR3/2 基本土層の 11層に近

い。 As-Aの混入多く、しまり強い。

3 暗褐 10YR3/3 黒褐色土中に黄色味

をおびるシルト小プロックが混じる。As-

Bを含むが基本土層の皿層とは異なる。

21 • 22号溝

遺物 出土していない。

321 



その他の溝 (D区）

24号溝 （第313図）

調査範囲の南側215-743G付近で東側へ直角に分

岐する部分について、調査時の番号に重複があった

ので、本報告では24B溝として扱った。

位置

重複

形状

210-745Gから235-765Gにかけて。北西

隅・南東隅とも調査区域外となる。24B溝は分岐し

た後、東側は調査区域外となる。

10号溝に先出している。

24B溝との分岐位置付近で二段に屈曲してい

るが、他の箇所では直線的である。底面は細かな凹

凸が多いが、

になっている。

規模

レベルは24B溝部分を含めて概ね水平

調査できた範囲では全長35m、上幅85~130

cm、深さ10~15cmである 。24B溝は全長6.5m分が

確認されている。上幅は90cm前後である。

軸方向

備考

N-28°-W。24B溝はN-65°-E。

24 • 24B溝は B断面で切り合いが確認でき

ず、同時存在した溝と思われる。天仁元 (ll08)年

以降の施設で、 8号溝などと共に水田区画に関連す

るものと思われる。

遺物

A 
78.70m 

出土していない。

2-

B-

A' 
n----=--・ -

B' 

0 1 : 50 lm -
24号溝

1 暗褐色土層 As-Aを少量含む10号溝埋没土。

2 暗褐色土層 As-B混じりの黒色土と黄褐色シルト質土がプロ

ック状に混合する層。 2'にはAs-Bの混入多い。
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その他の溝 (D区）

25号溝 （第314図）

位置 295-755Gから300-745Gにかけて。 D区北

端の微高地部分にある。

形状 途中で途切れるが、連続する溝と思われる。

わずかに弧上に歪んでいる。南側に広がる古墳時代

小区画水田横軸方向にほぽ平行している。南東隅の

途切れる部分はこの水田の大畦延長線上にあたる。

規模 途切れる部分を含むと全長11.8m、上幅30cm

前後である。底面には凹凸が多いが深さは 4~7 cm 

で、規則的な傾斜は見られない。

軸方向北東側でN-50°-E、南西側でN-67° ―

E前後になる。

備考 天仁元 (ll08)年以前に埋没した溝である。

古墳時代の小区画水田に関連する施設と思われる。

遺物 出土していない。

26号溝 （第314図）

位置 280-750Gから285-760Gにかけて。西側は

調査区域外になる。

重複 古墳時代小区画水田に後出している。

形状 ほぼ直線的な溝だが、途中 2ヶ所で途切れる

部分がある。底面は不整で凹凸が多い。

規模 途切れる部分をつなぐと調査できた範囲では

全長13.9mになる。上幅25~30cm前後、深さは 3~ 

9 cmである。

軸方向 N-83°-W。

備考 天仁元 (1108)年以降に埋没したと思われる。

遺物 出土していない。

八
刊
川
川
U

『
'
s
冥

涛念

0 1 : 50 lm 

一
25号溝

沼., 1 灰黄褐 10YR4/2 基本土層の W層に

近いと思われるシルト質土と黒色土がプ

ロック状に混合する粘性土層。 飼｝ ｛ 

S
L
'
 阜

78.50m I 

ー・-d...;_-

0 1 : 50 lm 

一
1 灰黄褐 10YR5/2 やや砂質土。 As-B

溝

0 1 : 100 2m 

一
0 1 : 100 2m 

一第314図 25号溝・ 26号溝
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その他の溝 (D区）

27~30号溝

D区南西隅の210-765Gから210-770Gにある。

27~29号溝はC区溝群の延長にあり、 30号溝のみ

前記溝に直行している。古墳時代の小区画水田に後

出しているが、水田の区画と軸方向は近似している。

いずれの溝も調査区域外にかかり全容は明らかにで

きていない。出土遺物もない。

27号溝 （第315図 P L -38) 

重複

形状

28号溝に後出か。

細かな蛇行があるが全体ではほぽ直線的な溝

である。4条の溝の中では幅・深さとも最大で、底

面も広く平坦である。底面には緩やかな凹凸があり、

中央やや南寄りに窪みがある。底面レベルは一方側

に傾斜する傾向はないようである。

規模 調査できた範囲は全長5.3m、上幅75~85cm、

深さ30cm前後である。

軸方向

備考

N-38° -W。

この地点の他の溝と埋没土が異なり、時期を

隔てて後出する溝と思われる。

28号溝 （第315図 PL -38) 

重複

形状

27号溝に先出か。

27号溝南西50cm前後の位置に、ほぽ平行して

並んでいる。細く不明瞭な溝で小さな蛇行があるが、

全体ではほぽ直線的な溝である。断面は皿底状で底

面は狭い。底面レベルは全域でほぽ水平である。

規模 調査できた範囲は全長4.3m、上幅15~22cm、

深さ 7cm前後である。

軸方向 N-41°-W。

29号溝 （第315図 P L -38) 

重複

形状

30号溝に先出している。

狭い確認範囲であるが、北東側に張り出すよ

うに弧上に歪んでいて、 C区北隅で確認された溝群

に類似している。壁の立ち上がり形状は一定してい

ない。底面は比較的平坦である。

cm、深さ30cm前後である。

軸方向

能性がある。

備考

N-50° -W近 くまで西側に振れている可

確認面で大溝上端と20cmしか離れていない。

29号

◇1 
大

7X)‘¥し83
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苗
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0 1 : 100 2m 

一
I 

-- -- --
78.4~ ~ 

合云云工へ つーム予

__f_. C' 

0 1 : 50 lm 

一27~30号溝

1 黄褐 10YR5/8 基本土層の II層にやや近いが、 As-Bらしい

パミス も混じる非粘性土層。斑鉄あ り。 1'ではAs-Aはあま り

見られない。

2 灰黄褐 10YR5/2 黄褐色粘性土プロック を主体に黒色土が混

じる層。2'では粘性 ・し まりとも強い。

3 にぶい黄褐 10YR5/4 泥流土と思われるシルト 質土層。FP

と思われるパミ スを散見する。3'はやや砂質で29号溝埋没土は

黒色味強い。

4 黒 10YR2/l As-Cを少量含む粘性土層。泥流下水田耕作土

の流れ込み土を中心としている。

5 黄褐 10YR5/3 砂質土。

規模 調査できた範囲では全長1.8m、上幅35~45 第315図 27~30号溝

324 



その他の溝 (D区）

30号溝 （第315図 PL -38) 

重複

形状

29号溝に後出している。

北西隅は27号溝の先で不明になる。南東隅は

29号溝と重複して途切れている。ほぽ直線的な溝

で、北東側ほど細く・浅くなる傾向がある。

規模 調査できた範囲は全長3.9m、上幅15~35cm、

深さ 7~10cmである。

軸方向

備考

N-47° -E。

大溝北東側にある各区の溝群の中にも、本溝

のように溝群に直交して途切れる遺構はない。

31号溝 （第316図 PL -38) 

位置 245-745Gから265-760Gにかけて。東西両

側は調査区域外になる。

／も

重複

形状

古墳時代小区画水田に先出している。

直線的な溝である。底面レベルは緩やかに波

打つような凹凸があるが、全体では南東側に低く傾

斜していて、北西隅とは 5cmの比高差を生じている。

規模 調査できた範囲は全長18.0m、上幅45~55cm、

深さ18~23cmである。

軸方向

備考

N-49°-W。

As-C混土下で水田の畦痕跡と共に並行して

確認されている。FA下水田の大畦をトレースする

ような位置にある。本溝の北側で水田痕跡がより明

瞭になっている。As-C混土下水田に伴う水路と考

えられよう 。遺物は出土していない。

31号溝

1 黒 10YR2/l 基本土層のW層に近い

非粘性土層。地山シルト質土を小プロッ

ク状に含む。 1'ではAs-Cの混入きわめ

て多い。

2 黒褐 7.5YR3/l As-Cの混入の不均

等な、やや粘性の強い層。
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その他の溝 (D区）

32~35号溝

As-C混層下で確認された溝群である。蛇行が多

く規格性に乏しいが、自然流路的でもなく、性格不

明な遺構である。

32号溝 （第317図 PL -38) 

位置 210-755Gから210-770Gにかけて。

重複 20号溝などの南西隅溝群に先出している。

形状 北側に弧状に張り出している。 5号溝同様に

円形を示唆するような形状だが、南側C区に本溝の

続きは確認できない。底面には不規則な凹凸があり、

最大8cmの比高差を生じている。

規模 調査できた範囲は全長13.5m。上幅80~100

cm、深さ20~30cmである。

備考 砂粒の混入なく、水路としての使用痕跡は確

認できない。区画溝としても不自然な用途不明の施

設である。

遺物 出土していない。

33号溝 （第317図 PL -38) 

位置 210-755G。北隅は途切れ、南側は32号溝に

合流している。

形状 短く不規則なうえ、底面の凹凸も多い。北隅

は鋭く屈曲している。溝とするのが適切か疑問もあ

る。 32号溝より浅いが南隅で緩やかにレベルを下

げ、同溝との合流点に段差は生じていない。

規模 調査できた範囲は全長2.7m、上幅45cm前後、

深さ12~20cmである。

軸方向 北隅の屈曲部分を除くと、 N-4°-Eに

なる。

備考 溝とするのは疑問のある遺構である。

遺物 出土していない。

34号溝 （第317図 PL -38) 

位置 215-755Gから225-765Gにかけて。西隅は

調査区域外になる。東側は35号溝と合流している。

形状 蛇行の多い溝である 。底面レベルも波打つよ

うな凹凸があり、 5cm以上の比高差を生じている。

326 

35号溝との合流点付近は鋭く屈曲しているが、底

面レベルに段差は生じていない。

規模 調査できた範囲は全長約18mになる。上幅は

80cm前後、深さ35cm前後でほぼ一定している。

軸方向 全体ではN-47°-W前後となろう 。

備考 35号溝との合流直前に屈曲することから、同

溝に後出すると遺構確認段階では想定していたが、

埋没土に同溝との差異は認められず、同時存在とも

考えられる。屈曲はあるが地山の傾斜に沿った走行

となっている。

遺物 出土していない。

35号溝 （第317図 PL -38) 

位置 210-750Gから250-765Gにかけて。西側・

南側の両隅とも調査区域外となっている。

形状 中央で東側に張り出すように大きく湾曲し、

34号溝との合流点でも屈曲している 。底面レベル

には小さな凹凸があるが、概ね南側に低く傾斜して

いて、北隅と 10cmの比高差を生じている。この傾斜

は地山の傾斜よりは小さい。

規模 調査できた範囲は全長50mにおよび、そのう

ち34号溝との合流点以南が 7mある 。上幅は90~

140cmで、深さは40cm前後である。下幅は一定して

いない。

軸方向 北側と南側でN-30° - W前後、中央付近

でN-7°-W前後となろう 。

備考 蛇行が多い上に底面や壁の形状も 一定してい

ないが、自然流路とするには全体に壁の立ち上がり

は鋭い。

遺物 出土していない。



ー

その他の溝 (D区）

A 78.50m A' 

品
-770 4g

 

B 78.20m B' 

C 78.50m N. V ...£... 

D 78.ZOm D' 

E 78.20m E' 

上 ．78.20m F' G G' 

0 1 : so lm 

一32~35号溝

1 基本土層 V層

2 基本土層VI層 As-Cの混入は下層ほ

ど少ない。

3 黒 7.5YR2/l 基本土層のVII層に近い

と思われる粘性土層。3'には前橋泥流層

に含まれる黒色味の強い鉱物粒を多く含

む。

4 灰褐 7.5YR4/2 粒子の細かな均質緻

密な土層。黒色鉱物を少最含む。4‘には

地山粘性土を小プロック状に含む。

髯

第317図 32~35号溝

゜
I : 200 5m 
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その他の溝 (D区）

36号溝 （第318図）

位置西隅は260-765Gから。東側は258-758G付

近で37号溝に合流している。

形状 37号溝に合流する直前で屈曲し、 34号溝に類

似している。37号溝より 5cm前後浅い。

規模調査できた範囲は全長 9m、上幅1.2~0.9m、

深さ35cm前後である。

軸方向 全体ではN-55°-W前後になる。

備考 形状から37号溝に後出すると思われるが埋没

土に差異はない。遺物は出土していない。

市。
-760 

a_ 

37号溝 （第318図）

位置 280-755Gから255-745Gにかけて。東隅は

調査区域外、北隅は途切れている。

重複 31号溝に先出している。

形状 直角に近く屈曲し、 C混下の溝としては形状

・走行とも一定している。

規模 調査できた範囲は全長40m、上幅 lm前後。

軸方向北隅の直線的な部分ではN-6°-E、東側

はN-85°-W前後になる。

備考 人為的な溝である。遺物は出土していない。

4涵

B-

V・¥I 

78.30m I 

ーー冠了上
B' 

立 ． ..£. 

芦
-750 

0 1 : 50 lm 

36 • 37号溝――--_---」
1 基本土層VI層 As-Cの混入は下層ほ

ど少ない。

2 黒 10YR2/l 緻密な粘性土。基本土

層のVII層にほぽ同じ。 2'では粒子やや粗

く、 2”では細粒で地山粘性土小プロック

］：るク；やRli'4ふ；：悶ご

0 1 : 200 

第318図 36 • 37号溝
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その他の溝 (E区）

E区の溝

撹乱が多いE区の溝は、途切れた部分が多くなっ

ている。複数面の調査となったため、溝も調査面ご

とに確認されており、古墳時代から江戸時代以降ま

での遺構が調査されている。古墳時代以降、水田と

して利用された地点であり、水路として使用された

ものが多いと思われる。なお、取付道D区の続きか

ら番号を付けたため、 54号溝からの始まりである。

54~57号溝

As-A混土下の面で確認された溝が、 As-B混土

面でもほぽ同じ位置から確認されている 。天明三

(1783)年をはさんで数度の掘り直しを行いながら

長期間水田に伴う溝として使用されていた遺構であ

ろう 。54号溝と55号溝の間には、幅90~130cmにわ

たる部分に硬化が認められ、道路であることが確認

できる。

78.6 

＇ 

’ 

調

査

区

域

外

-----―̀  ̀‘～ー，＇ 9 ／ □ □三］！

ニ溝 :;1 
79.00m 

溝

0 1 : 50 lm 

一E区54• 55号溝

1 灰黄褐10YR6/2 As-A主体のしまりやや欠く層。灰掻き溝

と思われるが、 As-A降下直後のものではない。 1'でAs-Aの量

はさらに多くなる。

2 にぶい黄褐 10YR5/4 緻密で粘性に富むAs-A混じりの土層。

水田床土と思われるが斑鉄は不明瞭。

3 暗褐 10YR3/3 As-B混じりの粘性土層。やや酸化気味か。

3'では硬化著しい。

、~:溝ー1 ‘—---;4溝-2

゜
1 : 150 5m 

゜
1 : 3 10cm 

第319図 54~57号溝および出土遺物
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その他の溝 (E区）

54号溝 （第319図）

位置 330-760Gから335-735Gにかけて。両隅は

調査区域外となっている。

形状 ほぽ直線的な溝である。底面は比較的平坦だ

が、底面レベルは東側に低く傾斜していて、西隅と

8 cmの比高差を生じている。

規模 調査できた範囲は全長21.9mで、 As-A下で

は上幅1.lm前後、深さ30~35cmで一定している。

As-B混土面でも上幅 l~1. lm、深さ25~35cmで

形状はどの地点でも近似している。

軸方向 N-82°-E。

備考 道の北側部分側溝にあたると思われるが、道

幅に対して溝の規模が大き過ぎる。道部分に盛土の

痕跡も認められない。As-B混土層で埋没した溝を

掘り直して使用した後、 As-Aの灰掻き溝として廃

絶している。

遺物 埋没土内出土の近世の陶器碗 2点を図示し

56号溝 （第319図）

位置 315-755Gから325-760Gにかけて。北隅は

56号溝と合流する。

重複 55号溝に先出か。

形状 弱く細かな蛇行がある。底面には弱い凹凸が

あるが、レベルにどちらか一方が深くなるような傾

斜はないようである。56号溝より浅くなっている。

規模調査できた範囲は全長14.4m、上幅60~80cm、

深さ 5~8 cmである。

軸方向 N-10° -W。

備考 55 • 57号溝と直交している。両溝との切り合

いは確認できていない。57号溝とは規模が近似して

おり、埋没土にも As-Aは見られない。同溝は直角

に近く屈曲する同一の溝となる可能性がある。

遺物 出土していない。

57号溝 （第319図）

た。図示した以外に強いローリングを受けた土師 位置 330-760Gから330-740Gにかけて。西隅は

器・須恵器の小片 4片のほか、江戸時代の陶磁器片 55号溝に合流し、東隅は緩やかに立ち上がって途

6片が出土している。 切れている。

55号溝 （第319図）

位置 330-760Gから330-735Gにかけて。両隅は

調査区域外となる。54号溝の南 lm前後に平行して

並んでいる。

重複 57号溝の後に廃絶しているが、開削段階の新

旧関係は把握できていない。56号溝には先行して開

削されているようである。

形状 ほぽ直線的な溝であるQ底面レベルは54号溝

とほぼ同じで、傾斜も同様に東側が8cmほど低くな

っている。

規模・軸方向 調査できた範囲では54号溝にほぽ同

じとなっている。

備考 54号溝の南側に対になる溝で、埋没．掘り直

し・廃絶の過程も同様である。

遺物 江戸時代の陶磁器小片が6片出土している。
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重複 As-B直下の水田畦畔に後出している。

形状 ほぽ直線的な溝である。底面は比較的広い。

規模 調査できた範囲は全長約10m、上幅35~55cm、

深さ 3~7 cmである。

軸方向 N-85° -E前後になろう 。

備考 As-B混土層下で顕著となった遺構でAs-A

は埋没土に含まれていない。55号溝より先に埋没し

ている。

遺物 弱いローリングを受けた土師器・須恵器小片

5片のほか、近世～近代の陶磁器小片 7片を出土し

ている。浅い遺構で55号溝との重複部分が広く、陶

磁器類が本溝に伴うものか確定できない。



その他の溝 (E区）

58~63号溝

FP泥流下面 （基本土層VI層直上）

小規模な溝群である。埋没土はN・V層土に類似し

た泥流層土である。FA下の小区画水田やAs-B下

の水田の区画には無縁な軸方向にあるものが多い。

58号溝 （第320図）

位置 370-740Gから375-740Gにかけて。南側は

撹乱で途切れている。

形状

で確認された

南隅で強い蛇行があるが、ほぽ直線的な溝で

ある。底面レベルはほぽ水平だが、南隅はごく浅く

なっている。撹乱先の南側に本溝の延長部分は見つ

からない。

59号溝 （第320図）

調査範囲の中ほどで撹乱によって一旦途切れてい

る。この部分をはさんだ両側の走行に棚顧はないが、

底面に段差が生じており、両者が同一の溝と確定す

ることはできない。

位置

南隅とも撹乱によって途切れている。

形状

規模

軸方向

370-745Gから380-735Gにかけて。北隅・

調査範囲の西寄りで鋭く屈曲している。

調査できた範囲は全長10.9m、上幅30cm前後、

深さは北側で 8cm前後だが、南側では 3cm前後しか

なく、下幅は捉えられていない。

南側でN-2°-E、北側でN-50°-E前

後となろう 。

規模 調査できた範囲では全長4.8m、上幅20~30

cm、深さ 4~7 cmだが南隅は 1cmしかない。

軸方向

備考

N-5°-W。

埋没土は基本土層のW層に近い泥流土で、 59

備考 地山の傾斜や水田畦畔の軸方向と無縁な、性

格不明な施設である 。遺物は出土していない。

60号溝 （第320図）

~61号溝と異な っている。 位置 370-745Gから375-740Gにかけて。南北両

遺物 出土していない。 隅とも調査区域外になる。
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58号溝

1 明黄褐 10YR6/8 粘性に富んだシル

卜質土層。 灰褐色味をおびた粘性土をプ

ロック状に含む。
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その他の溝 (E区）

形状 59号溝南側と並行するようにして確認され、

規模や深さも近いが、屈曲はやや弱く、軸方向も異

なっている。

規模

軸方向

調査できた範囲は全長5.2m、上幅30cm前後、

深さ 3~5 cmである。

南側ではN-9°-E前後、北隅ではN-

35° -Eになる。

備考 59号溝との間に硬化面は見られず、間隔も一

定でない。道脇の側溝と推定する根拠は持たない。

遺物 出土していない。

61号溝

位置

（第320図）

370-745Gから380-745Gにかけて。南北両

隅とも調査区域外となっている。

重複

形状

多い。底面も凹凸が多く不整である。

規模

FA下水田畦畔に後出している。

西側に張り出すように湾曲し、細かな蛇行も

調査できた範囲は全長7.4m、上幅25~50cm、

深さ 2~5cmあるが、下幅を確認できない。

軸方向 南側ではN-14°-E前後となり、北隅は

10゚ ほど屈曲している。

備考 屈曲や走行など59• 60号溝と類似する部分も

ある。遺物は出土していない。

62号溝

位置

重複

形状

規模

軸方向

備考

遺物

（第321図）

395-750Gから400-750Gにかけて。南北両

隅とも撹乱で途切れている。

FA下の小区画水田畦畔に後出している。

蛇行の少ない直線的な溝である。軸方向は小

区画水田の畦畔に近い。底面レベルはほぽ水平にな

っている。

調査できた範囲は全長5.5m、上幅35cm、深

さ1~4 cmである。

N-15°-W。

水田の配置に合致しており、水路的な性格が

想定されるが、撹乱の先で本溝の延長部分が確認さ

れない。水路としては不自然である。

摩滅した土師器 1片のみである。

63号溝

位置

重複

形状

規模

軸方向

備考

遺物

（第321図）

365-755G。西隅は調査区域外となり、東隅

は撹乱によ って途切れている。

水田より後出している。

狭い範囲で確認された不明瞭な溝で、全容は

不明である。北側に張り出すようにわずかに湾曲し

ている。底面は不整で凹凸は 7cmの比高差がある。

調査できた範囲は全長2.4m、上幅10~25cm、

深さ l~9 cmである。

全体ではN-82°-E前後となろう 。

底面の凹凸が大きく、水路的ではない。

出土していない。
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その他の溝 (E区）

64号溝 （第322図）

As-C混下のトレンチ調査で確認した 2本の溝を

掘り広げて、鋭角に交わって 1本の溝となることが

判明した遺構である。調査段階で南側を65号溝とし

たが、本報告では全体を64号溝として扱う 。

位置 375-735Gから580-755Gを経過して405-

750Gまで。北隅・東隅は調査区域外となる。北側

で一部上面の遺構で壊されているが、形状や走行か

ら連続しているのは間違いなさそうである。

形状 南側の東西走行部分では蛇行している。南北

走行部分では途中で屈曲しているが、直線的である。

底面は比較的幅広で平坦である。底面レベルは中央

付近でやや高く、北側は地山の傾斜に逆行して、最

大10cm近く低くなっている。

規模 確認できる範囲では全長49.5m、上幅65~

100cm、深さ22~48cmである。

軸方向 南側は全体ではN-80°-E前後になろう 。

北側は南半でN-24°-E、北半でN-5°-E前後

である。

備考 上面の小区画水田とは軸方向があわない。規

模から推測して水田に係わる水路と思われるが傾斜

も不自然である。遺物は出土していない。
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64号溝

1 黒 10YR2/l 弱粘性の壌土で炭化物

粒を含む。泥流土の混入なし。

2 にぶい黄橙 10YR5/3 シルト質土。

3 黒褐 10YR3/l 粘性土層。ローム土

中に含まれる徴細な軽石が混じる。3'は

プロック状の粘性土で褐色味が強くなる。

4 褐灰10YR6/l シルト質土プロック。

5 褐灰10YR4/l 粘性土層。

6 褐灰10YR6/l シルト質。
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その他の溝（取付道A区）

取付道の溝

A~Fの6地点の取付道部分は幅狭な調査区のた

め不明瞭な点が多いが、すべての区で溝を調査して

いる。このうち D区部分は本線C区の溝と共にすで

に扱っており、取付道F区は皿ー 9の「近世道跡」

の項で扱う。残る 4地点で調査した溝について一括

してこの節で扱う 。

取付道A区

1号溝 （第323図）

位置 095-695Gから095-700Gにかけて。大溝の

上面で確認されている。西側・南側とも調査区域外

になる。2 • 3号溝からは南西側に12m離れる単独

の溝である。

重複大溝に後出している。

形状 蛇行のややきつい溝である。底面は不整で、

明確な下幅は捉えにくい。底面のレベルにも凹凸が

あり、最大6cmの比高差が生じている。

規模 調査できた範囲は全長 6m、上幅65~48cm、

深さ10cm前後である。

軸方向 全体ではN-45°-W前後になろう 。

備考 大溝の上面にあり、 As-B混土層が含まれる

遺構として確認されている。大溝埋没土との差異は

確認段階から明瞭だった。大溝埋没過程の流路の一

っとなる可能性もあるが、断面観察から水性堆積の

痕跡は明らかにはできず、底面のレベルから水流を

推測するのも難しい。

遺物 出土していない。
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0 1 : JOO 2m 

一
78.50m 

ヘミミ声
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一
1号溝

1 黒褐 10YR2/2 As-B混入の多い砂質

土層。

2 暗褐 10YR3/3 シルト質の粘性土層。

2'では灰色味が強い。

第323図 1号溝



2 • 3号溝 （第324図 PL -39) 

3号溝に重複する南側の掘り直し部分を 2号溝と

した。部分的にしか確認できていない。

位置 110-695Gから115-700Gにかけて。

重複 畠サク状痕に後出している。

形状 3号溝は直線的で、底面は平坦で底面レベル

はほぼ水平である。掘り直し部分にあたる 2号溝は

蛇行が大きく底面は狭い。東壁付近では不明瞭で溝

状にはならない可能性もある。また、 3号溝北側の

断面には 2号溝に先行する掘り直し部分と思われる

堆積状態が確認できる。

規模 3号溝は調査範囲内で全長5.9m、上幅は最

大2.2m、下幅は0.9m前後、深さ70cm前後である。

2号溝は断面から上幅1.5m、深さ60cm近い規模が

想定される。

軸方向 3号溝はN-48° -W。

備考 2号溝の断面上層にAs-A混じりの埋没土が

わずかに確認できる。2~ 6号溝の中では最も新し

い溝だが、天明三 (1783)年にはほぼ埋没しきって

いたことが分かる。

遺物 近世以降の磁器片や摩滅した土師器・中世鍋

類など 7片の他、板碑片と思われる緑色片岩2点が

ある。

4号溝 （第324図 PL -39) 

位置 110-695Gから120-700Gにかけて。

形状 ほぽ直線的な浅い溝である。底面はほぼ平坦

だが、南西側にわずかに低く傾斜している。

規模 調査範囲内で全長6.8m、上幅1.4m、下幅

l.Om、深さ15~20cmである。

軸方向 N-36° -W。

備考 断面に緩やかな水性堆積の痕跡が観察できる

が、平坦な底面の形状は水路的ではない。天仁元

(1208)年以降の埋没である。

遺物 古墳時代の土師器 6片を出土している。麿滅

はほとんど見られないが、本溝の時期を示す遺物で

はない。

その他の溝（取付道A区）

5号溝 （第324図 PL -39) 

位置 115-695Gから120-700Gにかけて。 4号溝

の50~60cm北東にほぼ平行して並んでいる。

形状 ほぼ直線的な溝である。平行している 4号溝

に比べ幅は狭く、特に底面は狭いが深さがある。底

面レベルはほぼ水平である。断面は中段に稜があり、

緩やかに上面へ開いていて周辺の溝には見られない

形状を呈している。

規模 調査範囲内で全長7.0m、上幅l.lm前後、下

幅20~35cm、深さ40cm前後である。

軸方向 N-34°-W。

備考 4号溝同様に水性堆積の痕跡が明瞭である

が、埋没土は異なる。

遺物 出土していない。

6号溝 （第324図）

位置 125-695Gから125-700Gにかけて。

重複 7号溝に後出している。

形状小さな蛇行があるが、ほぽ直線的な溝である。

底面の形状は一様でないが鍋底状の部分が多い。底

面レベルはほぼ水平である。また底面には、深さ 2

cmほどの小さな窪みが部分的に見られる。

規模 調査範囲内で全長5.0m、上幅25~45cm、深

さ15cm前後である。

軸方向 N-84°-W前後になろう 。

備考 天明三 (1783)年以降に埋没しており、周辺

の溝群より新しい時期の遺構である。

遺物 出土していない。
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その他の溝（取付道A区）
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2~5号溝

1 暗褐色土層 As-Aをまばらに含む砂

質土層。

2 暗褐色土層 ニッ岳を給源とするバミ

スを少量含む弱粘性土層。下位には黄褐

色シルト質土が混じる。

3 暗褐色シルト質土層。 2号溝下層埋没

土。3'は3号溝の掘り直し部分と思われ

る。

4 暗灰褐色シルト質土層 ラミナ状に堆

積。3号溝埋没土層。

5 As-B混じり土とシルト質土が互層状

に見られる水性堆積土層。4号溝埋没土。

6 暗褐色シルト質土層 水性堆積土層で

上位でラミナが明瞭。6'は灰色味が強く

なる。5号溝埋没土。

7 耕作痕内の灰褐色シルト質土層。

6号溝

l にぶい黄褐 10YR4/3 As-Aを不均等

にやや多量に含む弱粘性土層。

豆
0 1 : 100 2m 

一第324図 2~6号溝
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7号溝 （第325図）

位置 125-695G。

重複 6号溝に先出している。

形状 緩やかな蛇行があるが、調査範囲内ではほぼ

直線的な溝のようである。底面は皿底状で、底面レ

ベルはほぽ水平である。

規模 調査範囲内で全長5.5m、上幅105cm、下幅30

cm、深さ40cmでほぼ一定している。

軸方向 N-48° -W前後になる。

備考 規模は異なるが、南東側約12mにある 3号溝

と同じ軸方向にある。

遺物 出土していない。

9 • 10 • 14号溝 （第325図 P L-39) 

遺構確認段階で南東側の 9号溝と北西側にある10

号溝の 2条の溝と考えたが、さらに南東側に小さな

溝のあることがわかり 14号溝とした。

位置 120-695Gから125-700Gにかけて。14号溝

の南東側は、 5号溝から約 lmしか離れていない。

大溝北西側にある溝群のうち、最も北西隅に位置す

る溝である。

重複 9号溝は10号溝に先出しているようである。

10号溝と 14号溝の新旧関係は確認できなかった。

形状 9号溝は浅い底面に波打つような凹凸がある

上に、掘削工具痕のような凹凸が全体に見られ、南

東側で途切れてしまう 。溝らしくない部分が多い。

10号溝は調査範囲を通じて確認できる直線的な溝

である。底面の凹凸は 9号溝に属する部分であろう 。

14号溝は西壁の断面で確認できない蛇行のある細

い溝で、 9号溝の中で途切れるか、 9号溝に先出し

ていたものであろう 。

規模 9号溝は調査範囲内で全長5.lm、上幅2.2m

分が確認できる 。10号溝は全長7.2m、上幅80cm前

後になる 。14号溝は全長4.0m、上幅20cm前後しか

ない。

軸方向 10号溝は N-31°-W、14号溝はN-40°

-w前後になろう 。

遺物 出土していない。

その他の溝（取付道A区）

詞 瓦
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78.20m 
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9 • 10号溝

l 褐灰 10YR4/l 10号溝埋没土。シル

卜質土層。黄色味をおびた砂粒以外の挟

雑物をほとんど含まない。 1'では黄白色

の粘性土プロ ックの混入やや多い。

2 褐灰 10YR4/l 9号溝上層埋没土。

黄白色粘性土プロックの混じる砂質土層。

3 暗褐 10YR3/l 土質は 1層土に近い。

鉄分凝集が顕著。

4 地山のAs-C混じ り黒色土や灰色味の

強い粘性土等がプロ ック状に混合する。

第325図 7 • 9 • 10 • 14号溝
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その他の溝（取付道A区）

11号溝 （第326図 PL -39) 

位置 142-695Gから145-690Gにかけて。南西隅

は調査区域外、北東隅は12号溝と重なり不明瞭だが、

調査区域外へ伸びるであろう 。

重複 12号溝と重複しているが。新旧関係は確認で

きていない。

形状 細いが直線的な溝である。底面に深さ 3cmほ

どの小さな窪みが部分的に見られる。底面レベルは

南東側に低く傾斜しており、北西隅と 7cmの比高差

を生じている。

規模 調査範囲内で全長7.6m、上幅30cm前後、下

幅12~18cm、深さ10cm前後である。

軸方向 N-51°-E前後である。

備考 大溝北西側の溝群とはほぽ直交する軸方向に

あるが、この方向の溝は少なく、取付道内には例が

ない。

遺物 出土していない。

12号溝 （第326図 PL -39) 

位置 145-690Gから145-695Gにかけて。両隅と

も調査区域外となる。13号溝の南側1.3m前後の位

置に、ほぽ平行して並んでいる。

形状 弱い蛇行があるが、全体では直線的な溝と言

えよう 。底面は狭く断面はU字状である。底面レベ

ルは水平である。

規模 調査範囲内で全長5.lm、上幅30cm前後、下

幅8cm前後、深さ12cm前後である。

軸方向 N-86°-W前後である。

備考 13号溝とは規模が近似し、対になってほぼ東

西方向に走行する道路側溝状であるが、両溝間に道

路状の踏み固め面や盛土は確認できない。

遺物 出土していない。
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13号溝 （第326図 PL -39) 

位置 145-690Gから145-695Gにかけて。両隅と

も調査区域外となっている。

形状 わずかな蛇行が見られるが、ほぽ直線的な溝

である。底面に深さ 2~5 cmの不規則な窪みが数多

く見られる。掘削工具痕状のものやピット状のもの

など一様でないが、不明瞭なものが多い。

規模 調査範囲内で全長5.lm、上幅30~44cm、下

幅12~20cm、深さ10cm前後である。

軸方向 N-88°-W。

備考 工具痕状の窪みは幅25cm前後で、溝の走行に

対し斜めにあるものが多い。本溝の12• 13号溝の西

側延長部分にあたる本線C区部分は大溝にあたり確

認できない。

遺物 出土していない。

詞

0 1 : 100 2m 

ー
第326図 11 • 12 • 13号溝



その他の溝 （取付道A区）

17 • 18 • 19号溝

2号溝と大溝の間の幅約 3m部分に並んでいる 2

本の溝と、これを横切っている小規模な溝である。

大溝北西側の溝群と同じ走行の溝であるが、古墳時

代の小区画水田耕作土に相当する土層の下から確認

されている。

規模 調査範囲内で全長6.2m、上幅55~80cm、下

幅35cm前後で規模は一様ではない。深さは12cm前後

である。

軸方向 北西側でN-52°-W、南東側でN-40°

-W前後になる。

備考 確認できた相違は17号溝と同じだが、形状・

規模は異なり、同時存在の対になる溝ではなさそう

17号溝 （第327図） である。

位置 105-695Gから110-700Gにかけて。両隅と 遺物北西側埋没土とその西側に散乱する破片から

も調査区域外とな っている。 接合した古墳時代の土師器柑を第432図に示した。

重複 19号溝と重複しているが新旧関係は確認でき その他に刷毛目のある台付甕となりそうな摩滅した

ていない。 土師器小片 1片がある。

形状 断面で確認するのが難しいような、わずかな

窪み程度の浅い遺構である。西側は南東側に膨らむ

ように緩やかに湾曲しているが、東側は直線的であ

る。直線的な部分から底面が一段下がっているが、

全体の底面レベルではほぼ水平になっている。

規模 調査範囲内で全長6.4m、上幅15~50cm、下

幅 7~23cmと差が大きい。南西側ほど幅広になって

いる。深さは 3cm前後しかない。

軸方向 東側の直線部分ではN-50°-W。

備考 北西隅では痕跡程度しか確認できない。途切

れる可能性もあろう 。

遺物 刷毛目のある台付甕となりそうな摩滅した土

師器小片 3片のみである。

18号溝 （第327図）

位置 100-695Gから105-700Gにかけて。両隅と

も調査区域外となっている。17号溝の南西60~80cm

の位置に、平行するようにして並んでいる。

重複 19号溝に重複している。

形状 17号溝とは対称的に、北東側に膨らむように

してわずかに湾曲している。底面レベルは地山の傾

斜に沿って南東側に低く傾斜しており、北西隅と 5

cmの比高差を生じている。17号溝より 10cm前後深く

なっている。

4g
 

0 1 : 100 2m 

一第327図 17 • 18 • 19号溝
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その他の溝（取付道A区）

19号溝 （第327図）

位置 105-695Gから105-700Gにかけて。東隅は

17号溝北西側の窪みの中で不明になり、西隅は大

溝脇の壁崩落部分に合流している。

重複 大溝に先出している。17• 18号溝と重複して

いるが新旧関係は確認できていない。

形状 ほぽ直線的である。底面レベルは大溝側に向

って低く、わずかに傾斜している。

規模調査範囲内で全長2.9m、上幅25cm、深さ 7

cm前後の小規模な溝である。

軸方向 N-55° -E前後である。

遺物 出土していない。

23号溝 （第328図）

As-C混土層（基本土層第VI層）下面で、 As-C

混じりの埋没土の遺構として確認されている。 Hr

-FA層から約25cm下位にあたる。 17• 18号溝と共

に取付道A区内で最も古い溝である。

位置 135-690Gから135-695Gにかけて。

形状 直線的な溝である。底面は皿底上でやや狭く、

断面はU字状を呈し、部分的に壁中段に弱い稜がで

きている。底面レベルは水平である。

規模 調査範囲内で全長5.lm確認できる。上幅90

~105cm、下幅35cm前後、深さ40cm前後で全域ほぽ

一様な形状である。

軸方向 N-73°-W。

備考 埋没土のAs-Cの混入は少ないが、 As-C混

土層の上から開削されていることは断面からも確認

できる。埋没土は自然堆積のようで、水性堆積の痕

跡は確認できない。底面付近には壁崩落土の堆積が

やや多く見られる。

遺物 摩滅しきって旧状がよく判らないような薄手

の土師器が3片出土したのみである。

4年

韮—蒻5

0 1 : 100 2m 

一78.50m 

0 1 : 50 lm -
23号溝

1 基本土層のN・V層に相当する泥流層。

2 FA層 純度高いが降下火山灰に近い

状態ではない。

3 暗褐色粘性土層 小区画水田耕作土。

4 As-C混じりの黒色土層 4'ではやや

シルト質土となるが、 As-Cの量は多い。

5 黒褐色粘性土層 As-Cの混入は少な

い。 4'では色調淡くなり 5”では粒径粗

くなる。

6 黒色粘性土層 灰色の粘土プロ ックが

混入する。

第328図 23号溝
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取付道B区の溝

As-C混面の調査時に 2本の溝を確認している。

両溝とも As-C混土を埋没土としている。上面には

FA泥流下の小区画水田が広がっているが、この水

田畦畔の軸方向とは係わりのない走行である。

1号溝 （第329図 P L-39) 

位置 195-725G。南北両隅は調査区域外。

形状 調査範囲内では直線的な溝である。南隅でや

や東側に湾曲が始まる可能性がある。壁の立ち上が

りは一定していない。底面レベルは地山の傾斜に逆

行して北側に低く傾斜しており、南隅と 3cmの比高

差を生じている。

規模 調査できた範囲は全長4.lm、上幅85cm前後、

下幅25cmでほぽ一定、深さ45cm前後である。

軸方向 N-2°-E。

備考 Hr-FA層の15cm下で確認されている。

遺物 鶏卵大の自然石数点以外、出土遺物はない。

2号溝 （第329図 PL -39) 

位置 190-695G。 1号溝の東側約31mの地点に平

行した位置にある。南北両隅は調査区域外。

形状 蛇行があるが、全体ではほぽ直線な溝である 。

壁の立ち上がりは一定せず、西側がより開き気味で

あるのは、掘り直しの可能性もあろう 。底面レベル

は水平になっている。

規模 調査できた範囲は全長4.lmである。上幅は

130cm前後、下幅は35~50cmで一定でない。深さは

40cm前後である。

軸方向 N-7°-E前後になろう 。

備考 1 • 2号溝とも古墳時代の小区画水田に先出

する施設であるが、水田の軸方向や地山の傾斜に係

わりのない真北方向を軸方向としている。水成堆積

の痕跡は確認できない。性格不明の遺構である。

遺物 出土していない。

その他の溝（取付道B区）

1号溝

。．：□□二

一
78.30m 

ペ0 1 : 50 lm 

一一ーし 2号溝

--
ャ

-700 
---0 1 : 100 2m -

78.00m 

裟翌：：5：寄：寄：寄：：5：

0 1 : 50 lm -1 • 2号溝

1 黒褐色土層 基本土層のVI層に同じAs-C混じりの黒色土層で

あるが、混入物は少ない。 1'では地山粘性土がプロ ック状に混

じる。

2 暗褐色土層 プロック状の地山粘性土。

第329図 1号溝（上） ・2号溝（下）
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その他の溝 （取付道C区）

取付道c区

1号溝 （第330図 P L-39) 

位置 285-670Gから290-675Gにかけて。取付道

の北隅部分にあたる。東西両隅は調査区域外。

形状 ほぽ直線的な溝である。南側の広い溝と北側

の深く狭い溝に分かれる。

規模 調査範囲内では全長4.9m、上幅は全体では

1. 7m前後、北側部分で80~100cmになる 。深さは

南側で13cm、北側はさらに10cm深くなっている。

軸方向 北側はN-88°-E。南側はこれより 3゚前

後南側を向く可能性がある。

遺物 出土していない。

2号溝 （第330図 PL -39) 

位置 280-670Gから280-675Gにかけて。 1号溝

の南側 6mに軸方向を若干違えて並んでいる。東西

両隅は調査区域外になる。

形状 直線的な溝である。底面は狭く、壁の立ち上

がりは緩やかになっている。

規模 調査範囲内では全長5.0m、上幅 lm前後で

ある。下幅は15~30cmで東側ほど幅広になる傾向が

ある。底面レベルには 3cm前後の凹凸がある。深さ

は30cm前後である。

軸方向 N-87° -E。

備考 軸方向や規模は 1号溝北側に近似している。

両溝の間には道路上の硬化部分は確認できない。ま

た、道幅 6m以上の道路側溝としては貧弱である。

なお、 2号溝南側には天明三 (1783)年の浅間山降

下軽石 (As-A)を鋤き込んだ耕作痕が見られるが、

この耕作痕の区画と本溝とは軸方向が合わない。

遺物 出土していない。

4年

L
 

芦
-675 

上

0 1 : 100 2m 

一
第330図 1 • 2号溝
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その他の溝（取付道c区）

3 • 5~ 7号溝

取付道c区の南西隅に軸方向を N-5°-W前後で

平行に並ぶ溝群である。 3号溝は 6号溝の上に後出

して開削されている。北隅は調査区域外となる。南

側の延長を取付道A区で確認することはできない。

3号溝 （第331図 PL -40) 

位置 250-675Gから265-680Gにかけて。調査範

囲内ではすべて 6号溝上にある。

形状 直線的な浅い溝である。底面レベルには 5cm 

近い凹凸があり、傾斜に沿って下がる傾向は認めら

れない。底面に上幅25cm前後、深さ最大 9cmの掘削

工具痕状の窪みが並んでいる。

規模 調査できた範囲は全長13.4m、上幅30~42cm、

6号溝底面からの深さ 5~13cmである。

軸方向 N-8°-W。

遺物 銅製のキセル吸い口を図示した。その他には

明治期以降の磁器片の出土が目立ち、近年まで開口

していたことが分かる。

5号溝 （第331図 PL -40) 

位置 250-680Gから255-680Gにかけて。

形状 南隅が西側にやや湾曲しているが、全体では

ほぼ直線的な溝である。底面には波打つような凹凸

があり、 4cmの比商差が生じている。どちらか一方

に傾斜する傾向は調査範囲内には認められない。

規模 調査できた範囲は全長5.4m、上幅40cm前後

で南ほど幅広になる、深さ 8cm前後である。

軸方向 南隅を除くと N-5°-W前後になる。

遺物 出土していない。

溝号
l
l
|
l
・

溝

5

-

ー

|
|
|
|
l
号7

 

3
 

枯I
-875 

芦
-675 

0 1 : 100 2m -l ° --ー 5 • 6号溝
1 暗褐 10YR3/3 As-Bの混入の多い砂

3溝ー 1 質土層。 1'ではAs-Bの量が減る。

2 黒 10YR2/l 粒子のやや細かな弱粘性
5cm 

゜
1 : 2 

78.50m 5号溝

0 1 : 50 lm 

土層。 As-Bをわずかに含む。 ――--_----

第331図 3 • 5~7号溝および出土遺物
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その他の溝 （取付道c区）

6号溝 （第331図 PL-40) 

位置 250-675Gから270-675Gにかけて。 5号溝

の東側20cmの位置にある。

重複 3号溝に先出している。

形状 北半は小さく屈曲しているが、ほぽ直線的な

溝である。底面は平坦で全域ほぼ同レベルである。

規模 調査できた範囲は全長17.3m、上幅1.6~1. 9 

mで南側ほど幅太になる。深さは 6cm前後で、太い

幅に比して浅い。

軸方向 N-6°_W。

備考 3 • 5~7号の溝群中では唯一幅広の溝であ

る。水路的ではないが、水田区画に沿った溝を何度

も掘り直してできた溝群にあって、本溝が中心的な、

最初に開削された溝と考えたい。

遺物 陶器鉢 l点、鍋等の近世土器 6点のほか、土

師器や埴輪細片が出土。明治期以降の遺物は含まれ

ないようである。

7号溝 （第331図）

位置 254-681 G付近。 5号溝の西側25cmにほぼ平

行に並んでいる。

形状 調査範囲内では東側へ膨らむように湾曲して

いる。特に北隅で西側へ屈曲する可能性がある。底

面レベルは南側に低くわずかに傾斜していて、北隅

と2cmの比高差を生じている。

規模 調査できた範囲は全長2.3m、上幅28cm前後、

深さ 3cm前後である。

軸方向 全体で眺めればN-2°-Wになる。

遺物 出土していない。

4号溝 （第332図 PL -40) 

位置 205-685Gから210-680Gにかけて。

形状 直線的な溝である。底面は細かな凹凸がある

が、幅広で比較的平坦である 。底面レベルはほぽ水

平になっている。

規模 調査できた範囲は全長5.6m、上幅80cm前後、

深さ20cm前後である。

軸方向 N-74° -E。

備考 断面観察から水成堆積の痕跡は確認できな

い。上面埋没土にAs-Aを多量に含んでいる 。底面

付近にはAs-Bが多量にみられるが、埋没土中には

あまり見られない。比較的短期に埋め戻された可能

性もあろう 。

遺物 出土していない。

4知

78.60m 

(

|

l

|

 
0 1 : 100 2m 

一
0 1 : 50 lm -

4号溝

1 にぶい黄褐 10YR4/3 As-Aの混入の

多い非粘性土層。1'ではAs-Aは少なく、

小礫等雑多な混入物が増える。

2 灰黄褐 10YR4/2 シルト質土層。給源

不明のパミス微粒を含む。

第332図 4号溝
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その他の溝 （取付道E区）

取付道E区の溝

本線C区の大溝から南西方向に100m近く離れた

一帯に大溝と近似した軸方向に並ぶ溝群が調査され

ている。南東側延長上では本線B1区につながるが、

具体的に照合できる溝は確認できない。

3号溝 （第333• 334図 PL -40) 

位置 090-795Gから095-795Gにかけて。

重複 10~12 • 14号溝に後出している。

形状 直線的な溝である。底面には凹凸があり、 4

cmの比高差ができている。

規模 調査できた範囲は全長5.3m、上幅75cm前後、

下幅32cm前後、深さ40cm前後である。

軸方向 N-24°-W。

備考 基本土層第1II層下で確認した遺構であるが、

天明三 (1783)年以降に埋没した溝である。

遺物 出土していない。

7号溝 （第333• 334図 P L-40) 

位置 095-785G。

形状 直線的な溝だが、南隅は東側へ小さく湾曲す

る可能性がある。底面レベルは南側に低く傾斜して、

北隅と 5cmの比高差がある。

規模 調査できた範囲は全長4.3m、上幅35cm前後、

下幅15cm前後、深さ20~30cmである。

軸方向 N-31° -W。

遺物 出土していない。

8号溝 （第333• 334図）

位置 095-790Gから095-795Gにかけて。

形状 ほぼ直線的な溝である。北隅で東側へ屈曲す

る可能性がある底面は丸みがあり、底面レベルは水

平である。

規模 調査できた範囲は全長5.2m、上幅32cm前後、

下幅15cm前後、深さ10cm前後である。

軸方向 N-53° -W。

遺物 刷毛目のある土師器甕胴部片中心に土師器細

片 7片を出土している。
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一第333図 3 • 7~14号溝
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その他の溝（取付道E区）

9号溝 （第333• 334図 PL -40) 規模 調査できた範囲は全長5.6m、上幅55cm前後、

位置 090-790Gから095-795Gにかけて。 8号溝 下幅18~25cmである。

の2m西側に平行するように並んでいる。 軸方向 全体ではN-47°-W前後になろう 。

重複なし。 遺物奈良•平安時代の土師器 2 片を出土し、 1 片

形状東側に膨らむように弱く湾曲した溝で、下端 は図示した杯大破片である。

にその傾向が強くなっている。西壁の立ち上がりが

緩やかになっている。

規模 調査できた範囲では全長5.5m、上幅 lm前

後で下幅は一様ではない。深さは30cm前後である。

軸方向 全体ではN-46° -W前後になろう 。

遺物 時期不明の土師器小片 2片のみ。

10号溝 （第333• 334図 P L-40) 

位置 090-795Gから095-800Gにかけて。

重複 3号溝に先出している。 11号溝に後出すると

思われるが、断面での確認はできていない。

形状 ほぼ直線的な溝である。底面には波打つよう

な凹凸があり、 8cmの比高差を生じている。

78.70m 

＼亨ム
D
 

交
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11号溝 （第333• 334図）

位置 090-795Gから090-SOOGにかけて。

重複 3号溝に先出している。 12号溝に後出すると

思われるが、先後関係は確認できていない。

形状 溝群を横切ってクランク状に屈曲する溝であ

る。底面レベルは西側に低く均等に傾斜して、東隅

と5cmの比高差を生じている。

規模 調査できた範囲は全長3.3mまで確認できる

が、 10号溝に沿って北側へ伸びると思われる。上幅

は50cm、深さ12cm前後である。

軸方向 中央部分ではN-45°-E。

遺物 時期不明の土師器微細片 l片のみである。

C ---- c’ 
ー・ I .— 

-,,...-1― ョ

H H' . . 
--.-

1 黒褐 10YR3/l 粒子の細かな粘性土

層。As-Aと思われるパ ミスを含む。1'に

は2層土を小プロ ック状に含む。

2 黒褐 10YR3/2 水成堆積らしい粘性土

でしまり強い層。給源不明の白色パミス

を散見する。15号溝以外に共通して見ら

れる。2'は黒色味強い。

3 黒褐 2.5Y3/2 やや砂質な泥流層。

3'ではより砂質になり粒径も大きい。

4 暗オリープ褐 2.5Y3/3 粘性のある泥

流層。一部でラミナ状に堆積する。4'で

はローム状土が混じる。

5 暗褐 10YR3/3 粘性のある泥流層だ

が、乱れが多く、水成堆積的ではない。

10号溝にのみ見られる。

0 1 : so lm 

一□ 10溝 1

゜
1 : 3 10cm 

第334図 3 • 7~14号溝断面および出土遺物
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12号溝 （第333• 334図 P L-40) 

位置 090-795Gから095-800Gにかけて。10号溝

の60cm西側に平行して並んでいる。

重複 3号溝に先出している。11• 13 • 14号溝との

先後関係は確認できていない。

形状 ほぽ直線的な溝である。底面には緩やかな凹

凸があるが、南側へ低くわずかに傾斜している。

規模 調査できた範囲は全長5.4m、上幅60~72cm、

下幅15~32cmで南側ほど幅広になっている。

軸方向 N-45°-W。

遺物 時期不明の土師器微細片 1片のみである。

13号溝 （第333• 334図）

位置 090-800G。北側は12号溝、南側は11• 14号

溝に重複し、部分的な確認である。

形状 調査範囲では直線的な溝である。上幅に比し

て浅＜、底面は皿底状で平坦になっている。

規模 調査できた範囲は全長2.6m、上幅70cm、下

幅40cm、深さ10cm前後である。

軸方向 N-23°-W。周辺の溝群に比べ北側を向

いている。

遺物 古式土師器と思われる小破片 3片のみ。

14号溝 （第333• 334図）

位置 090-795G。南壁際でわずかに見られ、全容

は不明である。3号溝東側に見られるコーナ一部分

が本溝の延長部分となると思われる。

規模 調査できた範囲は東隅を含めて全長2.5m、

上幅26cm以上、深さllcmである。

軸方向 N-60° -E前後か。

備考 13号溝が直角に屈曲したり、 15号溝がクラン

ク状に屈曲して本溝に合流する可能性もあろう 。土

坑状の遺構となることも考えられる。

遺物 古式土師器と思われる壺口縁 1片のみ。

5号溝 （第335図）

位置 080-810Gから085-815Gにかけて。撹乱が

多く、不明瞭なー画にある。6号溝の東側部分のさ

その他の溝 （取付道E区）

らに東側60cmの位置に、同溝とほぽ平行して並んで

いる。

形状 ほぼ直線的な溝だが、底面は不均等で、調査

区中央と南隅で深くなり、北隅では不明瞭になる。

規模 調査できた範囲は全長4.0m、上幅40cm前後、

深さ最大で 8cmである。

軸方向 N-42° - W前後になる。

遺物 土師器細片 4片、近世以降の陶器片 2片のみ

の出土である。

6号溝 （第335図 PL -40) 

位置 075-820Gから080-815Gにかけて。

重複 19号溝に後出すると思われるが先後関係は確

認できていない。

形状 やや鋭角に曲がる鍵の手状の溝である。底面

は広く平坦で、壁の立ち上がりは緩やかである。底

面レベルには凹凸があり、 10cm以上の比高差がある

が、 一方向へ向うような傾斜は見られない。

規模 調査できた長さは東側4.5m、南側8.3mで、

上幅2.7m前後、深さ50cm前後である。

軸方向南側はN-63°-E、東側はN-38°-W。

備考 平面図からは方形周溝墓状だが、埋没土も遺

物も中世以降のものである。

遺物 図示した東側出土の 3点以外に、中世以降の

焙烙や播鉢などの土器を中心に約40片出土してい

る。やや大形の破片が多く、土師器や灰釉陶器椀な

ども混じっている。

19号溝 （第335図）

位置 075-825Gから080-815Gにかけて。北東側

は6号溝に合流する。

重複 6号溝に先出か。

形状 南西隅が北側に向って屈曲するが、他は直線

的な溝である。皿底状の底面形状は一定していない。

規模 調査できた範囲は全長8.2m、上幅40cm前後、

深さ最大8cmだが2cm前後の部分が多い。

軸方向 直線部分はN-51°-E。

遺物 出土していない。
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その他の溝（取付道E区）
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1 黒 10YR2/l As-A混じりのややしまり強い砂質土層。

2 黒褐 10YR3/l 粗砂主体の層。斑鉄やや目立つ。

3 黒褐 10YR2/2 砂質土と粘性土の混合土層。給源不明の白色

パミスを含む。

4 黒褐 10YR3/l 粘性土主体で川砂が不均等に混じる。

5 黒褐 10YR2/2

6 黒褐 10YR2/2 粗砂やローム小プロックの混入がやや多い。

7 灰黄 2.5Y6/2 粘性土層。

8 黒褐 10YR2/2 6層に対応する。粒径の細かな砂質土層。混

入物少ない。

9 褐灰 10YR4/l 砂質土層。ローム小プロ ックが上面から流れ

込むようにして混入する。

10灰黄褐 10YR5/2 ローム プロック。

C 78.20m •上

0 1 : 50 lm 

一
'--•――ー•--

：ロー／
6溝ー 1（↑／3) ー／溝ー2

1雹6溝ー 4

0 1 : 5 10cm 

一第335図 5 • 6 • 19号溝および出土遺物

348 



その他の溝（取付道E区）

4号溝 （第336図 P L-40) 深さ60cm前後である。

位置 080-805Gから085-810Gにかけて。 5号溝 軸方向全体ではN-31° -W前後であろう 。

の東側約 3mの位置に平行して並んでいる。 備考 As-A降下時には埋没しきっている。

形状上端は蛇行しているが、底面は直線的な溝で 遺物出土していない。

ある。壁面は中段に稜があり、上方へ広く開いてい

る。底面レベルは南側に低くわずかに傾斜していて

北隅と 4cmの比高差を生じている。

規模 調査できた範囲は全長4.9m、上幅3.6m前後、

下幅30cm、深さ80cm前後である。

軸方向 N-46°-W。

備考 断面から水性堆積が確認できる。 5 • 6号溝

など近世と思われる遺構と共通した軸方向である

が、 As-A降下時には埋没しきっている。

遺物 古式土師器・須恵器有台杯・焙烙底部など雑

多な11片で、やや大形の破片も含まれる。

15号溝 （第336図）

位置 090-SOOG。西側は16号溝に合流し、東側は

11号溝直前で途切れている。

形状 東隅は南に向かって湾曲している。底面は平

坦で、底面レベルは東隅付近が深くなっている。

規模 調査できた範囲は全長2.2m、上幅25cm前後、

深さ10cmである。

備考 溝と呼ぶのに相応しいか疑問な遺構である 。

14号溝へと続く可能性もあろう 。

遺物 細片 5片のみで、すべて古式土師器らしい。

16号溝 （第336図）

17号溝 （第336図 PL -40) 

位置 085-800Gから090-805Gにかけて。

重複 18号溝と重複しているが先後関係は確認でき

ていない。

形状 直線的な溝である。壁の立ち上がりはややき

つく、最上面で大きく開いている。底面は二段底状

になっており、掘り直しの痕跡と思われる。底面レ

ベルはほぼ水平である。

規模 調査できた範囲は全長5.lm、上幅1.5m前後、

下幅20cm、深さ80cm前後である。

軸方向 N-30° -W。

備考 16号溝と対になるように並んでいるが、埋没

土は大きく異なって、天明三年以降まで開口してい

たことが土層断面から確認できる。

遺物 小破片を中心とする土師器33片を出土してい

る。古式土師器と思われる壺類胴部片が多いが、奈

良・平安時代の杯類も混じっている。

18号溝 （第336図）

位置 090-805G。東側は16号溝、西側は17号溝に

合流している。

形状 蛇行が強い。特に西隅は南側へ大きく湾曲し

ている。底面は階段上に西側へ低く傾斜していて、

位置 090-800Gから090-805Gにかけて。 東隅と 10cm以上の比高差がある。

重複 15 • 18号溝と重複しているが先後関係は確認 規模全長約 lm、上幅20cm前後、深さは東側で 5

できていない。 cm、西側で20cmになる。

形状 西側にわずかに膨らむように湾曲気味だが、 備考 溝と呼ぶのに相応しいか疑問な遺構である。

ほぼ直線的な溝である。壁上半部は垂直に近い立ち 遺物 出土していない。

上がりである。底面付近の形状は一様ではないが、

中段に平坦面があり 二段底状になる部分が目立って

いる。底面レベルには緩やかな凹凸があり、最大 5

cmの比高差を生じている。

規模 調査できた範囲は全長5.lm、上幅1.6m前後、
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0 1 : 100 2m - 冷池

l 褐灰 10YR4/l

強い非粘性土層。

2 黒褐 10YR3/2 給源不明の白色バミス

を少量含む弱粘性土層。2'にはAs-Aら

しいバミスを散見する。

3 黒褐 7.5YR3/l 給源不明のパミスの

混じる粘性土層。泥流層か。3'には粗砂

がレンズ状に堆積している。

4 灰オリープ 2.5Y5/2 粘性土と砂質土

の混合土層で、斑鉄多い。4'には砂の混

入多い。

5 黒褐 10YR3/l 粒径粗い砂質土中に、

ローム小プロックをやや多量に含む。

5'には黒色粘性土プロックが目立つ。

As-A混じりのしまり D 78.60m D' . . 

78. 70m 

C 

A 78.60m A' . . 

78. 70m 

B B' 

~. 78.80m 

第336図

0 1 : so lm ― 4 • 15~18号溝
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掘立柱建物および柱列 (A1区）

8 掘立柱建物および柱列

表記の遺構は、遺跡全体で本線部分のA区から C

区の範囲で、柱列 3棟、掘立柱建物 7棟が調査され

ている。竪穴住居の軒数や中世館跡の存在を考える

と、軒数は少なく重複例もない。ピットの数は多い

ので、後世に壊された部分を含め、調査された以外

にも多数の施設があったと考えられる。小規模な建

物や柱列がほとんどであるが、 B区で確認された建

物は四面庇を持つ中世建物として特筆されるもので

ある。

Al区の遺構

古墳時代と中世の溝で囲われた方形区画があり、

柵列状の遺構把握には特に留意した地点である。多

数のピットが調査されているが、施設として捉えら

れたのは 2基の柱列と 2軒の掘立柱建物のみであ

る。2号掘立柱建物は欠番である。

1号柱列（第337図 PL -41) 

位置 920-775G。並行する古墳時代の溝10• 16号

溝の間にあるが、軸方向は北方に振れて両溝とは異

なっている。付近にはピットが散在している。

規模 Pl-P4間は芯芯距離で2.75mある。各ピ

ットは等間隔になく、 P2-P3間が特に短い。

軸方向 N-29°-W。

備考 各ピットとも埋没土は類似しているが、柱痕

は明瞭ではない。20号ピットが本柱列の北側75cmの

延長線上にあるが、ピットの形状や間隔など、すべ

て異なっている。

2号柱列（第338図）

位置 910-770Gから 915-775G。 1号柱列の南

側にあり、軸方向は 1号柱列に近い。ピットが散在

する一画であるが、際立って深さのある 3本の柱穴

が 1列に並んでおり、 2号柱列として扱った。

規模 3本のピットは芯芯距離で5.lmある。p2 

はP1 -P 3の中心より 30cmP1側に寄っている。

軸方向 N-31°-W。

備考 p 3断面に顕著な柱痕が見られる。p1も柱

穴的な形状だが、p2は浅く柱穴とは確定できない

形状である。

| 

己

◎""O 
忌

R芯

◎ 姦

。て.... 

~
冷 1号柱列 ビット計測表

No 長径 短径 深さ (cm)

p 1 42 34 39 

P2 39 33 31 • 37 

p 3 35 32 39 

P4 42 38 22 

゜
1 : 60 2m 

1号柱列

1 黒褐 10YR2/2 粒子の細かな腐蝕土質

の微粘性土層。As-Cと思われるパミス

散見。混入物少ないが、 1'にはローム粒

が混じる。

2 黒褐 10YR3/2 粒子の細かな弱粘性土

層で、ロ ーム小プロックが混じる。やや

しまり欠く 。

3 にぶい黄褐 10YR4/3 2層土とローム

小プロ ックの混合土層。

第337図 Al区1号柱列
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掘立柱建物および柱列 (A1区）
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2号柱列 ピット計測表

No 長径 短径 深さ (cm)

p 1 54 52 54 • 69 

P2 60 53 42 

P3 47 39 73 

D
 

D
 

◎苫
ぐ＇I:.: •• 

2号柱列

1 黒褐 10YR3/2 ややしまり欠く微粘性

土層。ローム粒を少量不均等に含む。

l'では混入物少なく黒色味増す。

2 にぶい黄褐 10YR4/3 1層土とローム

プロックの混合土層。ややしまり欠く。

3 黒褐10YR3/2 やや腐蝕土質の弱粘性

土中に白色粘土プロックが少量混じる。

3'では粘土の混入多い。

゜
1 : 60 2m 

第338図 Al区2号柱列

1号掘立柱建物 （第339図 PL -41) 

位置 895 • 900-780G。 1• 2号溝が作る古墳時

代の方形区画の外になる。 4号溝が作る中世館区画

内にあるが、 4号溝の軸方向とはつながりがない。

形状・規模 当初p1~P4による 4本の大型柱穴

からなる 1号掘立柱建物と、規模の小さなp5~P 

8からなる 2号掘立柱建物の、重複する 2棟の建物

を検討していたが、これらを併せた 8本の柱穴から

なる建物とするのが妥当とした。すなわちp5~P 

8を庇とし、南北2面庇のある 1間X 1間の南面す

る建物になると考えた。庇を含めた建物の規模は芯

芯間で梁行3.9m、桁行3.lmになる。庇の張り出し

は南北ともl.lm前後である。

重複 95号土坑に先出している。 96• 98号土坑とも

重複するが新旧は不明。42号住居とは接している。

主軸方向 N-19° -W。

備考 北側の庇p5とp8は他の柱穴の配置より西

ヘ逸れている。南面のみの庇となる可能性もあろう 。

また、庇付きの建物としては柱穴規模が貧弱で、い

ずれの柱穴とも柱痕も不明瞭である。本施設を建物

とすること自体に懸念も残る。
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掘立柱建物および柱列 (A1区）
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1号掘立柱建物 ビット計測表

゜
1 60 2m No 長径 短径 深さ (cm)

p 1 60 57 37 

1号掘立柱建物
P2 60 59 15 

1 黒褐色土層 弱粘性土で褐色土を不明
P3 59 57 18 

瞭なプロック状に含む。
P4 56 49 22 

2 暗灰褐色土層 粒子の細かな弱粘性土
p 5 (36) 30 12 

層。混入物少ない。 P6 41 33 9 • 19 

3 黒色土層 混入物の少ない、やや腐蝕 P7 43 30 11 • 19 

土質の層。3,にはローム小プロックやパ P8 33 30 22 

ミスの混入やや多い。 pg 34 28 25 

第339図 Al区1号掘立柱建物

353 



掘立柱建物および柱列 (A1区）

3号掘立柱建物（第340図 PL -41) 

位置 855 • 860-810 G。Al区南西側の古墳時代

方形区画内西隅付近はピッ トが最も集中して確認で

きた一画である。付近のピットは深く、柱痕の残る

ものが多いのが特徴である。古墳時代の方形区画に

伴う建物を把握するため、確認には特に留意した一

画であったが、建物として確認できたのは本建物 l

棟のみである。この一画のピットは、古墳時代の区

画内にのみ見られることや竪穴住居との重複が少な

いことなどから、古代の施設である可能性もあろう。

形状・規模 深さ50cm以上のピットを並べて見つか

った建物である。各柱穴とも底面に柱痕状の窪みが

ある。規模は芯芯距離で桁行3.2m・梁行2.7mで2

間X2間の建物だが、西側のみ l間になっている 。

配置はやや不規則で、桁方向では東側の Pl-P7

間 •P3-P4 間では1. 8m だが、西側では1. 4m前

後となっている。

重複 9・10・43号土坑に先出すると思われる。

主軸方向 N-32° -W。

備考 軸方向も古代の遺構群に近い数値である。
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1 : 60 2m 

3号掘立柱建物 ピット計測表

No 長径 短径 深さ (cm)

p 1 62 44 42 • 60 

P2 65 57 47 • 62 

p 3 67 54 43 • 55 

P4 58 53 39 • 60 

P5 (60) 58 26 • 57 

P6 58 54 58 • 66 

P7 54 53 28 • 54 

3号掘立柱建物

1 黒褐 10YR3/2 やや粗粒の黒色微粘性土中にローム小プロッ

クやローム粒を散見する。 As-Cを少磁含む。 1'では混入物少

なく、 1”ではローム土の混入やや多い。

2 にぶい黄褐 10YR4/3 ロームプロックと黒色弱粘性土との混

合土。

3 暗褐 10YR3/3 やや粗粒の黒色弱粘性土中に、ロームプロッ

クが不均等に混じる。パミスをほとんど含まない。

4 黒褐10YR3/2 1層土に近いが、 As-Cの混入やや多く、焼土

粒を散見している。

第340図 A 1区3号掘立柱建物
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掘立柱建物および柱列（A2区）

A2区の遺構 位置 970-770Gから980-775G。古墳時代の 1号

ピット数はAl区に比べて少ない。柱列は確認で 溝の北東側約 8.5mに平行して並ぶように建ってい

きないが、掘立柱建物はAl区と同数の 2軒を調査 る。

できた。 形状・規模 梁行 2間x桁行 3間と想定される。た

だし、 P2とp7は若干位置が逸れるうえ、特に P

1号掘立柱建物（第341図 PL -41) 

B区 1号掘立柱建物に次ぐ規模の遺構である。竪

穴住居との重複が多く、据立柱建物としての把握が

遅れ、住居との新旧関係把握には不備が多い。

ul 

．上◎PB

-1 1 

＼パ塁
-/ 

pg 

2は4号住居の主柱穴と区別ができない。 1間X3

間の建物となる可能性も十分考慮したい。芯芯間で

桁方向は8.9m、各柱穴間は2.6~2.7mになる。梁

方向は南西側4.6mなのに対し北東側4.8mでやや開

司
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-,! 

．
 ,a
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第341図 A2区1号掘立柱建物
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掘立柱建物および柱列（A2区）

C 78.40m ..£. 1号掘立柱建物 ビット計測表

No 長径 短径 深さ (cm)

p 1 32 28 29 

P2 52 39 17 • 22 

P3 36 35 30 • 41 

P4 39 31 27 • 44 

P5 47 40 26 • 31 

P6 35 34 33 • 48 

P7 62 37 40 

P 8 52 44 23 • 28 

P 9 47 40 67 

P 10 36 33 57 

E
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1号掘立柱建物

1 黒褐 10YR3/2 ローム小プロ ックの混

じる弱粘性土層。しまりやや強い。 1'で

はロームプロックがやや大粒になる。

2 黒褐 10YR2/2 パミスの混入多い非粘

性土層。

3 暗褐10YR3/3 粒子の細かな粘性土

層。ローム粒を少量、霜降り状に含む。

3'ではローム粒多い。

4 黒褐10YR2/3 ローム小プロ ックの混

じる 3号住居貼り床層。

5 にぶい黄褐 10YR5/4 ローム土と暗褐

色の粘性土との混合土層。

第342図 A2区 1号掘立柱建物断面

いている。各柱穴の間隔は一定でない。また、各柱

穴の平面形も 一定でなく、 Pl・P3・P6・P8

の四隅の柱穴が円形なのに対し、 P4・P5は隅丸

長方形を呈している。

重複 P4・P5は20号住居に後出している。P8

は3号住居に先出している可能性がある。

主軸方向 N-61°-E。

備考 南西側に面した建物で 1号溝に桁方向を揃え

ている。竪穴住居などその他の遺構とも軸方向に関

連があり、古代の遺構と考えたい。

2号掘立柱建物 （第343図）

位置 945-765Gから 950-770G。A2区内では

ピットの多いー画にある。規模の大きなピットの並

びで、容易に確認されている。

形状・規模 1間X2間の側柱建物を想定したが、

中央束柱となる位置にp7がある。この柱穴は規模

が異なり本建物に伴うものとは思われないが、重要

な位置にあるため、合せて掲載した。南西に面する

建物と思われる 。規模は芯芯距離で梁行4.0m、桁

行4.75mである。6本のピットは平面形が隅丸長方

形に近く、 A区の他の建物とは異なっている。断面

から柱痕は観察できないが、底面に柱痕状の窪みが

見られ、深さも類似している。

重複 直接重複していないが16• 18 • 20号土坑、 4

号ピットが建物区画内にある。新旧は不明である。

主軸方向 N-56°-E。

備考 時期決定の根拠となる資料は得られていな

い。 1間X2間の全体形状は中世的であるが、個々

の柱穴の平面形は奈良時代的である。軸方向も古代

の遺構群に近いが、やや東側に振れ過ぎている。
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堀立柱建物および柱列 (A2区）
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E E' F F' 2号掘立柱建物 ビット計測表 2号掘立柱建物

No 長径 短径 深さ (cm) 1 暗褐 10YR3/3 As-Aと思われるパミ

p 1 62 50 44 • 50 
スを散見する砂質土層。 1'ではパミスの

P2 73 • 89 57 44 • 62 
量が多く、ローム土等の混入物を含む。

P3 60 57 60 • 83 
2 黒褐10YR2/3 As-Cを霜降り状に含

p 4 91 64 56 • 65 
む微粘性土層。2'にはローム粒が混じる。

p 5 80 • 92 61 59 • 69 
3 黒褐10YR3/2 ローム小プロック・ロ

p 6 66 50 50 • 84 
ーム粒を不均等に少量含む土層。3'には

As-Cを散見する。

P7 56 (44) 17 • 38 4 暗褐10YR3/4 不明瞭なローム状土

プロックを多量に含む弱粘性土層。 4'に

゜
1 : 60 2m 

は炭化物粒散見する。

第343図 A2区2号掘立柱建物
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掘立柱建物および柱列 (B区）

B区の遺構

B区で集中してピットが見つかったのはB1区の

西側である。表土を剥がし、基本土層のVI層上面ま

で達した段階で、溝状の遺構とともにピット群が確

認されている。建物として把握できたのは 1棟だけ

であったが、同様の柱穴や耕作土内に礎石上の礫の

混入が数多く見られ、調査区域外に広がる別建物の

存在する可能性は十分にあろう 。

B区 1号掘立柱建物（第344~346図 PL -42) 

礎石状礫の据えてあるピットの並びから、四面庇の

ある本遺跡最大の建物が把握できた。

位置 045-775 • 780G他。

形状・規模 1間X3間で四面庇の付く大型建物で

ある。桁方向と梁方向が直交せず、平行四辺形気味
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第344図 B区1号掘立柱建物
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に歪んでいる。柱穴の配置は北側では規則的で、中

央がやや狭く、東西で等間隔になっている 。芯芯距

離で、 Pl-P2とP3-P4間は約2.5m、P2-

p 3間は2.2mになる 。南側はp8が土坑に壊され

ていて不明瞭だが、大きく乱れていて、特に P19-

喜
茫

第345図 B区 1号掘立柱建物断面(1)

掘立柱建物および柱列 (B区）

P20間は開いている 。庇の張り出しはほぽ1.lmで

四辺とも 一定している。庇を含めた規模は芯芯距離

で梁行6.05m、桁行9.15mになる。

重複 3号土坑に先出し、 8• 11 • 16号溝には後出

している。その他に 4号土坑も直接重複してはいな

1号掘立柱建物 ピット計測表

No 長径 短径 深さ (cm)
（石上・底）

p 1 46 45 12 • 15 

P2 40 36 0 • 6 

P3 39 37 - • 36 

P4 57 47 13 • 26 

P5 47 46 30 • 34 

P6 38 34 16 • 22 

P7 47 38 - • 25 

P8 10 • 17 

P 9 35 30 18 • 30 

p 10 51 34 21 • 34 

p 11 39 36 13 • 22 

P 12 28 25 13 • 25 

P 13 34 31 17 • 22 

NE ll P 14 40 40 16 • 24 

P 15 36 34 17 • 23 

P 16 47 33 29 • 33 

S ll P 17 45 39 27 • 33 

P 18 41 36 20 • 27 

P 19 47 (28) ー ・21

P20 38 36 - • 44 

o土
P21 36 36 27 • 33 

P22 48 45 26 • 34 

P23 39 35 28 • 31 

P24 55 38 24 • 32 

1号掘立柱建物

1 黒褐色土層 As-Cと思われるパミス

を霜降り状に含む、しまり強い層。ロー

ム粒を少量含む。

2 黒褐色上層 やや粒子の細かな弱粘性

土層。炭化物粒を少量含む。 2'ではロー

ム小プロックが混じる。

3 暗褐色土層 2層土と微細礫まじりの

砂の混合土層。溝上のみに見られる。
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掘立柱建物および柱列 (B区）
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第346図 B区 1号掘立柱建物断面(2)

いが建物の区画内にある。

主軸方向 梁方向は柱列N-12°_Wだが、桁方向を

元に歪みを修正すると N-10°-W前後となる。

備考 各柱穴には掘り方の底面付近に扁平な川原石

が置かれているものが多い。礫は長軸25cm前後 ・厚

み6cm未満で平面楕円形状のものが多く、球形状の

礫は使用していない。主柱穴と庇部分で礫の規模に

差はないようである。礎石下に柱痕は見られず、当

初から礫を敷くための柱穴であったようだ。P3・

P 7 • P 19 • P20には礎石は見られないが、形状は

他の柱穴と変わらない。また P8部分は土坑に壊さ

れ、礎石だけが残されたようである。P19は試掘時

のトレンチで一部を壊されていて、 lm南側のトレ

ンチ埋め土内から見つかっている礫が本柱穴に伴う

礎石であった可能性がある。出土遺物はない。

小結 建物の企画・規模や土層から、本建物は中世

の所産と考えられる。Al区にある中世方形館北隅

から北へ50m離れているうえ、軸方向も 一致しない

ので、館に先行する建物となる可能性もあろう 。

1号掘立柱建物跡の特徴を要約すれば、 ①規模お

よび四面屁②梁間ー 1間③掘立柱穴内礎石据えであ

る。①については、階層、機能上、ある程度の

特権階層と主要建物である点が、 ②については高崎
さす

市域の傾向として、叉首組、草屋根建物を推定でき、

③については②の特徴と共に中世でも 15世紀初頭以

前に多い建物傾向にある。

この建物跡は、遺跡地の西方延長上にある慈眼寺

より南東約650mにある。慈眼寺は、現在も 4ha以

上の伽藍、墓地を含む寺地を有し、来歴はともかく、

寺伝の法具類、紙本類に鎌倉時代頃からの寺運の商

まりを認め、 14世紀には足利尊氏の寄進状なども伝

存する。この建物跡に西接して南南東から北北西に

向う古道往還 （市道）があり 、往時において、おそ

らくは、道沿いに小規模な町屋が形成されていたで

あろう 。その際、建物跡の字名称が大門であるとこ

ろから、町屋の末端、もしくは大門とした総門外脇

の位置にこの場所が相当することになる。① ・③の

特徴からくるある程度の特権の意味は、慈眼寺の係

わりとも考えられる。
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掘立柱建物および柱列 (C区）

c区の遺構 主軸方向 N-75°-E。

当区は竪穴住居が8世紀以降に一時的に展開する 備考 1号掘立柱建物の軸方向に垂直に並んだ柱列

地点である。ピッ トの確認は少ないが、掘立柱建物 で、同建物と同時存在する塀的な施設を想定した。

2棟と柱列 1基を調査している。軸方向に竪穴住居 ただし、柱痕は不明瞭である。

との関連が見られるが、いずれも時期は不明である。

1号掘立柱建物（第347図 PL -41) 

1号柱列（第347図） 位置 130-770G。

位置 130-765G。6号住居の東側に接している。 規模 南北4.2m、東西1.7m以上。

1号掘立柱建物の東側3.lmにあり同建物のp2と 重複 6号住居に後出している。

は直線的につながる位置にある。 主軸方向 N-12° -W。

規模 Pl-P3間は芯芯距離で2.2mある。 備考 竪穴住居が4軒集中していた 4区南側の西隅

1号掘立柱建物 で確認された。東の 3本の側柱列が確認されたもの

と思われるが、大半は調査区域外となり、不明瞭な
口

7
8
.5

0
m
 

益

畑

P2 

c P
C》

5
 c

一

P6 

゜
1号柱列

｀ P3 

◎土

ロ 立柱建物 ピソト計測表 1号柱列 ビット計測表

深さ (cm)

1万掘 ’ 短径 深さ（⑳） 0 長径 短径
No 長径 55 N 37 

8 • 12 

I"! 

72 50 P 1 43 

6 

p I (24) 52 34 27 

口

A' 

Pl' 31 21 P 2 32 

7 
43 36 

A 78 50m 

P 2 52 3 ・ 49 P 3 
75 4 

P 3 78 27 
P 4 (25) 38 

1号掘立柱建物

1 暗褐色土層 FP粒と黄褐色シルト質土プロックを不均等に含

む。人為的な埋め戻し土と思われる。

2 暗黄褐色土層 黄褐色のシルト質土の混入多い人為的な埋め戻

し土層。 2'ではシルト質土プロックの混入多い。

0 1 : 60 2m 

1号柱列

l 黄褐 10YR5/6 F Pを少量含む粒子の

細かな弱粘性土層。

2 にぶい黄褐 10YR5/4 1層土と暗褐色

粘性土の混合土層。

第347図 C区1号掘立柱建物および柱列
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掘立柱建物および柱列 (C区）

遺構である。東側の列はほぼ等間隔で、芯芯間で柱

間2.lmなのに対し、南側の P3-P4間が1.7mと

短く、不規則な配置となっている。p1とP3は複

数のピットが重複したような平面形状だが、断面観

察では重複の様子や抜柱痕は確認できなかった。上

方へ偏って大きく開いている柱穴が多く、抜柱痕と

なる可能性は考えたい。

2号掘立柱建物 ビット計測表

No 長径 短径 深さ (cm)

p 1 37 32 27 

P2 46 35 25 

P3 33 31 24 

P4 35 33 31 

P5 23 22 20 

P6 27 24 17 

P7 44 38 62 
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2号掘立柱建物（第348図 PL -41) 

位置 135 • 140-765G。

形状・規模 梁行 1間3.6mX桁行 2間3.4m（南側

では 3間3.3m)の変則的な建物である。各柱穴の

規模も一様でなく、四隅の柱穴には深いものが多い

が、p6は柱穴として扱うことにも問題があろう 。

重複 直接の切り合いはないが、 35• 62号土坑、 25

号溝などが、建物区画内にある。

主軸方向 N-13° -W。

備考 軸方向が 1号掘立柱建物に近く、近接した時

期の遺構とも考えられるが、形状はかなり異なって

いる。

P5 

R 

A
 

3
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A 78.50m A. 
ー ・2号掘立柱建物

1 にぶい黄褐10YR4/3 ややしまりのあ

る粘性土。最大径10mm大の FPを含む。

泥流層土に近い。 1'では FP小粒でも最

大3mmほどになる。

2 P 5にのみ見られる層で土質は 1'に近

い。しまり欠き、柱痕状である。 2'はし

まり強く、柱の根固め状になる。

3 黄褐10YR5/8 プロック状の砂質土。

゜
1 : 60 2m 

第348図 c区2号掘立柱建物
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9 井戸

Al区で 7基、 A2区7基、 B区4基、取付道E

区 1基で併せて19基の井戸を調査した。古代の集落

から中世・近世の時期まで遺構がある点を考慮する

と、井戸の数は少ないと言え よう 。

本遺跡の井戸は比較的点在する傾向にあり、大き

なまとまりはない。井戸枠や石組みなどの施設が残

存していたり、これらの痕跡が確認できるものもな

かった。湧水面が浅いため、深く掘り込まれたもの

もなく、井戸とするには問題のある遺構も含まれて

いる。時期が確定できるものも少ない。

図示した以外に、本文429頁の粘土採掘坑は、井

戸としてしばらく使われた古代の施設と考えられ

る。

埋没土の観察については、 374頁の土坑における

土層分類に準拠した。ただし、井戸通有の埋没土に

ついては断面図に① ・②のように個別の土層を使っ

て井戸毎に説明を加えた。

出土遺物は371頁以降にまとめて掲載した。古代

の土器の混入が多いのは付近に集落が広がっていた

ためで、井戸の時期決定に使えると思われる資料は

少ない。

Al区 1号井戸（第349図 P L-43) 

位置 830-815G。調査範囲の西隅の傾斜面にあり、

他の遺構から離れた位置にあり、重複はない。

形状 隅丸方形。底面付近も方形である。壁はやや

開き気味で、直線的に立ち上がっている。

規模 120X115cm、深さ117cm。

埋没土 短期間に埋もれたようで、人為的に埋め戻

された可能性が高い。底面付近の埋没土に腐蝕土が

多いが、水が貯ま ったような痕跡は顕著ではない。

壁面に湧水層は観察できず、タナ落ちの痕跡もなく、

井戸として使われたか不明である。

遺物 図示できた遺物はない。土師器小片11片の出

土があり、薄手甕胴部片中心である。

井戸

Al区 2号井戸 （第349• 353図 P L-43) 

位置 905-775G。中世の方形区画溝である 4号溝

の内側、 5号溝の外側にあたる区画にある。

形状 平面はほぼ円形。断面は漏斗状で底面は平坦

である。底面付近で湧水層に達している。

規模 160X 150cm、深さ165cm。

埋没土 上面に純層に近いAs-Aが堆積しているが、

層厚がほぼ均等で、堆積したテフラが陥没したもの

と思われ江戸時代の遺構とは即断できない。中層以

下は礫が多く詳細な断面観察はできなかったが、礫

は投げ込んだような状態で出土している。

重複 31号住居に後出している。

遺物 砥石 1点を図示した。その他は古手中心の古

墳時代の土師器約20片で、 S字口縁に大破片がある。

須恵器壺胴部の大破片、近世磁器片 l片の他、上層

から中層にかけては礫の出土も多い。

Al区 3号井戸 （第349• 353図 PL -43) 

位置 900 • 905-775G。

形状 平面方形に近いものであったと思われるが、

南側壁は井戸水を汲み上げる際に削られた痕跡が顕

著で大きく挟られている。底面は平坦だが狭く、断

面は逆台形になる。

規模 181 X 135cm、深さ133cm。

埋没土 多量の礫と湧水のため詳細な土層の記録を

取れなかった。底面付近は湧水層に達している。

重複 11号溝に先出する。30号土坑と重複するが新

旧不明である。30号土坑は水の汲み上げ痕の中心か

ら逸れるが、本井戸の作業場的な施設となる可能性

もある。

遺物 埋没土出土のかわらけ 1点を図示した。その

他に古墳時代前期から平安末まで土師器約60片があ

り、平安後期の遺物が目立つ。主に南側から投げ込

まれた状態で多量の礫が出土している。河原石が中

心で人頭サイズを越える礫もある。
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井戸

A 1区 1号井戸
`
‘
 

·— 77.80m 

Al区1号井戸

① 黒褐10YR3/2 混入物のすくない弱

粘性土層。やや腐蝕質の土層。

② 黒褐 5YR3/2 しまり欠く腐蝕質の土

層炭化物粒の混入もやや多い。

Al区2号井戸

① 暗褐10YR3/3 上下両層の土が混合

する中間的な土層。炭化物粒を含む。

② 黒褐lOYRZ/2 やや粒子の細かな非

粘性土層。腐蝕質な土でしまり欠く 。礫

の混入多いが、他の混入物は少ない。

③ ②層と土質は同じだが、礫をほとんど

含まない。

78.20m 

A 1区3号井戸
上
g
切

A 1区4号井戸

4韮
<b/ 

A
 

°/ 
叫

. _ 78.lllm ／
 

A' 

ml 

Al区3号井戸

① 黒褐10YR2/2 しまり欠くやや砂質

土層。礫の混入多く、ローム小プロック

が少量混じる。

② やや腐蝕質土となる 。礫の混入は極め

て少ない。

A 77.90m A' ・ • 

4I 彦ー 50k u 

::::::::::;::::::;::::::::::::::::::: ・・: •....... :・ ••:·:::.. : : : : :・::::::::::.:.:::::::’: : •:::::9:9::::::::::::::9 

゜
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第349図 Al区l~4号井戸
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Al区 4号井戸（第349• 353図 PL -43) 

位置 900-770 • 775G。 3号井戸の東側 2mにあ

る。井戸は離れて確認される例が多い本遺跡にあっ

ては、近接した発見例である。重複遺構はない。

形状 やや歪んだ円形を呈している。

規模 140X 136cm、深さ48cm。

埋没土 礫の量が多く、詳細な土層の観察はできな

かった。人為的な埋没土である。

備考 確認面近くまで、川原石が人為的に充填され

た状態で、積み上げてあった。これを取り除くと、

へりを囲むような川原石による石組みがみられた。

井戸番号を付けて掘りすすめたが、湧水面には届か

ずに底面となってしまった。底面に石敷きは見られ

ないが、 3号井戸と関連する洗い場のような作業施

設も想定されよう 。

遺物 礫群中に混じ っていた砥石 1点を図示した。

その他に土師器小破片 7片がある。

Al区 5号井戸 （第350図 P L-44) 

位置 910-790 • 795G。4号溝が作る中世館区画

の外側にある。

形状 平面は方形に近いものであ ったと思われる。

南側に井戸水を汲み上げる際にできた、壁が削られ

た痕跡がある。底面直上で湧水面に達している。底

面は狭 く不整である。壁の崩落がすすんで、当初の

規模よりかなり大きくなっている可能性がある。

規模 137Xl24cm、深さ119cm。

埋没土 人為的に短期間に埋め戻されたと思われ

る。水を貯めた痕跡は不明瞭である。

遺物 土師器微細片約10片が出土しているが、刷毛

目のある甕胴部片が中心である。

Al区 6号井戸 （第350• 353図 P L-44) 

位置 870-785G。 5号溝が作る中世館の 2重区画

の内側にある。南側が広くなっており、水の汲み上

げで壁が削られた可能性がある。遺構の少ないー画

にあり、重複はない。

形状 南北に長い卵形となっているが、底面は方形

井戸

に近い。断面は漏斗状なのだが、間口の広さに比べ

著しく浅い。底面付近で湧水層に達している。

規模 207Xl62cm、深さ90cm。

埋没土 底面付近は自然堆積、中位以上は礫混じり

の土で人為的に埋め戻されている。礫は人頭大のも

のから拳大のものまで混在している。

遺物 図示した 3点は時期が混在している。他には

土師器中心に約120片で平安須恵器椀・長頸壺片が

混じっている。投げ込まれた礫の出土が顕著である。

Al区 7号井戸 （第350図 PL -44) 

位置 870-785G。6号井戸に隣接している。

形状 底面の平面形状は台形に近い方形で、開口部

平面も同様と想定される。底面は湧水層を約40cm掘

り抜いていて、 一部にタナ落ちが見られる。

規模 94X90cm、深さ85cm。

埋没土 上半は人為的に埋め戻されている。

遺物 土師器・須恵器小片 3片のみである。

A2区 1号井戸（第350• 353図 PL -44) 

位置 955-770 • 775G。

形状 平面、底面とも方形に近い。断面は漏斗状で

あるが、底面の広い遺構である。底面は湧水層を約

40cm掘り抜いていて、 一部にタナ落ちが見られる。

規模 140Xl35cm、深さ134cm。

重複 9号住居に後出している。

埋没土 底面付近には黒色土や砂が水平に近い堆積

をしており、井戸として一定期間使われていたこと

が窺える。

遺物 下層出土の土師器壺を図示した。

A2区 2号井戸（第350図 PL -45) 

位置 945-'760Gから950-765G。東隅は調査区域

外で、完掘はできなかった。

形状 平面は長方形に近いものであったと思われ、

そのまま垂直に掘り下げられている。底面中央が皿

底状に僅かに窪んでいる。湧水層を50cm以上掘り抜

いているが、タナ落ち等の、壁の崩落は少ない。
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井戸

A 1区5号井戸
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A 1区7号井戸ぶ｀
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• 一 77. 60m

Al区5号井戸

① 2層土中に腐蝕土質の黒色土が混じる。 Al区6号井戸

① 黄褐2.5 Y5/3 粘性土と砂質土の混合

土。ロームプロ ックを不均等に含む。

② ①層土に比ベローム土の混入少なく、

腐蝕質土となる井戸底面の堆積土層。

A2区 1号井戸

、建ぶ

· — 7840m 

- --

9号住居

77.60m 

A2区 1号井戸

① 黒褐10YR2/3 腐蝕質のしまり欠く

土層。ローム粒混じりの土が縞状に堆積

する部分がある。

② 炭化物粒を含む粒子の細かな腐蝕質土。

③ 粗粒砂。縞状に堆積している。

Al区7号井戸

① 粘土プロ ック 、および崩落したローム

壁。

② にぶい黄橙10YR7/2 大粒のローム

や粘土プロ ック中に礫の混じるしまり欠

く土層。腐蝕質土の混じる底面堆積土。

A2区2号井戸

●査区域外

」``—

A" 

゜
I : 40 lm 

第350図 Al 区 5~7 号 •A2 区 1 • 2号井戸
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規模 112X (72) cm、深さ135cm。

埋没土 上面から多量の礫が投げ込まれたような状

態で出土し、断面は明確にできなかった部分が多い。

As-Aの混入する層の下から部分的に落ち込みが確

認されているが、このAs-Aは上層埋没土か後世の

陥没であるか区別できなかった。

遺物 土器類の出土はない。大きな礫の出土が顕著

である。

A2区 4号井戸（第351• 354図 PL -45) 

位置 000-760G。

形状 平面・底面とも不整形になっている。崩落が

すすんで旧状はあまり留めていないものと思われる。

西側の壁は特に削られていて、水を汲み出した痕跡

の可能性がある。湧水面を約20cm掘り込んでいる。

規模 175X 138cm、深さ125cm。

埋没土 上層では焼土や炭化物粒の混入が目立つ

が、レンズ状に近い堆積状態が観察される。自然埋

没したものと思われる。下層は砂質土が水平に近い

堆積状態である。

遺物 6点の土師器を図示した。壺 2点、ミニチュ

ア2点など竪穴住居のセットと異なる遺物の構成が

目立つ。図示した以外の土器も古式土師器類である。

A2区 5号井戸 （第351• 354図 PL -45) 

位置 990-770 • 775G。

形状 開口部・底面ともに平面形状は楕円形に近

い。底面は平坦で広い。断面はほぽ垂直に掘り下げ

られている。壁の崩落もあまり見られず、旧状を比

較的留めているものと思われる。底面付近で湧水層

に達している。

規模 100X86cm、深さ94cm。

埋没土 底面付近は砂混じり腐蝕土の水平堆積層が

見られ、一定期間、水が貯まっていたことが窺える。

水平堆積層の最上層に多量の焼土・灰が見られるこ

とが特徴である。

遺物 3点を図示した。本遺跡では出土例がきわめ

て少ない羽口と思われる破片の出土が特筆される。

A2区 6号井戸（第351図 PL -45) 

位置 935-770G。

井戸

形状 開口部は楕円形に近い形状で、東側に大きく

開いている。その東に確認面下35cmの位置に杭を打

った痕跡と思われる深さ60cmの小ピットが2基ある

が、井戸に伴うか後出するものかは確認できていな

い。断面は漏斗状に上方で開いている。底面は平坦

である。

規模 133X 116cm、深さ120cm。

埋没土 上面にAs-Bを多量に含んだ層が見られる。

降下によるパミスではないが、降下に近い時期の再

堆積あるいは人為的な埋め戻しによるものと思われ

る。下層にはローム壁が垂直に崩落している。

遺物 出土していない。

A2区 7号井戸（第351• 354図 P L-45) 

位置 020 • 025-780G。

形状 平面は円形に近い。底面は狭いうえ平坦では

ない。断面は漏斗状だが、中段の稜はテラスに近く

なっている。湧水面下で幅を細く掘り下げている。

規模 185X 168cm、深さ124cm。

埋没土 下段部分では水平に近い堆積をしている。

壁の崩落土と思われるロームや粘土の混入は少ない。

重複 7号溝に先出している。

遺物 埋没土出土の土師器壺小片を図示した。

A2区 8号井戸（第351• 354図 P L-45) 

位置 945-785G。16号溝の調査時に、同溝に先出

する遺構として確認されている。

形状 上面・底面とも楕円形を呈している。不整な

プランであるが、壁の崩落の痕跡は埋没土や壁の残

存状態にも明確には現れない。底面は比較的平坦で

ある。残存部分では垂直に壁の立ち上がりである。

底面付近で湧水面に達している。

規模 137X 124cm、深さ130cm。

埋没土 人為的に短期間に埋め戻されたと思われ

る。底面付近の埋没土にもロームブロックの混入が

多く、井戸として不自然である。
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井戸

A2区4号井戸； 

• 一 78.20m

A2区5号井戸 A 2区6号井戸

•一 78.20m _..  _ 78.30m 

ぷ

A2区4号井戸

① 黒褐10YR3/l 砂質土層で、腐蝕質

土の混入多い。部分的に縞状の水平堆積

も見られる。

A2区7号井戸

·— 78.40m 

A2区5号井戸 A2区6号井戸

① 橙10YR7/6 鮮やかな色調の焼土を ① 黒褐2.5Y3/2 As-Bを主体とする層。

主体とする層。灰の混入も多く 、しまり 灰を含まず純層ではないが、降下に近い

欠く 。 時期の 2次的堆積層と思われる。

② 黒褐10YR2/2 砂を主体に腐蝕質土 ② 崩落したローム プロック。

の混入多い水平堆積層。

A2区7号井戸

① 黒lOYRl.7/1 他の遺構にもあまり見

られない細粒の強粘性土。粘土と腐蝕質

土の混合土か。

② 黒褐10YR2/3 砂質土主体で腐蝕土

が混じる。ローム状土小プロ ックも混じ

る。

A2区8号井戸

① 黒褐色の16号溝埋没土。

② 黒lOYRl.7/1 粒子の細かな弱粘性

土で、しまりあり 。混入物は少ない。

③ ②層と同質の土に、ローム粒や粘土小

プロ ックが混じる。

④ ローム粒・ローム小プロ ックと腐蝕質

土との混合土。

A2区8号井戸

16号

· — 78.30m 

゜
1 : 40 lm 

第351図 A2区4~8号井戸
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重複 16号溝に先出している。

遺物 土師器壺・ミニチュアのセットの出土があ

り、 A2区4号井戸と共通している。

B区 1号井戸 （第352図 P L-46) 

位置 040-775G。四面庇のある 1号掘立柱建物正

面の南側 3mの位置にある。東西に走行する 6• 22 

号溝と 9号溝の交点部分にあたる。

形状 平面は円形を呈している。湧水面を60cm以上

掘り抜いている。開口部に比べて底面は狭い。断面

は逆台形状になっている。壁の崩落がすすんで、上

面は当初の規模よりかなり大きくなっている可能性

がある。

規模 205X 198cm、深さ 150cm。B区では最も大き

な井戸である。

埋没土 湧水が激しく、断面の詳細な観察はできて

いない。礫の混入がやや多かった。

重複 6 • 9 • 22号溝に重複している。断面に切り

合いは確認できない。同時に存在したか、井戸が後

出したことになる。

遺物 1号掘立柱建物と同じ中世の遺構と想定して

いるが、土師器小片約40片が出土しているのみで、

それ以外の出土遺物はなかった。

井戸

B区 3号井戸（第352図 P L-46) 

位置 040-770G。 1号井戸の東側 3mの地点にあ

る。 1号掘立柱建物南東隅からは南側へ lmしか離

れていない。

形状 平面形は開口部で円形だが、底面では方形に

近いものである。当初、土坑を想定して掘り下げた

が、底面は湧水面に達しており、 2号井戸同様に井

戸として扱った。

規模 137X 124cm、深さ78cm。

埋没土 レンズ状に近い堆積が観察され、自然堆積

している。水を貯めた痕跡は不明瞭である。やや浅

く、井戸として扱うには疑問な点もある。

遺物 断面に図示した大礫は、 1号掘立柱建物に見

られた扁平な礎石とは異なる。他に拳大の円礫が多

数出土している。

B区 4号井戸（第352図 PL -46) 

位置 065-755 • 760G。B2区に 1基だけ存在す

る井戸である。

形状 当初、土坑を想定して掘り下げたが、湧水面

まで達しているので、井戸とした遺構である。開口

部はほぼ円形を呈し、底部まで垂直に近く掘り下げ

られている。底面は皿底状に中央がやや深くなり、

比較的広い。

B 1区 2号井戸 （第352図 P L-46) 規模 88X80cm、深さ61cm。

位置 035-765G。 1• 3号井戸の南東 8mの位置 埋没土 上面まで水平に近い堆積を繰り返している

に、離れている。 が、水を貯めた痕跡は不明瞭である。井戸として扱

形状 黒色土中では確認できず、ローム土上まで約 うには疑問な点である。

35cm掘り下げた精査時に見つかった遺構である 。 遺物 出土していない。

当初は土坑を想定していた遺構であるが、底面は湧

水面を掘り抜いており井戸として扱った。ローム上

面でのプランは円形で、底面は狭くやや歪んでいる。

規模 82X76m、深さ83cm（ローム面上）。 黒色土

面で確認できていれば深さl.lm以上となる。

埋没土 レンズ状に近い堆積状態が認められる。水

を貯めた痕跡は不明瞭である。

遺物 出土していない。

369 



井戸

B区 1号井戸

6号溝

B区2号井戸

直ぞ

9号溝

B区 1号井戸

① 黒褐10YR3/l ややしまり欠く弱粘

性土層で、開口部付近の地山の混入土層

と思われる。炭化物粒の混入多い。

ぎ

ーロ1l-

78.30m 

78.40m 

B区2号井戸

① 黒褐10YR3/l 砂粒中心に腐蝕質土

が混じる 。一時井戸底部となった可能性

あり 。

② 褐灰10YR4/l 砂粒の多い粘性強い

土層。井戸底部の埋没土であるが、縞状

の堆積状態は観察されない。

B区3号井戸 B区 4号井戸

. - 77.90m 

0
6
1
 

4↓
 

取付道E区 1号井戸

｛ 、も

•一 78.60m
・- 7800m 

B区3号井戸

① 黒褐10YR2/2 しまり欠く弱粘性土

層で腐蝕質土がプロック状に混入してい

る。

B区4号井戸

① 黒褐7.5YR2/2 As-Bを主体とする

砂質土層。火山灰は確認できず、プライ

マリーな層ではない。

゜
1 : 40 lm 

第352図 B区 l~4 号•取付道 E 区 1 号井戸
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井戸

取付道E区1号井戸 （第352図 P L-46) 

位置 075-820G。A区． B区以外では唯一の調査

例である。直角に近い屈曲をする 6号溝の内側にあ

り、 一部同溝と重複している。

形状 上面は楕円に近い歪んだ円形を呈 している

が、底面は円形である。

規模 115Xl02、深さ87cm（ローム面上）。

埋没土 湧水が激し く、断面の観察はできなかった。

遺物 出土していない。

A 1区

□2井戸ー 1

□
 

6井戸ー 1

A2区

，， 

¥___ | __ ・・‘ 
3井戸ー 1

4井戸ー 1

こ I

6井戸ー 3

1井戸ー 1

¥‘ 

1井戸ー 2

゜
1 : 3 10cm 

第353図井戸出土遺物(1)
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墓坑

10 土坑・ピット•その他

a 墓坑 （第355図 PL -52) 

遺構確認段階で110号土坑と名付け、半裁して掘

り下げるうち六道銭が出土した。本遺跡では墓坑と

推定できる唯一の遺構である。

位置 879-785G。中世館二重堀の内堀になる 5号

溝の区画内にある。上面の削平が深く、遺構の残存

状態は悪いー画である。

重複 109号土坑と重複するが、新旧は不明である。

軸方向 N-18° -E。磁北には向いていない。中

世館の区画溝の南北走行部分により近い値である。

規模 100cmX8lcm 深さ21cm

埋没土 色調は灰黄褐 10YR4/2。 しまりの強い粘

性土のほぽ単一土層。斑鉄がやや多い。骨や歯の検

出に努めたが確認できなかった。炭化物等の混入物

もほとんどなく、墓坑らしくない埋没土である。

遺物の出土状態 古銭はいずれも銅銭で、墓坑中央

と南壁直下のニカ所に別れて出土している 。中央の

銭は底面に近い高さの出土が多い。3は二つのブロ

ック遺物が接合したものである。埋葬後に攪乱を受

けていると考えるべきであろう 。

銭は錆が著しく、メタル部分まで浸食しており、

6以外は銭種の判別が難しく、採拓もできなかった。

図はX線写真から作成したものである。これによ っ

て4以外の銭種が判明した。裏面はすべて無文であ

る。宋銭と明銭が混在し、永楽通賓を初鋳年代の下

限としている。

109号土え 、 ． 

ml 

゜
I : 40 lm 

三 ~5

0 1:1 2cm -
第355図 墓坑および出土遺物

銭種 初鋳年代 計測値径（縦・横）X孔X厚X重（mm.g) 備考

1 嘉祐元賓か 1057 24.48 • 24.58X7.68Xl.30X 2.18 

2 元祐通賓か 1094 23.95 • 23.82X6.60Xl.64X 2.13 

3 紹聖元賓か 1093 24.28 • 24.86 X 6.49 X 1.32 X (1.95) 一部欠く

4 不明 23.80 • 22.81 X 6.64 X 2.18 X (2.42) 下の字は「元」か。左は「賓」

5 洪武通賓 1368 23.49 • 23.94X4.79X l.47X 2.18 

6 永築通賓 1403 25.23 • 25.67X5.39Xl.20X 2.30 
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土坑

b 土坑（第356~372• 374~382図 PL-47~58)

調査段階で土坑として扱った遺構は、ほとんどが

性格の不明なものである。このうち、墓と判ったも

のや陥穴．柱穴と想定できたものは別に扱った。ま

た、調査中に倒木痕となったものや明治時代以降の

施設と確認できたものは除外した。発掘現場で付け

た土坑番号は調査時や整理作業での検証後にも変更

を加えなかったので、欠番を数多く生じている 。こ

の結果Al区136基、 A2区38基、 B1区5基、 C

区27基、 D区 1基、 E区8基、取付道c区7基、取

付道E区5基、取付道F区2基の併せて249基を掲

載してある 。出土遺物については396頁以降に一括

して記した。また、写真図版には明治以降の施設と

して除外した土坑の一部についても掲載した。

Al区にある大型の円形土坑と長方形土坑につい

ては393~395頁に別途集成した。

個別土坑の内容については402頁以下の一覧表に

まとめて記した。ここでは遺構番号順の扱いとなっ

ている。出土遺物については、破片についても記録

した。特にA区の土坑は古代の集落の上に築かれて

いるものが多く、土師器・須恵器が大半とな ってい

るが、土坑の時期を想定するものではない。

土坑の土層註については共通記号を作成した。以

下の通りである。

・基本的な土層分類については算用数字を使って表

わした。

l 黒褐10YR3I 2 やや砂質の土に雑多な混入

物を含む。 しまり強い。

2 黒褐10YR2I 2 しまり強い弱粘性土。

3 暗褐10YR3/3 粒子の細かな弱粘性土。ロ

ーム粒を含む。

4 暗黄褐 ローム粒やロームブロックと黒色土

の混合土。

5 にぶい黄褐10YR4/3 やや粒子の細かな粘

性土。ローム土状の不明瞭な粘性土の黒色土が

混入する。

374 

・混入するパミスについて大文字アルフ ァベットを

使って表わした。

A As-A軽石を 1割前後含み、ザクザクした感

触となる暗褐色土。基本土層の II層にあたり、

本遺跡では最も軽石の密度の高いものである。

A' A軽石を 2~3パーセント含むもので、大半

は降下に近い段階の耕作土と思われる。

A”A軽石の混入は 1％に満たない。基本土層の

I層に近い。

B As-B軽石を含むやや腐蝕土質の黒色土。基

本土層の1II層にあたる。

C As-C軽石の混じる黒色味の強い土層。その

他の混入物少ない。基本土層のVI層にあたる。

D 細別できないが浅間を給源とする小粒のパミ

スをやや多く混入する。

E 細別できないパミス等を含む。

F 榛名山ニッ岳を給源とするパミスを含む。

G FPまたは FAの混じる洪水堆積土。粒子細

かく粘性あり 。基本土層のN・V層にあたる。

• その他に混入物やしまり、粘性等の特徴をつけ加

えるために下記の記号を補助的に使用した。

a 焼土粒の混入多い。 b 焼土粒を少量含む。

c 炭化物粒や黒色灰の混入やや多い。

d 径2cm以上の大粒ロームブロ ック含む。

e 径 1cm前後のロームブロ ック含む。

f 径 2~3 mmのローム小ブロ ック含む。

g ローム粒を多量に含む。

h ローム粒を少量含む。

粘土ブロックを含む。

しまり強い。 K しまり弱い。

l 粘性土。 m 弱粘性土。 n 非粘性土。

この番号は 9節の井戸や d項のピ ットでも共通し

て使用した。なお、現代の耕作土層にあたる箇所

（基本土層 I層）には土層記号はつけなかった。
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土坑 (A1区）
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土坑 (A1区）

坑土

、

ヽ

号

ー

ー

1

9

ー

＼

61
上

麻

函

、

冷

7
8
.0
0
m
 

．
 

63号土坑

e,／三」
口ゾ

64号土坑 .

|

7

7

.8
0
m
 

.

|

7

7

.6
0
m
 

65号土坑

＼ 
I I . . 

3
.
8
直
掌

冴炉 66号土坑

邑
OOOOOL

ー

・

＼ 

＼ 
＼ 

｀ヽ｀綱

`--—· 

·— 77.80m !Eb ー・

.m•盃

、

初
71号土坑

.

|

7

7

.9
0
m
 

73号土坑

| 
74号土坑

｀ ·— 78.40m 

゜
1 : 40 lm 

第360図 土坑（ 5)

379 



土坑 (A1区）
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土坑 (A1区）
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土坑 (A1区）
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土坑 (A1区）
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土坑 (A2区）
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土坑 (A2区）
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土坑 (B• C区）
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土坑 (C区）
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土坑 (D 区•取付道c 区）
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土坑（取付道C・E・F区）
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長方形土坑・円形土坑

長方形土坑 （第374• 377図 P L-47~51) 

平面形が幅は50cm前後なのに対し、長軸方向が2

~3m前後と著しく長い長方形となり、底面が比較

的平坦な土坑を集成した。短軸方向の断面形状は逆

台形とな っている。埋没土の観察から人為的に短時

間に埋め戻されているようである。

種イモ類の貯蔵穴として近世以降の土坑と考えら

れている、ヨーカン土坑などと俗称されることのあ

る遺構であるが、 12• 20号土坑などAs-Aを埋没土

に観察できないものもある。円形土坑とはおおよそ

同じ位置に築かれていて、重複例では長方形土坑が

後出している。

軸方向に類似性が顕著で、長軸を東西にとる12• 

20 • 34 • 60 • 98号土坑と、長軸を南北にとる84• 8 

5号土坑とがある。

円形土坑 （第374~379図 P L-47 • 48 • 50 • 51) 

Al区に見られる平面が径90~150cm前後の円形

で、底面が平坦な土坑を集成した。埋没土の観察か

らAs-A降下(1783年）以前に埋没したと判断でき

るものが大半である。主に 4号溝の西側に位置し、

同溝とは重複しない。館の区画ができた中世以降の

ものと推測され、竪穴住居には後出している。

深さがあり、フラスコ形の断面形状が確認できる

ものをA類とした。いずれも As-A降下以前に埋没

している。形状から貯蔵穴的な用途の遺構と考えた

ぃ。15• 18 • 19 • 35 • 62 • 68 • 79号土坑が該当する。

このうち18号土坑は同類の遺構が重複するもので、

18A • 18Bの2基の土坑に分けた。

浅くて形状が不明瞭だが、 A類同様の断面形状を

もった土坑となる可能性のあるものを B類とした。

5 • 7 • 8 • 27 • 28 • 29 • 81号土坑が該当する。こ

のうち 7• 8号土坑は重複している。

底面がやや狭くなるものを C類とした。22• 24 • 

26 • 72 • 77号土坑が該当する 。22• 26号土坑は特

に径の小さな土坑であるが、どちらも As-A混じり

の土が埋没土の主体とな っている。

これらの土坑は 4号溝の西側に圧倒的に集中して

おり、土地利用の特徴を示唆する遺構である。
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長方形土坑・円形土坑
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円形土坑
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土坑出土遺物 (A1区）
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土坑出土遺物 (A1区）
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土坑出土遺物 (A1区）
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土坑出土遺物 (A1区）
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土坑出土遺物 (A1区）
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土坑出土遺物 (AZ・ C • D区）
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土坑一覧 (A1区）

A 1区土坑一覧
番号 平面形 長軸x短軸 出土遺物 重複 ・備考

グリッド 軸方向 深さ (cm)

I 不整形 173 X 150 古墳時代後期の土師器中心に約 150片。

830-815 N-41° -W  47 

2 不整円形 90 X 80 古墳時代の土師器・須恵器 10数片。

835・840-815 N-70° -E 26 

3 隅丸長方形 232 X 100 古墳時代の小破片約 20片。 重複する 2基の土坑の可能性。南側の浅い新しい部分

830・835-815 N-35° -W  38 は天明 3年以降。

4 楕円形か (114)X 142 模倣杯や高杯などの土師器破片など約 170東側半分は調査区域外。遺物は焼土・灰と共に出土す

835-800 N-64° -W  35 片。長胴甕胴部の大破片混じる。 る傾向。

5 円形 土師器・須恵器の細片のみ約 60片。 中世の遺構か。円形土坑B類。

855-805 • 8 I 0 

6 不整長方形 278 X 105 土師器・須恵器が約 150片。小破片がほと 35号住居に後出。

865 • 870-805 N-25° -W  18 んど。

7 円形 130 X (97) 古墳時代前期から平安時代まで混じる。約 8号土坑に後出。円形土坑B類。

870-800 25 110片で小破片がほとんど。

8 円形 173 X 162 古墳時代の土師器主体で約 130片。厚手土 円形土坑B類。

870-805 48 師器甕胴部や須恵器甕に大破片あり。， 隅丸長方形 213 X 135 土師器・須恵器の小破片のみ約 50片。 ピット状の遺構と重複。新旧不明。

855-810 N-65° -E 29 

10 不整円形 108 X 100 古墳時代前期から平安までの雑多な小破片 ピット状の遺構に後出。

855-810 25 約60片。

II 不整円形 128 X 100 古墳時代中心で刷毛目のある破片が目立

865 • 870-805 N-40° -W  26 つ。約 120片。

12 324 X 71 古墳時代の小破片約 100片。

865-805 N-85° -E 14 

13 不整形 (600) X 132 古墳時代前期から奈良時代の小破片約 30溝の可能性。北隅は不明瞭。

870・875-800 N-10° -W  40 片。近世陶片 2片。

14 不整円形 128 X 100 古墳時代の土師器主体の約 100片。大破片

870 • 875-805 26 も混じる。

15 円形 156 X 155 古墳時代前期から平安時代まで雑多。小破 円形土坑A類。

875-800 65 片中心に約 170片。

16 不整長方形 137 X 110 なし。 埋没土より、中世の遺構か。

875-800 N-30° -E 35 

17 不整円形 350 X 80 古墳時代前期の破片が中心で、奈良時代ま 22 • 26号住居に後出。

860-805 N-90° 19 で混じる。約 60片。

18A 円形 167 X 162 古墳時代前期から奈良時代まで。須恵器甕 当初 1基の土坑として掘り下げたものを、調査中に 2

875-805 60 に大破片混じる。約 280片。 基に変更。円形土坑A類。

18B 円形か (150) X 30 A号土坑に同じ。 B号先出→ A号後出。

875-805 55 

19 円形 155 X 152 古墳時代後期の土師器小破片を中心に約 19号住居に後出。円形土坑A類。

880-800 50 110片。

20 210 X 65 古墳時代後期から奈良時代にかけて。土師

885-800 N-so・ -w 30 器・須恵器約 200片。

21 不整円形 113 X 100 薄手土師器甕胴部 7片。 重複する 2基の遺構の可能性。

885-800 52 

22 円形 (145) X 130 古墳時代の土師器甕胴部小破片中心に約 円形土坑C類。

895-800 42 30片。近世陶片 2片。

23 楕円形か (136) X 125 古墳時代の土師器中心に約 60片。 8号住居に後出。西隅は調査区域外。埋没土より、中

895-800 N-70'-W 33 世の遺構か。

24 円形 古墳時代の土師器中心に約 20片。 円形土坑C類。

905-795 

25 円形 60 X 59 古墳時代前期の小破片 4片。 天明 3年以降。

905-790 • 795 13 

26 円形 土師器と思われる微細片のみ。 円形土坑C類。

905-795 

27 円形 土師器小破片のみ ］0数片。 27~29号土坑の 3基は埋没土が共通している。円形

915・920-785 土坑B類。

28 円形 154 X 150 土師器小破片のみ］0片。 10号住居に後出。円形土坑B類。

920-785 14 
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土坑一覧 (A1区）

番号 平面形 長軸x短軸 出土遺物 重複・備考

グリッド 軸方向 深さ (cm)

29 円形 135 X 110 古墳時代末から奈良時代にかけての土師 JO号住居に後出。円形土坑B類。

915-790 17 器小破片約 50片。

30 楕円形 (160)X 110 土師器と思われる徴細片のみ。 3号井戸と重複。先出または同時存在の可能性。

900-775 N-0° 32 

31 隅丸方形 275 X (137) 古墳時代前期から平安時代まで雑多。約 32 • 33号土坑に後出。天明 3年以降。

870-805 N-3 ° -E 50 280片。厚手の土師器甕胴部片に大破片。

32 方形か 175 X (108) 古墳時代から奈良時代までの約 50片。古

870-805 N-8° -E 53 墳時代前期の土器に大破片あり。

33 円形か 140 X (70) 古墳時代後期の土師器小破片約 250片。

870-800 17 

34 200 X 50 古墳時代の小破片約 40片。 35号土坑に後出。天明 3年以降。

895-795 N-80° -W  24 

35 円形 147 X 145 古墳時代の小破片約 30片。 円形土坑A類。

895-795 40 

36 不整形 (124)X(66) なし。 5号住居に後出。

860-815 N-62° -W  28 

37 円形か (116) X (73) 古墳時代から奈良時代の小破片約 20片。 西側半分は調査区域外。 22号土坑に後出か。天明 3

895-800 N-0° 23 近世陶片 1片。 年以降。

38 不整長方形 106 X 85 模倣杯大破片 2片。 底面不整。

890-780 N-24° -E 41 

39 (l20)X(80) 薄手の土師器甕胴部小破片約 10片。 8号溝に後出。

840-800 N-60° -W  46 

40 不整方形 124 X 114 奈良時代の約 70片。土師器・須恵器とも 12 号住居• 8号溝に後出。天明 3年。

840-800 44 杯類に大破片。

41 不整楕円形 74 X 62 奈良時代の約 50片。土師器の薄手甕に大 臼玉 2。

860-810 N-13° -W  24 破片。

42 不整円形 77 X 74 小破片のみ約 50片。奈良時代の須恵器目

860-810 47 立つ。

43 不整長方形 95 X 65 近世陶片混じりの雑多な微細片のみ約 30

855-810 N-6° -W  22 片。

44 長方形 128 X 112 古墳時代の土師器微細片約 20片。 44~46号土坑は連統する一連の遺構の可能性。

855-805 N-11° -E 40 

45 不整台形 213 X 131 古墳時代の土師器中心に焙烙片混じる。 26号住居に後出。

855 • 860-805 N-10° -E 40 約 50片。

46 長方形 148 X 120 古墳時代から平安時代の小破片約 50片。

855-805 N-10° -E 36 

50 不整長方形 143 X 105 平安時代中心の約 120片。 4号溝と重複、新旧不明。底部は二段になり、重複す

845-800 N-38° -E 38 る2基の土坑の可能性。

51 不整楕円形 80 X 73 なし。 70号土坑に後出。底面不整。

860-795 N-23° -E 16 

52 円形 54 X 52 なし。 柱穴の可能性。

855-805 53 

53 不整楕円形 130 X 90 古墳時代土師器中心に約 40片。やや厚手 12号住居に後出。

840-800 N-68° -E 40 の甕胴部や杯底部の大破片あり。

54 楕円形か (135)X 102 奈良時代から平安時代の小破片約 30片。 5号溝に先出。 1層は同溝の埋没土か。礫群も同溝施

855-790 N-so・ -w 31 設の可能性。

55 不整円形 95 X 87 古墳時代前期から平安時代までの雑多な 135号土坑に後出。底面は 44号住居床面と同レベル

850-795 N-20° -W  20 小破片約 80片。 にあり。

56 台形 (140) X (95) 古墳時代中心に約 270片。厚手の土師器 56~58 • 70号土坑は竪穴住居を想定して掘り下げた

865-795 N-87'-E 52 甕胴部破片あり。 遺構を、土坑群に修正。他にも数基の土坑があるか。

57 不整方形 117 X 106 古墳時代前期から平安時代までの雑多な 56号土坑に先出。

860-795 N-5° -W  62 小破片約JOO片。縄文土器片混じる。

58 不整楕円形 122 X 98 土師器微細片約JOO片。刷毛目のある破 57号土坑に先出。

860 • 865-790 N-36° -W  22 片やや目立つ。

59 237 X 103 土師器微細片および近世陶片 1片。

910-790 N-27° -W  35 

60 235 X 77 古墳時代の小破片約 20片。

900-795 N-79° -W  45 

61 不整円形 117 X 110 なし。 23号住居に後出。

900-795 32 
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番号 平面形 長軸x短軸 出土遺物 重複・備考

グリッド 軸方向 深さ (cm)

62 円形 (164) X (73) 古墳時代らしい徴細片のみ 10数片。 西側は調査区域外。深さ 52cmのビットと重複。新

920-790 30 旧不明だが同時存在の可能性。円形土坑A類。

63 不整台形 (90) X (66) 古墳時代前期・中期の細片・小破片のみ 13号住居に後出か。

870-795 N-66° -E 26 約60片。

64 不整形 140 X 118 古墳時代の土師器片。厚手の甕、丸底気 3号溝に重複、新旧不明。

845-800 N-21° -E 14 味の杯など約 10片。

65 不整楕円形 120 X 112 やや薄手の土師器甕胴部小破片数片。 3 • 8号溝に重複、新旧不明。

845-800 N-20° -E 20 

66 長円形 195 X 60 土師器杯細片のみ数片。 67号土坑に先出。

840-800 N-40° -E 14 

67 不整形 316 X 70 古墳時代から平安時代までの雑多な小破 12 号住居 •66 号土坑に後出。

840-800 N-so・ -w 20 片約 20片。近世初頭の陶片 1片。

68 円形 167 X 108 なし。 8号住居に後出。西側は調査区域外。円形土坑A類。

890-800 N-67° -W  25 

69 不整台形 160 X 138 平安時代の小破片中心に約 240片。薄手 44号住居に後出。

850-800 N-20° -E 10 の土師器甕・須恵器やや目立つ。

70 (llO) X (75) なし。

860-795 N-20° -E 40 

71 楕円形 103 X 80 古墳時代後期の土師器甕胴部破片中心に

860・865-810 N-23° -W  1 5 約 100片。

72 円形 124 X 120 古墳時代の土師器小破片約 20片。 14号住居に後出。円形土坑c類。

875-795 23 

73 不整方形 105 X 105 なし。 12号住居に後出。

845 • 840-800 22 

74 方形か (143) X (63) 古墳時代後期の小破片中心に約 70片。 8号住居に後出。西側は調査区域外。

890 • 895-800 N-72° -W  49 

75 長方形 125 X 77 古墳時代の土師器小破片約 30片。近世淘 遺構上面で 76号土坑に後出することを確認。

875-800 N-23° -E 16 片 1片。

76 円形 164 X 156 古墳時代中心に雑多な破片約 270片。 75号土坑に先出か。円形土坑B類の可能性。

875-800 N-47° -E 28 

77 円形 185 X 180 刷毛目の土器目立つが、雑多な小破片約 円形土坑C類。

860-805 N-49° -E 52 80片。

78 楕円形か -X(114) 古墳時代前期のやや目立つ小破片約 2023号住居に後出か。西半は不明瞭。

900-795 30 片。

79 円形 (183) X (173) 古墳時代前期のやや目立つ小破片約 702号溝に後出。円形土坑A類。

880-800 N-73° -E 62 片。

80 不明 (llO) X (78) なし。 2号溝に後出。北半は不明。

875-800 30 

81 円形 163 X 160 古墳時代前期のやや目立つ小破片約 90円形土坑B類。

880-800 N-47° -E 33 片。

83 長方形 113 X 67 古墳時代から奈良時代までの約 20片。 長方形土坑。 84号土坑に後出。天明 3年以降。

865-805 N-12° -E 35 

84 長方形 205 X 62 83号土坑に同じ。 長方形土坑。

860 • 865-805 N-13° _E 23 

85 長方形 (160) X 64 なし。 長方形土坑。 9号住居に後出。

855-805 N-13° -E 15 

86 円形 156 X 156 古墳時代前期から平安時代まで雑多な約 93号土坑に後出か。円形土坑B類。

865-805 • 800 N-34° -W  40 180片。

87 不整円形 93 X 90 土師器微細片数片。 92号土坑と重複、新旧不明。

890-795 N-42° -E 20 

88 不整円形 87 X 85 古墳時代中期中心の約 60片。丸胴気味の

885-795 40 土師器甕や内斜口縁に大破片あり。

89 不整楕円形 78 X 68 土師器甕胴部や高杯の目立つ約 30片。

885-795 N-63° _E 38 

90 不整長楕円形 308 X 241 古墳時代前期から奈良時代の約 40片。 24号土坑に後出。調査時に倒木痕を想定した遺構

905・910-795 N-22° -E 82 • 76 だが、底面確認でき、土坑とする。

92 不整形 180 X 32 土師器甕微細片のみ。 87号土坑と重複、新旧不明。底面不整。

890-795 N-19° -W  28 

93 楕円形 175 X (99) 奈良時代の須恵器杯 ・土師器甕 5片。 86号土坑に先出か。

865-800 • 805 N-48° -E 20 
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グリッド 軸方向 深さ (cm)

94 不整長方形 128 X 98 古墳時代前期から平安時代 まで雑多な約 ピット状の掘 り込みと同時存在。

865-800 N-10° -W  56 280片。大破片も混じる。

95 円形 60 X 60 刷毛目の土師器細片 3片。 ピット 7に後出か。

900-780 18 

96 円形 52 X 52 土師器小破片約 90片。

895-785 8 

97 円形 51 X 48 なし。 底面狭い。

895-780 16 

98 隅丸長方形 285 X 60 土師器微細片 8片。 長方形土坑。浅く不明瞭。

900-780 N-89° -W  12 

99 楕円形 163 X (98) やや厚手の土師器長胴甕胴部片中心に約 100号土坑に後出。底面二段で 2基の土坑が重複する

900-785 N-38° -W  50 • 21 70片。 可能性。

100 不整形 (127) X (96) やや厚手の土師器甕胴部片約 20片。

900-785 N-38° -W  89 

101 隅丸長方形 242 X (190) 須恵器有台杯等平安時代の遺物の目立つ 5号溝に先出。出土する礫群は 5号溝に伴うものか。

870・ 875-790 N-10° -E 56 約 130片。

104 楕円形か (88) X (53) なし。 東側は調査区域外。先出のピットと後続する土坑が重

865-785 N-65° -W  60 複したものか。

107 不整形 90 X 80 剣形模造品 3。古墳時代後期から奈良時 31号住居に後出。調査段階では住居竃を想定した焼土

905-780 N-29° -E 29 代中心の約 40片。 ．灰の多い遺構。

108 円形 97 X 90 なし。 浅い円形の土坑が上面に重複する可能性あり。

865-800 52 

109 不整長方形 292 X 148 古墳時代の土師器約 130片。近世～近代 墓坑に重複する。

880-780 • 785 N-23° -E 38 の陶片 2片。

114 円形か (150) X (100) 奈良時代の土師器・須恵器杯に大破片。 14号溝に先出。 43号住居に後出。

855-795 N-65° -W  23 他は小破片で約 20片。

115 不整方形 125 X 122 土師器徴細片約 10片。

910-770 N-13° -W  88・34 

116 円形か (280) X (102) 古墳時代の甕中心。 東側は調査区域外。底面は白色粘性土層まで掘り下げ

905・910-770 N-17° _E 74 てあり、比較的平坦。

117 不整形 323 X 277 古墳時代の甕約 10片。 18 • 19号溝に伴う施設の可能性。底面には土坑状の

865-795 N-21° -W  56 掘り方が連なる。

118 楕円形か (129) X (JOO) なし。 東側は調査区域外。

925-765 N-85° -E 46 

119 台形気味 67 X 61 なし。 ピット群中にあるが、他のビットとは形状異なる。

920-775 60 21号溝に先出か。

121 方形か 105 X 105 土師器微細片約 10片。 1点だけ高杯の大 中世以降か。ビッ ト状の遺構が重なったものか。 43

855-810・ 815 N-6° _W  40 破片あり。 号土坑に重複。

122 楕円形か 110 X 102 薄手の土師器甕胴部破片中心に約 20片。 ピットと重複、新旧不明。中世以降か。

850-810 N-54° -W  25 

123 不整楕円形 117 X 100 模倣杯に大破片。他は甕類胴部小破片。 中世以降か。

850-810 N-39° -W  29 

124 卵形 71 X 64 土師器微細片のみ。 4号溝に後出か。

870-795 N-7° -E 23 

125 不整形 41 X 36 奈良時代の土師器杯 1片。 底面も不整。

875-795 20 

127 円形か 98 X 80 15号溝に先出。複数の土坑の重複か。底面不整。

850-795 43 埋没土は住居のものに近い。

128 不整円形 123 X 105 天明 3年以降。

860 • 865-795 N-13° -W  23 

129 不明 (127) X (50) 17号住居に後出。天明 3年以降。

860-795 27 

130 不整形 103 X 78 なし。 天明 3年以降。数基の土坑やビットの重複か。

860-795 N-7° -W  12 

131 不整形 136 X 80 なし。 数基の土坑やピットの重複か。底面不整。

860-795 N-56° -E 39 

132 不整楕円形 88 X 79 なし。

855-800 N-47° -E II 

133 長方形か 82 X 64 古墳時代の古手の小破片約 10片。 9号溝に後出か。

850-795 N-17° -W  22 
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グリッド 軸方向 深さ (cm)

134 不整楕円形 150 X 102 なし。

855-795 N-71° -E 33 

135 隅丸長方形 114X117 平安時代の古手土師器・須恵器中心に約

850-795 • 800 N-40° -W  33 250片。

136 楕円形 68 X 57 薄手の土師器甕・鉢など約 80片。

850-800 N-25° _W  28 

137 隅丸台形 88 X (78) 古墳時代後期から奈良時代の土師器中心 141号土坑に後出、新旧不明。

850-800 N-9° -E 33 に約 40片。

138 方形 80 X 74 古墳時代後期から平安時代前半の土師器 ビット 110に先出。

850-795 N-25° -E 22 甕を中心に約 40片。

139 不整台形 76 X 73 なし。 天明 3年以降。

845-800 N-18° -E ， 
140 楕円形 124 X 110 古墳時代の土師器甕中心に約 20片。 144号土坑と重複、新旧不明。底面平坦。

845-795 N-36° -E 37 

141 楕円形 (112) X JOO 平安時代の約 90片。須恵器杯に大破片あ

850-800 N-8° -E 32 り。

142 隅丸長方形 90 X 76 薄手の土師器甕と刷毛目破片中心に約 90天明 3年以降のピットに先出。

850-795 N-20° -E 26 片。

143 不明 (106) X (35) なし。 東側大半は調査区域外。

845-795 21 

144 楕円形 91 X (74) 土師器徴細片のみ 10数片。

845-795 N-64° -W  28 

145 卵形 102 X 96 奈良時代・平安時代の土師器 IO数片。 4号溝に先出か。

850-800 N-8° -E 18 

146 楕円形 (IIO)X(90) 土師器小片約 20片。 148 • 150号土坑に後出。

850-795 N-17° -E 43 

147 不整形 91 X 59 

850-800 24 

148 楕円形 (145) X (127) 須恵器甕胴部 1片。 150号土坑の他、数基の土坑やピットと重複する。

850-795 N-4 ° -E 35 

150 不整形 (160) X (120) 古墳時代後期から奈良時代の約 80片。土 148号土坑の他、数基の土坑やピ ットと重複する。

845 • 850-795 N-28° -E 34 師器甕胴部の大破片あり。

152 不整円形 43 X 40 

865-785 35 

153 不整円形 55 X 51 

915-775 13 

154 円形 60 X 59 30号住居に後出。

915-780 37 

155 円形 54 X 53 30号住居に後出。

915 -775 N-8° -W  35 

A2区土坑一覧
番号 平面形 長軸x短軸 出土遺物 重複・備考

グリッド 軸方向 深さ (cm)

1 円形 42 X 89 土師器甕の小片約 20片。刷毛目のある甕 天明 3年以降。

945-770 N-15° -E 13 破片混じる。

2 隅丸長方形 302 X 99 古墳時代の土師器約 20片。 1号溝に後出。

950-775 N-86° -W  33 

3 隅丸長方形 230 X 91 古墳時代前期の小片・微細片約 30片。刷

940-775 N-12° -W  20 毛目のある甕多い。

5 不整円形 67 X 52 

940-775 N-45° -W  22 

6 不整長方形 155 X 122 刷毛目のある甕中心に約 30片。 S字口縁

955-775 N-62° -E 25 片目立つ。

7 楕円形 111 X 101 

940-775 N-28° -E 21 

8 不整形 128 X 79 

940-775 N-12° -E 34 
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土坑一覧 (A2区）

番号 平面形 長軸x短軸 出土遺物 重複・備考

グリッド 軸方向， 隅丸方形 190 X 170 古墳時代の小～中片約 40片。壺類の胴部 8号住居に後出。方形竪穴状遺構に似た平面だが、底

960-780 N-23° -W  26 片目立つ。 面は凹凸多く不整。

IO 不整形 110 X 86 10号住居に後出。

955-770 N-37° -W  35 

11 不整円形 103 X 100 10号住居に後出。

955-765 N-3° -W  37 

12 不整形 12号住居に後出。

990-785 

13 不整楕円形 148 X 128 3号ピットに先出。 8号住居に後出。

960-775 N-68° -E 18 

14 不整円形 93 X 90 10号住居に後出。礫の大半は住居床面レベルより高

955-770 N-29° -W  104 い位置での出土。

16 円形 刷毛目のある甕胴部片 2片。 柱穴の可能性あり。

950-770 

17 不整形 近代以降。写真のみ。

950-770 

18 卵形 80 X 58 古墳時代前期の 3片。 7号ピットと重複、新旧不明。

945-770 N-59° _E 17 

19 方形 近代以降。写真のみ。

945-770 

20 楕円形 103 X 89 底面に細かな凹凸多い。

945-770 N-47° -E 15 

21 不整形

945-770 

22 円形 65 X 59 古墳時代前期中心の小～中片約 50片。刷 柱穴の可能性。

950-765 N-46° -W  46 毛目多く、上半 1/4固体の大破片あり。

23 隅丸方形 古墳時代の約 100片。甕口縁の大破片あり。

刷毛目も多い。

24 不整円形 61 X 54 土師器器台と叩きのある須恵甕胴部片。

940-765 N-39° -W  36 

25 不整方形 63 X 60 

935-765 N-62° -W  49 

26 楕円形 73 X 66 古墳時代後期の 12片。長胴甕と模倣杯に

960-765 N-38° -E 24 大破片。

27 不整形 古墳時代の小～微細片約 20片。 底面は方形に近い。

950-765 

28 不整方形 89 X 70 

955-760 N-40° -E 17 

32 隅丸長方形 106 X 76 古墳時代前期の 20片。模倣杯・長胴甕の 東・南壁下に不自然な横穴状の掘り込みあり。動物巣

940-770 N-28° -W  66 大破片あり。 穴の可能性も。

33 不整長方形 53 X 45 刷毛目台付甕台部の大破片。 柱穴の可能性あり。

945-765 N-37° -E 46 

34 楕円形 60 X 49 古墳時代の小片 6片。

950-765 N-9° -W  53 

35 楕円形 50 X 45 古墳時代の 3片。

945-765 N-54° _W  41 

37 不整方形 90 X 85 1号住居と重複、新旧不明。

985-775 N-7° -E 28 

38 円形か 103 X (37) 古墳時代後期の 8片。壺底部の大破片あり。 16号住居に後出。東側は調査区域外。

005-785 N-85° -W  33 

40 (125) X 95 41号住居に後出。

960-780 N-57° -E 54 

41 (90) X 60 

960-780 N-48° -E 60 

43 隅丸長方形 162 X 88 西隅は調査区域外。

960-785 N-90° 23 

44 不整円形 183 X (155) 33号住居・ 2号溝に後出。天明 3年以降。円形土坑 B

930-780 N-70° -E 42 類の可能性。
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土坑一覧 (A2 • B • C区）

番号 平面形 長軸x短軸 出土遺物 重複・備考

グリッド 軸方向 深さ (cm)

45 不整円形 113 X 102 古墳時代後期の小破片約 50片。模倣杯数 底面は楕円形を呈している。

930-785 N-25° -E 34 個体あり。

46 楕円形か 169 X 86 土師器の小片～微細片 12片。 西側は調査区域外。

965-785 N-3° -E 82 

47 不整円形 106 X 100 土師器小片 15片。古墳時代後期中心か。 底面は二段底状になる。

930-785 N-61° -E 35 

48 不整円形 87 X 79 底面の東隅に小さな窪みあり。

930-785 N-35° -W  51 

49 円形 104 X 97 54号土坑に後出。

930-785 29 

50 不整形 62 X 4 3 

935-785 N-14° -W  20 

51 不整形 (245) X 87 

935-785 N-62° -E 16 

53 65 X 5 9 33号住居に後出。柱穴の可能性。

930-780 N-28° -E 50 

54 楕円形 78 X (61) 49号土坑に後出。

930-785 N-78° -W  12 

Bl区土坑
番号 平面形 長軸x短軸 出土遺物 重複・備考

グリッド 軸方向 深さ (cm)

1 楕円形 94 X 90 古式土師器小破片のみ 9片。 8号溝に後出している。

035-770 N-21° -E 15 

4 円形 77 X 72 II号溝に後出している。底面不整。

040-780 N-10° _W  12 

5 不整長方形 69 X 55 古墳時代と思われる土師器小片 5片。

065-775 N-54° _E 20 

7 方形 200 X 86 長方形土坑のタイプに含まれるものか。混入するパミ

030-760 N-60° -E 12 スは As-Aの可能性あり。

8 長方形か -x (55) 刷毛目のある台付甕の台部小片 1片。 基本土層v層下の遺構。竪穴住居に伴う遺構の可能性

049・50-780 N-23° -E 14 • (32) あり。

C区土坑一覧
番号 平面形 長軸x短軸 出土遺物 重複・備考

グリッド 軸方向 深さ (cm)

15 長楕円形 158 X 75 薄手の土師器小片約 50片。平安初頭の杯 地山は FP泥流面。重複する 2基の土坑の可能性。

122-772 N-69° -E 25 大破片 1片。

20 不整楕円形 124 X 70 プロック状の埋没土で、人為的な埋め戻しの可能性。

191-754 N-41° -W  23 

21 不整形 134 X 39 底面不整。

190-753 N-24° -W  11 

22 不整長方形 80 X 63 底面は円形。

188-752 N-21° -E 58 

29 楕円形 73 X 67 FP泥流面の畠サク状痕に後出する。底面平坦。

133-770 N-35° -W  26 

39 不整楕円形 64 X 55 薄手土師器胴部・平底杯底部中～小片 10底面不整。

131-773 N-4 ° -E_ 39 片。

40 不整円形 82 X 74 

140-760 N-44° -W  23 

42 隅丸長方形 130 X 57 摩滅した土師器胴部片 2片、甕胴部微細片 人為的な短期間の埋め戻し。底面は平坦だが細かな凹

I 10-760 N-55° -W  44 4片。 凸多い。

43 隅丸長方形 JOO X 54 土師器徴細片 2片。

117-766 N-82° -E 10 

44 不整楕円形 90 X 70 

123-762 N-24° -W  16 

45 不整円形 113 X 109 底面不整。

126-762 10 
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番号 軸方向

グリッド 平面形

46 円形＋方形

136-763 

47 不整楕円形

138-763 N-77° _E 

48 不整形

127-756 N-64° _W  

49 楕円形

128-760 N-37° -W  

50 不整長方形

128-762 N-5° -W  

54 不整楕円形

134-770 N-73° -E 

55 楕円形

134-770 N-34° _W  

56 楕円形

130-768 N-24° - W  

57 楕円形

121-773 N-3° -W  

58 不整楕円形

123-773 N-23° _E 

59 不整隅丸方形

160-770 N-65° -W  

60 不整楕円形

118-753 N-54° -E 

62 不整円形

138-768 N-5 ° -W  

63 不整楕円形

143-758 N-9° -E 

64 不整楕円形

147-760 N-46° -E 

65 楕円形

169-772 N-2 ° -E 

D区土坑一覧

グロこ臼
301-753 

E区土坑一覧
番号 平面形

グリッド 軸方向

67 隅丸長方形

356-757 N-11° -W  

69 隅丸長方形

350-753 N-73° -E 

70 楕円形か

346-759 N-87° -E 

71 隅丸長方形

354-743 N-72° -E 

72 不整円形

354-752 N-15° -W  

74 長方形

366-741 N-18° -W  

75 不整長方形

374-743 N-16° -W  

76 長方形

373-743 N-29° -W  

長軸x短軸

深さ (cm)

147 X 125 

24 

115 X 71 

15 

IIOX34 

8 

84 X 46 ， 
124 X 86 

16 

57 X 46 

12 

42 X 28 

16 

46 X 27 

7 

43 X 29 

34 

50 X 36 

19 

66 X 64 

41 

74 X 56 ， 
48 X 45 

19 

70 X 60 

31 

61 X 56 

20 

42 X 30 

11 

長軸x短軸

深さ (cm)

65 X 59 

6 

長軸x短軸

深さ (cm)

145 X 80 

54 

149 X 94 

40 

320 X 123 

36 

92 X 81 

35 

124 X 98 

31 (34) 

112 X 66 

41 

148 X 110 

36 

土坑一覧 (C • D • E区）

出土遺物 重複・備考

土師器小片約 30片。 2基以上の土坑の重複か。

FPの混入多い。底面は平坦。

平面はきわめて不整で底面も凹凸大きい。耕作痕とな

る可能性もあろう。

やや大粒の FPの混入多い。底面は平坦だが、東・南

側へ低く傾斜している。

FPは細粒。柱穴の可能性あり。

土師器微細片 1片。

底面に柱痕状の窪みあるが、断面からは柱痕を確認で

きない。

埋没土は水平堆積で、一部でラミナ状。竪穴住居の貯

蔵穴に似た形状を呈している。

底面は平坦。

2基の遺構が重複する可能性あるが、断面から切り合

いは確認できない。

底面は平坦。

底面は南へ低く傾斜している。

出土遺物 重複・備考

底面は皿底状。天明 3年(1783)以降。

出土遺物 重複・備考

底面は広く平坦。

底面は広く平坦。

西側半分は調査区域外。

底面は平坦だが、南側に深さ 3cmの不整な窪みあり。
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土坑一覧 （取付道C・E・F区）

取付道c区土坑一覧
番号 平面形 長軸x短軸 出土遺物 重複・備考

グリッド 軸方向 深さ (cm)

1 不整長方形 107 X 58 かわらけ底部片 1片。拳大の自然石 3点。 1 • 3号溝に先出し 6号溝に後出する。

250-680 N-80° -W  23 

2 不整長方形 121 X 50 底面は二段底状。

251-679 N-2° -W  17 • 24 

3 卵形 71 X 55 

249-679 N-14° -W  7 

4 方形か 79 X 75 底面の形状から本来は平面方形だったと思われる。

246-679 N-25° -E 16 

5 不整楕円形 103 X 69 底面不整。

245-679 N-9° -W  

6 不整形 90 X (65) 

244-679 12 

7 不整楕円形 117 X (92) 6号土坑に後出。底面は二段底状。

24牛679 N-35° -W  40 

8 不明 92 X (57) 東側大半は調査区域外。底面不整。

242-678 21 

取付道 E区土坑一覧
番号 平面形 長軸x短軸 出土遺物 重複・備考

グリッド 軸方向 深さ (cm)

1 不整円形か 102 x- 時期不明の土師器甕胴部片 1片。 北側は調査区域外。底面は平坦。

099-791 12 

2 不整方形 58 X 53 

097-795 N-24° -E 10 

3 不整楕円形 83 X 57 底面は狭い確認面と底面とで軸方向が異なる。計測値

096-797 N-20° -E 15 は上面の数値。

4 楕円形 56 X 53 

095-798 N-32° -E 10 

5 双円形 142 X 83 古墳時代の土師器徴細片 2片。 重複する 2基の円形土坑と思われる。

091-801 N-14° -W  7 

取付道 F区土坑一覧
番号 平面形 長軸x短軸 出土遺物 重複・備考

グリッド 軸方向 深さ (cm)

1 不整長方形 143 X 68 古墳時代と思われる土師器 6片。 3号溝に後出か。

927-863 N-13° -W  52 

2 不整楕円形 138 X 88 

929-864 N-11° -W  48 
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c 粘土採掘坑 （第383図 PL -46) 

Al区39号住居調査中に確認した、当初は井戸を

想定した遺構である。本坑を掘り抜いた際の灰白色

粘土が39号住居の北隅に積まれており、粘土採掘の

ための坑と判断した。

位置 905-785G。39号住居の北西壁を壊さずに掘

削されている。

規模住居床面レベルで長軸2.2mX短軸1.4m、深

さ北側48cm、南側77cm。

備考 灰白色粘土は39号住居の床直上に積み上げて

あり、坑掘削が住居床面レベルから始められている

粘土採掘坑

ことが確認できる。ただし、本坑の立ち上がりが39

号住居埋没土（本坑掘削土を多量に含む）を切って

いるので、粘土採掘後、一時的に井戸として使われ

ている可能性があろう 。掘削された粘土量は推定

0. 5m3ほどである。粘土は須恵器が焼成できるほど

良質なものではなく、カマド構築材が推定されるが、

本遺跡で調査したカマドに粘土の使用例は少ない。

出土遺物 北隅の底面から若干浮いた状態で出土し

た土師器杯 2点を図示した。 1は完形だが、 39号住

居とほぼ同時期の遺物であろう。他にも土師器の出

土があるが、 39号住居からの流れ込みと思われる。
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粘土採掘坑

1 黒褐 10YR2/2 5 mm大のローム小プロックを多量に含む非粘

性土層。炭化物粒の混入もやや多い。粘土プロ ックは含まず、廃

絶後に沈降した部分と思われる。

2 黒 lOYRl.7/1 粒子の細かな弱粘性土層。混入物少ない。2,

には白色粘土大プロックや10mm大のロームプロ ックが混じる。

3 褐灰 10YR6/l 不揃いの白色粘土プロックと 2層土の混合土

層。粘土には拳大以上の大きさのものが多い。

4 39号住居埋没土。

5 39号住居掘り方埋め戻し土。

第383図 粘土採掘抗および出土遺物
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ピット

d ピット （第384~395図 PL -41) 

ピットとして扱う遺構について、明確な基準を設

定していない。概ね外径50cm以下の円形・方形の小

型遺構で、柱穴を想定できそうなものを対象とした。

ただし、表土が中層以下にまで入り込んでいるもの

は遺構として扱わず除外した。この中から掘立柱建

物や柱列とな ったものをさらに除外した。この結果、
------------

Al区で96基（付けられた番号は125まで）、A2区

35基（同59番まで）、 B区49基（同73番まで・ 1区

4基、 2区46基）、 C区42基（同64番まで）、計222

基のピットをこの項で扱っている。

単独のピットとして掘り下げた後に、掘立柱建物

や柱列として把握できたものは、それぞれの項に記

載し、各建物や柱列内毎に新たに番号を付けた。発

掘調査段階で付けたピ ット番号は変更せずに掲載し

たので、明治期以降と確認されて報告から除外した

ピットを含め、欠番を多数生じている。

各ピットの測図はこのあとの415頁以降に、出土

一覧表は424頁以降に一括して掲載した。

埋没土層の注記については本文374頁の土坑と共

通した番号を使用した。

Al区では天明三年以降のピットが数多く見られ

たが、 A2区ではほとんど見られない。C区のピ ッ

トにはFPの混入の観察されるものが多いが、地山

中のパミスの混入と思われ、古墳時代の遺構と特定

できるものではない。なお同区のピットは浅い物が

多く、柱穴よりは耕作痕に近そうな遺構もある。

第384~386図はAl区と B1区に見られたピ ット

の集中確認地点の略図である 。第384図は古墳時代

方形区画北西縁部中央付近にあたる。竪穴住居の途

切れる一画にやや深めのピットが散在していたが、

建物を復元することはできなかった。第385図は古

墳時代方形区画西隅付近で 3号掘立柱建物以外にも

深いピ ットが多数確認できている 。第386図周辺は

中世の四面庇建物周辺のピット群である。 1号建物

として確認できた以外にも礎石状のピ ットがあり、

他の建物の存在も推定される。
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ピット配置
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ピット配置
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ピッ ト一覧 (A1区）

ピット一覧

Al区

Na 位置

5 900-783 

6 896-785 ， 927-776 
10 925-777 

11 925-778 

12 924-778 

13 924-776 

14 923-778 

15 922-775 781 

20 920-776 

22 857-811 

23 859-812 

24 859-811 

25 859-811 

29 856-812 

30 857-813 

31 857-813 

32 857-814 

33 857-814 

34 853-810 6 

35 853-814 

36 852-814 

38 861) 850-810 

39 861-812 

40 860-811 

41 860-810 

42 860-810 

44 917-778 

47 864-811 

48 864-811 

49 863-811 

50 864-813 

51 864-813 

52 863-813 

53 863-812 

54 862-813 

55 862-814 

56 863-814 

58 861-814 

59 861-814 

61 859-815 

62 858-815 

63 858-815 

64 858-815 

65 857-815 

66 856-815 

67 857-818 

68 856-814 

69 854-816 

70 854-817 

71 872-795 

72 871-795 

73 872-794 

74 872-793 
----
75 873-793 

76 873-793 

77 874-794 

78 873-795 

424 

平面形

不整円形

不整円形

不整形

不整円形

不整円形

隅円台形

楕円形

楕円形

楕円形

不整楕円形

不整円形

楕円形

双円形

不整楕円形

不整楕円形

不整方形

楕円形

楕円形

円形

楕円形

楕円形

楕円形

楕円形

不整楕円形

不整円形

不整円形

円形

円形

不整楕円形

卵形

楕円形

不整円形

楕円形か

不整円形

楕円形

隅円方形

円形

隅円方形

楕円形

楕円形

円形

楕円形

楕円形

不整円形

隅丸方形か

楕円形

隅丸方形か

楕円形

楕円形

隅丸方形か

不整円形

不整円形

不整円形

不整楕円形

楕円形

不整円形

楕円形

楕円形

長軸x短軸x深さ 出土遺物 備考

36 X 34 X 16 古墳時代の土師器小片 2片

30X28X20 

45 X 40 X 36 重複ピ ットまたは抜柱痕あり。

35 X 32 X 25 

42 X 38 X 30 

30 X 28 X 35 21号溝に先出か。

48 X 32 X 33 

55 X 40 X 30 

36 X 35 X 17 

70 X 50 X 32 

50X40X40 土師器 3片

41 X 41 X 40 柱痕状の窪みあり。

80X68X 30 土師器小片約 20片 25号ピ ットに先出。他に 1基ピ ットあり。

72 X 55 X 34 24号ピ ットと 一括 柱痕状の窪みあり。

67 X 60 X 17 古墳時代の士師器 16片 底面に窪みあるが柱痕状ではない。

80 X 57 X 17 土師器細片 5片 他に 1基ピットのある可能性。

47 X 42 X 22 土師器杯小片 2片 断面に柱痕あり。

53 X 48 X 22 土師器小片 2片 33号ビ ットに先出と思われるが境界不明瞭。

35 X (22) X 21 

43 X 37 X 41 3号住居に先出か。

50 X 46 X 35 3号住居に先出か。他に 1基ピ ットあり。

50 X 46 X 42 3号住居に先出か。柱痕状の窪みあり。

50 X 46 X 31 土師器 5片 重複する 2基のピット。

40 X 35 X 20 土師器甕中心に 15片 4 g層は地山との区別不明瞭。

41 X 37 X 26 土師器徴細片 4片 4 g層は地山との区別不明瞭。

56 X 50 X 12 

28 X 25 X 7 

29 X 28 X 21 

70 X 50 X 40 雑多な土師器約 20片 47~49号ピ ットは 6基以上のピ ットが重複。

40 X 37 X 20 47号ピ ットと 一括 47 • 49号ピ ットに後出。天明三年以降。

65 X 55 X 33 47号ピ ットと一括

47 X 43 X 55 奈良時代中心の土師器約 40片 51号ビ ットに先出。

(63) X 60 X 25 50号ピ ットと 一括 重複ピ ットあり。土坑状。

38 X 38 X 25 

40X30X20 1 パミスは As-Aか。

72 X 55 X 56 古墳～奈良時代の土師器 14片 断面に柱痕あり 。重複ビ ットあり。

60 X 55 X 42 5号住居に後出。 0層は住居埋没土の混入。

42 X 38 X 38 土師器・須恵器小片 8片

63 X 50 X 67 奈良平安時代の士師器 6片 59号ピ ットに先出。

47 X (45) X 67 58号ピ ットと一括 85号ピットにも 重複、先後不明。

50 X 44 X 35 奈良時代中心の土師須恵約 30片 4号住居に後出。

56 X 52 X 40 土師器徴細片 2片 断面に柱痕あり。

52 X 42 X 44 断面に柱痕あり。

52 X 50 X 74 土師器小片 4片 65号ピットに重複、先後不明。

51 X (42) X 20 土師器小片 3片 64号ピットの抜柱痕の可能性。

56 X 52 X 45 奈良時代の土師器・須恵器 3片 柱痕状の窪みあり。

64 X 50 X 53 土師器甕胴部片 3片 重複ピ ットまたは抜柱痕あり。

36 X 30 X 33 3号住居に重複。先後不明。

47 X 40 X 21 古墳時代の土師器小片 4片

50 X 42 X 44 重複ピ ットまたは抜柱痕あり

32 X 30 X 25 13号住居に後出か。

40 X 36 X 24 13号住居に後出か。

40 X 32 X 24 

42 X 38 X 32 

40 X 37 X 27 

31 X 28 X 15 

43 X 37 X 40 

50 X 45 X 20 断面に柱痕あり。



ピット一覧 (A1 • A 2区）

No 位置 平面形 長軸x短軸x深さ 出土遺物 備考

79 875-795 楕円形 52 X 40 X 27 

80 875-794 楕円形 35 X 30 X 18 

81 875-794 不整円形 30 X 28 X 30 パミスは As-Aか。

82 876-793 不整円形 35 X 35 X 30 模倣杯 l片

84 875-795 楕円形 33 X 25 X 15 土師器徴細片 5片 72号土坑に重複。天明三年以降。

85 861-814 不整楕円形 56 X 50 X 36 土師器小片 3片 59号ピットに重複、先後不明。

86 860-813 円形 26 X 24 X 15 87号ピットに後出。

87 860-812 • 3 不整円形 38 X 38 X 12 

89 861-810 閑円長方形 (42) X 36 X 12 90号土坑に先出。

90 861-810 卵形 38 X 30 X 20 
／ 

91 869-797・8 不整楕円形 45 X 43 X 40 

92 868・9-797 不整楕円形 60 X 55 X 23 古墳時代の土師器 12片

93 863・4-798 不整円形 52 X 48 X 40 土師器微細片 5片

95 863-798 不整円形 45 X 45 X 45 古墳時代前期の小片 4片

98 862-797・8 不整円形 44 X 42 X 10 古墳時代の土師須恵小片 4片 底面は皿底状。柱穴ではない。

99 861-797・8 不整楕円形 32 X (26) X 30 土師器小片 4片 断面に柱痕あり。 131号土坑と重複、先後不明。

100 860・ 1-796 不整形 67 X 50 X 32 古墳時代の土師器 10片 重複土坑ありか。

IOI 860-796 楕円形 34 X (29) X 25 断面に柱痕あり。

102 849-813 楕円形 48 X 38 X 23 柱痕状の窪みあり。天明三年以降。

103 849-811 • 2 円形 36 X 34 X 32 柱痕状の窪みあり。天明三年以降。

104 847-811 ・2 楕円形 52 X 45 X 30 古墳時代後期中心の土師器 8片 天明 3年以降。

105 851-812 不整楕円形 43 X 38 X 30 

106 849-811 長方形か 53 X (43) X 7 107号ピットに後出か。同一遺構の可能性も。

107 849-811 長方形か 62 X 50 X 32 天明 3年以降。

108 846-811 不整円形 35 X 32 X 35 柱痕状の窪みあり。

109 853-799 不整形 (42) X 42 X 20 古墳時代中心の土師器 12片 112号ピットに後出。

110 851 ・2-798・9 不整円形 40 X 38 X 35 138号土坑に先出か。パミスは As-Cか。

Ill 850-797 楕円形 75 X 56 X 24 土師須恵小片 6片

112 853-799 長方形か 60X40X22 109号ピ ットと一括

113 853-801 不整円形 35 X 33 X 12 

115 849・ 50-801 楕円形 84 X 63 X 45 土師器約 20片 断面に柱痕あり。

119 915・6-779 楕円形 46 X 32 X 45 

120 868-787 楕円形 33 X 28 X 10 

121 867-788 不整方形 35 X 35 X II 底面皿底状で柱穴らしくない。

122 866-787 円形か 38 X (20) X 16 104号土坑に重複。東側は調査区域外。

123 875 • 6-796 楕円形 40 X 36 X 22 

124 894-800 楕円形 45 X 43 X 47 

125 865-788 円形 43 X 40 X 32 

A 2区
No 位置 平面形 長軸x短軸x深さ 出土遺物 備考

1 940-775・ 6 不整円形 50 X 43 X 61 柱痕状の窪みあり。

2 955-778・ 9 長円形 114 X 34 X 38 土師器小片 10片 複数のピットを想定したが、土坑状の遺構となる。

3 962-775 楕円形 59 X 42 X 45 13号土坑に後出。

4 948-769・70 楕円形 47 X 42 X 17 2号掘立柱建物区画内にある。

5 952 -769 円形

6 939-778 隅丸方形 43 X 42 X 19 

8 965 • 6-771 不整円形 44 X 41 X 21 ， 967-771 不整円形 39 X 37 X 25 断面に柱痕か。

10 968-771 楕円形 43 X 40 X 46 柱痕状の窪みあり。

II 969-771 楕円形 52 X 46 X 44 断面に柱痕あり。

12 969-775 不整円形 51 X 49 X 32 

13 968-777・8 楕円形 61 X 30 X 20 重複する 2基のヒ万卜。

14 966-777 円形 55 X 42 X 43 重複ピットまたは抜柱痕あり。

15 967-776 楕円形 40 X 31 X 23 

16 964-775 楕円形 52 X 45 X 29 

20 965-774 不整円形 43 X 37 X 22 

21 965-772 楕円形 49 X 35 X 29 

22 004-779 不整円形 53 X 50 X 32 柱痕状の窪みあり。
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ピット 一覧 (A2 区 •B 1区）

No 位置 平面形 長軸x短軸x深さ 出土遺物 備考

23 006-777 不整楕円形 49 X 41 X 57 底面・断面に柱痕あり。

24 007-779 不整円形 31 X 29 X 20 断面に柱痕あり。

25 004-779 不整円形 41 X 38 X 79 壁面に崩落の痕跡あり。抜柱痕か。

30 995-777 楕円形 54 X 44 X 15 

31 996-781 円形 25 X 25 X 21 

32 963 ・4 -785 楕円形 49 X 42 X 25 43号土坑に先出。

33 953・4-783 不整円形 34 X 30 X 56 

36 978-778 円形 32 X 31 X 46 

40 951-783 不整楕円形 46 X 36 X 50 

41 948・9-782 楕円形 48 X 42 X 21 

43 950-779 不整方形 30 X 25 X 21 土師器小片 2片 28号住居と重複。

44 977-773・4 楕円形 36 X 29 X 43 柱痕状の窪みあり。

49 934-788 楕円形 50 X 43 X 40 

50 939-789 不整楕円形 〔的〕 X60 X 59 西隅は調査区域外。

55 993・4-779 楕円形 34 X 31 X 16 

58 951-766 楕円形 60 X 48 X 55 

59 948-766 楕円形 50 X 46 X 47 断面に柱痕あり。

B 1区

Na 位置 平面形 長軸x短軸x深さ 出土遺物 備考

1 070 -763 円形 40 X 40 X 25 

2 072 -763 楕円形 35 X 31 X 29 

3 075 -760 楕円形 39 X 27 X JI 底面皿底状で柱穴らしくはない。

4 071 -762 不正楕円形 40 X 35 X 51 土師器小片 l片 断面に柱痕あり。

13 050 -776 楕円形 36 X 26 X 36 断面・底面に柱痕あり。

14 050 -777 円形 25 X 23 X 33 

19 051 -778 円形 26 X 23 X 33 柱痕状の窪みあり。

21 051 -781 円形 30 X 30 X 29 断面に柱痕状の落ち込みあり。

22 052 -778 楕円形 21 X 18 X 31 

23 052 -781 楕円形 37 X 32 X 31 

24 053 - 779 楕円形 27 X 22 X 19 

25 053 -780 楕円形 25 X 20 X 29 

26 054 -780 不整楕円形 42 X 35 X 34 底面中央が細く窪む。

27 053 -782 不整円形 27 X 27 X 34 

28 055 -780 楕円形 26 X 19 X 22 

29 055 -778 不整形 38 X 25 X 35 土師器細片・小片 5片 2基のピッ トが重複する可能性。底面平坦。

30 056 -778 不整長方形 44 X 32 X 26 土師器杯小片 1片 底面平坦。

31 055 -780 円形 29 X 26 X 22 土師器小片 2片 底面比較的平坦。

32 039 -780 卵形 44 X 37 X 28 士師器小片 1片

33 039 -767 楕円形 41 X 34 X 38 

34 039 -773 不整円形 42 X 38 X 43 下層に扁平な礫が水平に据えた柱穴になる。。

35 038 -775 楕円形 40 X 34 X 21 底面平坦。

36 041 - 774 楕円形 22 X 18 X 22 

38 044 -782 円形 25 X 23 X 24 

41 044 -782 楕円形 30 X 22 X 33 

44 046 -782 楕円形 55 X 47 X 45 二重底だが切り合いは断面に表れない。

45 048 -782 楕円形 40 X 35 X 54 土師器小片 2片

46 048 -783 円形 34 X 30 X 34 土師器小片 l片 柱痕状の窪みあり。

47 048 -784 楕円形 40 X 30 X 48 

48 048 -784 円形 34 X 32 X 30 柱痕状のわずかな窪みあり。

49 050 -783 円形 22 X 20 X 26 

50 050 -784 円形 46 X 41 X 41 柱痕状の窪みあり。

54 051 -781 隅円方形 52 X 43 X 39 土師器小片 l片 柱痕状の窪みあり。

57 045 -784 隅円方形 43 X 35 X 47 土師器小片 l片 柱痕状の窪みあり。

58 046 -784 楕円形 31 X 28 X 37 土師器細片 l片 柱痕状の窪みあり。

59 047 - 785 楕円形 27 X 22 X 24 上面壁際に細長い礫あり。柱痕状の窪みあり。 ． 
60 048 -785 隅円方形 32 X 30 X 21 

61 047 -786 不整円形 27 X 24 X 25 

62 048 -786 楕円形 24 X 18 X 28 
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ピット一覧 (B1区・ C区）

Na 位置 平面形 長軸x短軸x深さ 出土遺物 備考

63 048 -785 不整楕円形 25X20X22 柱痕状の窪みあり。

64 048 -786 楕円形 30 X 25 X 26 柱痕状の窪みあり。

65 067 -778 楕円形 58 X 44 X 34 土師器細片 1片

66 040 -776 楕円形 35 X 30 X 49 

67 042 -777 楕円形か -X-X(II) 1号井戸と重複するが新旧不明。

68 039 -778 楕円形 40 X 30 X 51 11号溝に先出している。底面平坦。

69 045 -779 円形か -x-x (32) 1号掘立柱建物に先出している。

70 042 -781 楕円形 47 X 37 X 56 土師器小片 1片 杭を打ち込んだような深い窪みあり。

71 043 - 782 円形 41 X 36 X 58 土師器小片 3片 柱痕状の窪みあり。

73 049 -786 円形か -x-x (28) 底面に扁平な礫を据えた柱穴になる。

c区
Na 位置 平面形 長軸x短軸x深さ 出土遺物 備考

1 119 -772 楕円形 42 X 33 X 24 地山はW層。

2 121 -773 58 X 32 X 10 

3 120 -773 不整楕円形 43 X 37 X 44 断面に柱痕の可能性のある痕跡あり。地山はW層。

4 120 -774 不整楕円形 32 X 25 X 26 地山はW層。

6 119-774 不整楕円形 50 X 47 X 13 土師器・須恵器の微細片 3片 底面は二段底状地山はW層。。

10 121 -763 32 X 32 X 8 明治以降。

II 130 -757 楕円形 40 X 35 X 57 薄手土師器胴部 1片 地山はW層。

12 131 -758 楕円形 48 X 42 X 29 地山はW層。

13 127 -757 30 X 27 X 8 

14 126 -760 不整楕円形 48 X 38 X 14 その他 69。土師甕胴部片 4片 底面やや不整。地山はW層。

18 130 -773 楕円形 47 X 35 X 50 底面・断面に柱痕あり 。地山はW層。

21 129 -762 不整円形 33 X 28 X 13 21号住居に接している。底面は二段底状。

22 130 -761 不整円形 33 X 30 X 18 

25 126 -756 円形 23X22X7 底面やや不整。

26 139 -765 楕円形 38 X 25 X 34 地山は W層。

28 120 -764 楕円形 39 X 24 X 36 地山は1¥1層。

29 130 -762 不整楕円形 23 X 17 X 33 底面は二段底で柱痕状。地山は W層。

30 132 - 758 円形 27 X 27 X 10 30~ 34は柱列状に並ぶが、断面では柱穴ではない。

31 133 - 758 不整楕円形 30 X 24 X 28 底面は二段底で柱痕状。

32 133 - 758 不整楕円形 25X20X7 

33 134 - 759 不整楕円形 17 X 15 X 3 

34 134 - 759 不整円形 23 X 20 X 9 

35 133 - 763 不整円形 31 X 28 X 13 

36 133 -763 楕円形 28 X 24 X 15 2号住居に接している。

37 131 -763 楕円形 24 X 20 X 12 底面は二段底。耕作痕か。

38 131 -763 楕円形 23 X 18 X 16 断面に柱痕現れるか。

39 135 -769 不整円形 25 X 23 X 17 

40 135 -769 円形 23 X 22 X 16 

41 135 -771 円形 21 X 20 X 20 

43 136 - 771 円形 23 X 21 X 18 底面に柱痕状の窪みあり

45 128 -769 楕円形 30 X 26 X IO 

46 128 -769 不整楕円形 37 X 32 X 12 底面不整。

47 128 - 771 不整楕円形 26 X 20 X 8 

48 122 - 773 楕円形 37 X 32 X 14 底面やや不整。

49 124 - 773 円形 14 X 13 X 12 杭の打設痕か。

50 123 - 774 楕円形 21 X 16 X 28 杭の打設痕か。

51 119 - 773 円形 21 X 19 X 18 

52 131 - 755 不整楕円形 27 X 24 X 17 

53 132 -768 円形 20 X 18 X 28 杭の打設痕か。

54 135 -773 楕円形 18 X 15 X 16 

55 127 -773 円形 24 X 21 X 22 

62 160 -764 楕円形 23 X 17 X 12 

63 161 -767 楕円形 30 X 22 X 20 

64 160 - 770 楕円形 26 X 20 X 10 
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As-A下水田 (E区）

11 本線部分の水田と耕作溝群

下滝天水遺跡で確認された水田遺構は天明三

(1783)年のAs-A層下、 天仁元 (1108)年のAs-

B層下とこのテフラを耕作したAs-B混土層内、 5

世紀末から 6世紀初頭と推定される Hr-FA層下、

4世紀初頭と推定される As-C下混土層下の併せて

5面におよぶ。本線は C区から E区にかけて、取付

道ではA~C区で各時期の水田を調査しているが、

本項では本線と取付道で分けた上で、上層からの水

田遺構を各面毎に記載した。

As-A下水田

ここでは、上地利用の変遷を知るうえで、前 ・後

の状況も併せて説明しておきたい。

地租改正前代の絵図 （明治初期以前）によると遺

跡地周辺の水田地帯中に数ヵ所の小池が、描かれて

いた。1ヵ所は、榎町北III遺跡付近、いま lヵ所は、

その南側である。調査前、 E区の南半は水田であ っ
がま

たが、その北西端に蒲が生育し、池跡の存在が示唆

されるところがあった。調査の結果、池跡は第396

図のように東西約14m、南北約llm、深さ約40cm

（調査上面から）の短長方形を呈していた。残念な

がら後世のゴミ穴：黒上取りなどによる撹乱がその

付近で顕著なため、入・出水施設について不明瞭で

あった。なお下滝天水は、 C区の小字名称によるが、

その由来について、地元の方々に天水溜池に起因す

るか否か伺ってみたが明確ではなかった。

As-A混土の水田は、現在の水田耕作土直下に、
し一つt,

別の連続酸化斑層（地域で床土という ）があり、前

出の撹乱により、 E区の北半では不明、南半では全

域に広がっていた。その左証に長大な東・西壁面土

層図を、 As-C混土下まで作成したが紙面の都合で

省略した。

As-A軽石下水田は、軽石で覆われ、確実に埋没

水田と呼べる状態の力所は次のとおりである 。第

430図E区上部の右端、標商78.5mの等商線がかか

る東ヘ一段下がる水田面、同図中央部右端の水田と

注記されたAs-B下水田畦を跨襲した畦以東の水田
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面、第379図右寄りの南北畦 (-67,745ライン付近）

以東の水田面であ った。溝跡は、 55• 57号溝跡とそ

れに挟まれた E区道跡がAs-Aに埋没し、削平を受

けていたものの、両溝の北側と南側に直線的に溝と

並走するように畦跡もしくは畦直下の還元斑が存在

していた。さらに E区東・西壁土層断面の所見も加

えれば、 E区の南半には全面As-A直下水田の全面

存在が推定される。

水利については、地形上、北端に位置する榎町北

[1遺跡において、 As-A下面もしくは同混土層の標

高値が南下りの地勢の高所で78.8m、低所で78.6m。

E区では少しずつ南上がりの地勢となり、北辺から

中央にかけ、 78.5m、南辺で78.6mである。こうし

た場合の水準値は、以下の黒色土が経年圧縮を受け

た状態に影響されたりもするが、 E区ではAs-C混

土層以下が薄く、黒色土圧縮に伴う経年変化は少な

いと考えられる場所であった。そのため地勢は、榎

町北Ill遺跡では南下り、 E区ではおおむね北下りの

地勢にあるとしてよい。そのことにより、水流の方

向は、 E区北東の水田では、北から南、西から東へ、

中ほどの54号溝までの面では北から南、西から東へ、

排水は54号溝へ、 57号溝から以南の面では、南から

北へ、西から東へ、その排水は57号溝へ行な ったと

推定しておきたい。その推定の場合、南側は、さら

に以南に水路の存在が必要となり、おそらくは、以

南を東西に通過する高崎市道直下に水路が存在して

いたのではないだろうか。

As-Aについての問題点は、降下堆積か泥流等の

流水に伴い堆積したのかが問われるところである。

この地帯のAs-A泥流・火砕流の流出は、「利根川

の変流と砂質土の堆積」『宿横手三波川遺跡、西横

手遺跡群』当団2002.3で触れたように決壊は、利根

川右岸沿いの西横手町北端の凹地力所か らと考えら

れるが、 E区のAs-A堆積層直下に、砂質土や粘性

土の堆積はなく軽石の堆積は、降下によると考えた

し‘°



As-B混土層

As-B混土層の意味は、 As-A降下前代から As-

B降下直後までのAs-Bが耕作など様々な原因によ

り撹乱を受け、多かれ少なかれ軽石が土中に含まれ

ている層のことを指す。特に調査時には、順堆積し

て視認できる場合は良いが、困難な時は、壁切り鎌

を用い、削られた軽石の質感、爪で軽石が潰れるか

否かなどを目安にAs-A• Bの区別を行なったりも

する。E区の場合は、純堆積が薄いため多くの場面

でそうした確認法を用いた。

As-B混土水田は、前述のAs-A下水田としたほ

ぽ同じ力所で、それは E区北東端の78.5mの等高線

が沿う水田、第396図右寄りに水田畦と注記した南

北畦以東の場所に、第399図右側の南北畦以東でほ

ぽAs-A下水田と同じ場所である。しかし、 As-B混

土の時期は12世紀初頭から天明三年の18世紀末に至

る長期のため継続的に水田が営まれたかは疑問であ

る。次にE区中程の状況を見ながら、その疑問を以

下に考えたい。中程の35,350ライン以北にある帯状

の溝と35,395ラインの間にAs-B下水田の存在は明

確でなく、その理由の大半は、後世の池跡、黒色土

の抜取りなどの撹乱と、帯状の溝の存在によるため

であった。帯状の溝は、 E区北西辺から南南東に偏

じながら進み、中程でT状に90゚東西に分岐して設

けられ、第396図に示したとおりである 。東西に進

む力所では幅約 6m、調査面より約15cmの深さであ

る。北壁西端付近では幅約4.3m、深さ約15cmであ

る。東西の帯状の溝の中央を東西に同期か、それ以

前の重複関係にある小規模溝が存在している 。この

帯状の溝は、東辺でAs-B下水田畦と並行して設け

られ、ある場面では、前代の区画を意識し設けられ

ている 。埋土には、流水が多い場合などに存在する

砂質土の堆積が顕著ではないが、前出の東辺畦の存

在と、南辺でも以南水田との間に部分的に畦の痕跡

を認め、利水のために設けられた可能性は否定でき

ない。その一方で、 67号土坑を除く、 69• 70 • 71 • 

72 • 74 • 75 • 76号土坑が、この溝中に存在してい

る。中でも71号土坑は、隅丸長方形を呈し、埋土最

As-B混土水田と遺構 (E区）

下部にやや締りがあり、この地方でいぅ単笑形態を

とる。円形の72号土坑を除く、他の土坑も隅丸長方

形を呈し、長さこそ72号土坑ほどはないが、深さや

壁面形状、埋土下方がやや締まる特徴は共通し、ほ

ぽ同様の機能を果たすため、特に地下水位の低い時

期か時代に設けられたと考えたい。 帯状の溝 • 土坑

とも遺物に時期を示す資料の出土はないので埋土の

質感および近世陶．磁器の多用化の点なども考慮す

ると中世の所産を考えたい。

このほかE区の35,335ライン以南でも、 As-B混

土を埋土とする掘立柱穴が、数条を単位とする柵列

状に14穴が認められ、その一部は柱列目筋の通りが

良く農耕に伴なう柵列とは考え難いためAs-B混土

の時期に水田化していない時期もあったと考えた

い。水田化が明瞭となるのは、 55• 57号溝と両溝に

挟まれた E区道跡の段階で両溝とも、 As-Aにより

埋没した時期があり、その後、復旧されているが、

同時に道も機能している。As-A埋没前代の55• 57 

号溝は、北側と南側に畦跡が部分的に見出されてい

る。55• 57号溝中の出土遺物は、圧倒的に18世紀代

の陶磁器が多く、 17世紀まで遡る可能性のある肥前

磁器がわずか含まれる。そのため、 E区南半の高所

まで水田化することが明確となるのは17世紀頃であ

る。17世紀初頭には、慶長 7年に開竪が始められた

天狗岩用水は、（この附近は滝川という）慶長15年

(1610)に玉村町まで通水されていて、周辺灌漑の

主水源をなしていたことと有機的な関係があるかも

しれない。

429 



As-A下の遺構 (E区）

し

泣

E区上部

袖。
-735 袖

-160 

゜
67号土坑

第396図 E区As-A泥流下面

七-735 

0 1 :2005m  一430 



As-B下水田 （第397~400図）

調査区北半のD・E区で、浅間山降下軽石As-B

に覆われた田面と畦の一部が検出された。As-Bの

堆積は全般的に薄く、 E区北半やD区南端部では一

次堆積物が明瞭でない。同一耕土が確認できるにも

かかわらず、調査区北部や、中央のB・C区で水田

面が確認できなかったのは、このような事情による。

東西南北の畦走向か ら、条里型水田区画であること

が明瞭だが、「坪」復元可能な大畦や水路は検出さ

れなかった。D・E区での検出面は、連続する同一

水田面と認められるので、ここでは北から南にかけ

て、畦による区画を 1~15まで通番で呼称して述べ

ることにする。

第 1~3区画は、南北方向の畦で西側の第 4区画

と分けられ、さ らに東西方向の畦で分割された区画

である。この東西畦は、幅50cm前後、高さ 5cm以下

と小規模で、遺存状況も不良であった。第 1区画は、

N-60° -Wに傾く畦で台形ないしは三角形状の小

区画を形成すると考えられる 。第 2区画は、南北

9.5mの方形区画である。第3区画は、 E区南東端

にあ って、形状は不明である 。第 2区画との間に

50cm幅の水口が設けられている 。第 1区画と第 3

区画の田面標高差は 5cmで、第2区画の田面はその

中位にある。

第4区画は、南北に延びる 2条の畦と、わずかに

確認できる東西畦の痕跡から 、南北17m、東西15~

13mの方形に画される。面積は212可強を測る。田

面は南東で一ヶ所窪む部分が認められるが、ほぼ平

坦で田面標高は78.65~78.60mを測る。東に隣接す

る第 1~ 3区画とほぽ同レベルながら、畦で区切ら

なくとも湛水可能だったことが判る。なお、南半中

央に、幅60cm前後の浅い溝状の窪みがあり、 As-B

の一次堆積物が見られた。配水効率を図るために手

を加えたものだろうか。

第5区画は、E区南西端にあり、第 4区画とほぼ

同規模、同形状を 呈すると思われる 。田面標高は

78.65~78. 70mと、東側区画よりも 5cm前後高い。

As-B下水田 (D• E区）

D・E区 As-B 下水田計測表

標高m 面積ボ 標高m 面積ポ

1 ， 
2 10 

3 11 78.610 294.00 

4 78.650 (210.65) 12'78.620 226.20 

5 13 

6 14 

7 15 78.630 

8 78.640 172.6 

七-730 

E区

＼ ＼ 

" 
D区

上
15 

袖
-730 

矢印は配水方向

0 I : 1000 25m 

第397図 D ・E区As-B下水田全体図
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As-B下水田 (D • E区）
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第4区画と第 5区画を画する南北畦は、幅 2m前

後と広く、中央に幅60cm~lmほどの溝が走る。調査

段階で56号溝と呼称した。溝底面は平坦で、 78.60

mの標高を測り、両側区画の田面より 5cm近く低い。

小規模ながら水路としての役割を果たしたと考えて

いいだろう 。溝の底面レベルが均等で、また地形全

体の傾斜が東方向に向くので、この56号溝による配

水方向は確定できない。溝の末端部は、中世以降の

東西道路跡に伴う側溝に切られていて、判然としな

vヽ。

D区では、第 6~15区画が検出された。そのうち、

第 6 • 7区画は調査対象外にあた っていて、規模や

形状は判明しない。ただし、南北畦の走向から、 E

区で検出された第 3区画の南に第 6区画、第 4区画

の南に第 7区画が隣接したと考えていい。

第8区画は、東西18m、南北llmの長方形で、南

を画す畦がやや蛇行する 。東西を画す南北方向の畦

は、ほぽ直線的に延び、そのまま第 9 • 11 • 12 • 

13区画を分ける境界となる 。第 8区画と異なり、

第11~13区画は、南北に長い長方形を呈し、南北方

向で35m、東西方向で 9~8mを測る。東隣には調

査区東縁に沿って、第 6 • 9 • 10区画が確認できる

が、南北方向で約21m前後とやや短い。なお、 D区

中央の第15区画は東西を画する南北畦が見られない

ことから、調査区内では最も大きい区画となる可能

性が高い。ただし、その南限は微高地状に標高が高

くなっており、後世の耕作が及んでいて、畦が確認

できなかった。

田面標高は、第 8 • 13区画が78.65m前後、第11

区画は78.55m前後を測る。第11~13区画が南北に

長い長方形区画で並列するのは、東西20m間で比高

約10cmという、東に傾斜する原地形を考慮しての方

策と考えていいだろう 。ただし、東端の第10区画が

再び高くなる傾向がうかがえるので、この第11• 

12区画の部分が最も低い部分といえる。

D区における畦は、平均して幅60cm前後、田面と

の比高は 3~10cmである。断面は低い台形状で、頂

部はAs-B降下以後の耕作等によ って削平された可

As-B下水田 (D• E区）

能性も高い。だが、 As-Bの一次堆積によって覆わ

れた部分についても、後述する古墳時代の水田畦畔

に比べて著しく 平坦な印象を受ける。なお、第15区

画を北辺の東西畦は、田面との比高が10cmを越える

部分が多く、他の畦にくらべて遺存状況が良好であ

った。さらに、畦の南側に沿って浅い溝が見られた。

これは地形的にやや高い南側からの表面水を集め

て、東方向へ効率よく流下させるための配慮だった

と考えられよう 。

水口は、畦の交差部分、ないしは中央付近に設け

られ、一定していないのは、田面標高の微妙な高低

差を反映しているからだろう 。なお第10区画と第11

区画を分ける南北畦中央に設けられた水口では、

11区画側に円形の窪みが見られることから、水流

は10→ 11区画と考えたい。

田面は全般的に平坦で、耕作痕や稲株痕は確認で

きない。第6 • 9区画には、南北畦のすぐ脇に若干

盛り上がった帯状部が残り、その上を踏みつぶした

ような小円形の窪みが集中して凹凸が著しい部分が

見られる（写真図版PL-70参照）。 断面で確認し

たところ、フラットな田面より黒味の強い粘質土で、

深くまで不均質であることから、故意に踏みこねた

場所ではないかと考えられる。

第8• 11 • 12 • 15区画からは、明瞭なヒトの歩行

痕が認められている 。ここでは、その方向がある程

度判明した第11• 12区画での状況を図示した（第

400図） 。これによれば、距離の短い東西の往復方

向に歩行した様子がうかがえ、また、 一人がジグザ

グ状、あるいは二人が交差する方向と見られる部分

がある。第15区画の境界となる東西畦では、畦に沿

って東側へ歩行したようだ。また、水口部分では不

定方向の足跡が集中してみられる。ヒトの足跡の大

きさは、遺存状態の良好なもので、長さ23~25cm、

最大幅 7~9cmに集中する。大部分が成人と考えて

いいだろう。ウマの馬蹄痕も認められるが、明確な

形状を示すものは少ない。その歩行方向は一定して

おらず、農作業との直接的な関連はみいだしにくい。

馬蹄痕の大きさから推定できる仔馬の存否は明確で
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なかったことを、付け加えておく。
ここで検出されたヒトの足跡から、具体的な農作

業を復元するのは難しい。
As-Bを降らした浅間山

の噴火は、天仁元年 (ll08年）旧暦七月、
との記録

色土、その下位に10cm前後の層厚で灰色がかった暗

があるから、降下直前の作業とすれば、田植えから

褐色粘質土が見

除草あたりまでが考えられよう。あるいは、降雨に

までで、

られる。耕土と考えられるのはここ
さらにその下層には 6世紀代の榛名山噴火

によるテフラ層が堆積し、基盤層となっている。下
位の耕土層にあ

たる暗褐色粘質土には網目状あるい

よる崩れた畦や水口の補修・点検なども含まれるだ

は樹枝状の酸化鉄凝集斑紋が認められるので、乾田

ろう。だが、歩行痕に規則性が少ないことから田植

であったことカ
渭明する。荒起こし段階では、 この

えとは考えにくい。ウマの馬蹄痕が残ることも気に
なる。水田作業とは無関係の可能性も充分に考え得

暗褐色粘質土層ま
で耕起すると考えられるが、腐植

る。

耕土は、田面から 5~8 cmの層厚で粘性の強い黒

有機物が大量に含まれる表層部分の黒色粘質土と比
較的明瞭に分層できることから、捏ねる、ならす等
の表層作業は、

この土層部分に限られていたと考え

たし‘°
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Hr-FA下水田 （本線部分）

Hr-FA下水田 （第401~413図）

C・D・E区から Hr-FAに覆われた水田跡が検

出された。第V章に述べるように、このHr-FAは

降下テフラであることが確認されている。この C~

E区間は南北約300mに及ぶが、南北方向ではほと

んど地形変化がみられないため、さらに水田が広が

っていたと思われる。それは、北方に連続して続く

上滝榎町北遺跡、宿横手三波川遺跡、西横手遺跡群

と1.2km離れた現利根川まで展開することが、発掘

調査によって明らかにされている。ただし、本遺跡

から約700m離れた現滝川の両岸は微高地であった

らしく、開田されなかったか、あるいは存在したと

しても発掘調査では確認されていない。一方、南限

については、本遺跡B区附近にあると思われる。古

墳時代以降の居住域とな っている A区は、井野川左

岸まで自然堤防とな っていて、水田跡は検出されて

いない。西限もやはり、本遺跡か ら約150m離れた

井野川左岸の自然堤防付近までと考えられる。東限

は佐波郡玉村町のほぽ全域に広がることが判明して

おり、部分的に自然堤防状の微高地などで断続する

ことが想定されるにしても、ほぼ東西 6kmにわたっ

て、水田が存在したと考えられる 。さらに、現利根

川の流路が中世以前には現広瀬川低地帯にあ ったこ

とを考えれば、地形を分断する河川がない限り前橋

市南部から伊勢崎市南部にまで続 く広大な低地域が

その範囲として想定できよう 。その意味で本遺跡は、

広大な水田域の南西端の部分にあたると考えてい

し‘o

水田区画の形状と規模、面積

水田跡の区画は、大畦で大区画を区切り内部を極

小区画としている 。大区画を構成する大畦はC区で

1号大畦、 D区で 2号・ 3号大畦、 E区で 4号大畦

が確認されている。各々の方位と規模は以下の通り

である 。

1号大畦 N-55°-E 幅1.7m 

2号大畦 N-45° -W 幅l.lm 

3号大畦 N-50° -E 幅l.lm 

4号大畦 N -45° -E 幅1.5m 

榎町地、長

し

細

七-700 

-800 

第401図 Hr-FA下水田全体図
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これらの大畦はその方向から、水田をおおむね方

形区画に区切っていることが明らかで、 2号大畦と

3号大畦の間隔が30m弱であるほかは、大畦間距離

は判明しない。ただし、 D区北端で 3号大畦に直交

する方向の帯状微高地があり、これが大畦を兼ねた

道状施設だったとすると、平行して走る 1号大畦と

の間隔は約120m、4号大畦との間隔は約50mを測

ることになる 。このことから、大畦による大区画の

規模はかならずしも 一定していなかったと類推する

ことができよう 。方向が東西南北でなく、 45~50゚の

角度で傾いているのは、北西から南東方向に緩傾斜

する地形とこれに沿った水路走行に合わせたためと

考えられる 。北方に連続する先述の各遺跡において

も、同様の状況がうかがえる。この点は西暦1108年

の浅間山噴出火山灰As-Bに覆われた水田と対比す

る上で、重要な相違点として注目しておきたい。

なお、大畦の高さは20cm前後まで確認できるが、

本来の畦上面は後世の耕作によ って削平されたと推

測されるから、それ以上は不明である。同様に断面

形についても、 「蒲鉾形」か上面が平坦な「台形」

かは判明しない。また、大畦を「畦道」として利用

したことは大いに考えられるが、その証拠となるよ

うな踏み固めや足跡などの痕跡は確認できない。

1号大畦の両岸では、交差する畦が切れて水口が

開けられている （第73~90区画）。 特に北西側では

明瞭であり、北からの溢水を集めて大畦にそって流

したと考えられる。その場合の水流は、約17m間で

5 ~6 cmの田面標高差があることから、北東→南西

と想定される 。 しかし、南東側では田面標高の高低

差が 5cm前後で、中央の第88区画が低い。このこと

から、調査区内で見る限り北東ー南西の水流は、必

ずしも一定であったとはいいきれない。

2号～ 4局大畦では、極小区画を構成する畦が直

接分岐していて 1号大畦のような水口は見られな

し‘o

D区北西端では水田区画が検出されなかったが、

微高地状になっているため、本来水田化されなかっ

たか、あるいは後世に削平されてしまったと想定さ

Hr-FA下水田（本線部分）

れた。この部分で、極小区画 （第 1~ 4区画）と小

規模な溝で挟まれた帯状の高まりが確認された （第

406図）。 確認された帯状の空間地は、ゆる＜蛇行

して南西から北東に延びており、先述したように 1

号大畦及び4号大畦とほぼ同一方向で大区画を構成

すると考えられる。検出された幅は 5~4mを測り、

大畦の規模を大きく凌ぐ。上面や盛り土は全く残っ

ていないが、その規模と走向から水田内を貰通する

主要道と想定することが許されよう 。ここでは「道

状施設」と呼ぶこととする。この中間地点の南側か

らは、幅10cmはどの水口を設けて 3号大畦が延びる 。

道状施設の北側で検出された小溝は幅 5~8 cmで、

途中に断絶部分がみられる 。南西端はちょうど 3局

大畦の北西延長上にあたる。断絶する形態から水路

ではなく、むしろ道状施設の排水路的な性格と考え

たい。この道状施設のさらに北西側は標高がやや高

くな っていて15mほどの幅をもつ帯状微高地が残

る。E区で検出された水田区画の南東限が、この微

高地に沿って整然と並び、畦との接点では水口も認

められる。このことか ら、この帯状微商地は自然地

形を利用した大区画であった可能性が商い。道状施

設も含めればその幅は20mにも及ぶが、人為的な構

造物とは考えられないため、方眼区画を構成するこ

とはなかったと考えたい。この帯状微高地の走向は

緩く蛇行しているが、その両岸では、削平などの若

干の整形をして平坦な田面と整った区画をつくり出

したと考えられる 。

水田面の標高は、 C区南端の78.lOmが最低値を

示し、 E区の帯状微高地北辺に沿った区画の78.46

mが最高値を示す。平均値は C区の 1号大畦以南が

78. 21 m、C区 1号大畦以北が78.31m、D区 2号

大畦以南が78.32m、D区 2号大畦と 3号大畦間が

48.35m、D区3号大畦以北一帯状微高地間が78.33

m、E区の帯状微高地ー 4号大畦間が78.41mとな

っている。このうち、 C区 1号大畦以北と D区2号

大畦以南の間は連続する同一大区画と考えられ、標

高差も 1cmしかない。平均標高値でみるかぎり 、大

区画相互の比高は 5~10cm、15m幅の帯状微高地の
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Hr-FA下水田 （本線部分）

c区H←FA下水田計測表
糧濯m 面積m 碩 尚m 面積m 標高m 面積m

1 78.400 73 78.275 147 78.295 

2 78.365 1.05+ 74 78.27 2.72+ 148 78.160 3.71+ 

3 78.310 75 78.290 2.39+ 149 78.190 

4 78.350 2.14+ 76 78.300 3.65+ 150 78.180 

5 78.350 1.68 77 78.290 2.53+ 151 78.190 4.08 

6 78.350 78 78.300 4.08+ 152 78.175 3.88 

7 78.320 79 78.310 4.32+ 153 78.170 4.28 

8 78.340 2.61+ 80 78.315 4.37+ 154 78.175 3.99 

9 78.34 2.26 81 78.320 4.19+ 155 78.205 3.93 

10 78.32 2.78+ 82 78.295 4.65+ 156 78.200 4.61+ 

11 78.32 83 78.310 2.18+ 157 78.220 4.13 

12 78.325 84 78.310 1.92+ 158 78.230 4.62 

13 78.33 2.58+ 85 78.310 159 78.220 

14 78.35 2.27 86 78.270 160 78.255 4.3+ 

15 78.34 2.00 87 78.270 4.39+ 161 78.235 

16 78.31 88 78.245 5.11+ 162 78.165 3.77+ 

17 78.315 89 78.280 7.91+ 163 78.140 4.20 

18 78.315 2.11+ 90 78.280 4.64+ 164 78.170 

19 78.32 2.81 91 78.300 165 78.155 3.47 

20 78.32 2.21 92 78.360 3.99 166 78.180 3.57 

21 78.32 93 78.215 4.47 167 78.165 3.46 

22 78.305 94 78.225 4.68 168 78.165 3.91 

23 78.3 2.62+ 95 78.245 4.48 169 78.175 3.22 

24 78.29 1.04 96 78.245 4.82 170 78.175 3.99 

25 78.315 2.12 97 78.270 4.79 171 78.205 3.66 

26 78.32 1.79+ 98 78.270 172 78.225 4.01 

27 78.31 99 78.225 14.09+ 173 78.220 3.64 

28 78.3 2.73+ JOO 78.225 14.94 174 78.245 3.91 

29 78.3 3.15 101 78.290 13.35+ 175 78.265 4.09 

30 78.31 2.03 102 78.275 12.47+ 176 78.265 4.14+ 

31 78.33 2.84 103 78.300 8.34 177 78.265 

32 78.305 2.28+ 104 78.300 2.91+ 178 78.140 4.6+ 

33 78.29 105 78.360 179 78.150 

34 78.305 2.04+ 106 78.335 180 78.165 

35 78.285 2.87 107 78.302 181 78.145 

36 78.31 2.95 108 78.310 182 78.140 

37 78.31 3.07 109 78.320 183 78.155 

38 78.325 110 78.142 184 78.135 4.325+ 

39 78.35 111 78.215 185 78.140 4.94 

40 78.29 112 78.205 186 78.160 

41 78.27 113 78.240 4.23+ 187 78.170 5.54 

42 78.285 1.6+ 114 78.210 3.01 188 78.180 6.18 

43 78.305 1.97+ 115 78.210 3.59 189 78.195 4.93 

44 78.315 2.58 116 78.205 3.53 190 78.235 5.49 

45 78.315 2.54 117 78.225 3.45 191 78.255 5.37 

46 78.31 2.28 118 78.235 3.62 192 78.260 4.6+ 

47 78.3 119 78.250 3.68 193 78.240 5.75+ 

48 78.275 120 78.260 2.69+ 194 78.155 

49 78.275 121 78.220 195 78.130 

50 78.31 1.35 122 78.195 4.22+ 196 78.140 

51 78.3 123 78.200 4.05 197 78.140 

52 78.315 124 78.210 3.67 198 78.135 4.581 + 

53 78.33 125 78.195 2.82+ 199 78.145 5.64 

54 78.32 128 78.220 3.22+ 200 78.150 

55 78.325 129 78.235 3.43 201 78.135 4.9+ 

56 78.255 130 78.265 202 78.150 8.51+ 

57 78.29 2.07 131 78.165 203 78.150 8.51+ 

58 78.3 3.16 132 78.200 204 78.175 6.50 

59 78.28 2.53 133 78.175 4.53+ 205 78.205 2.76+ 

60 78.275 2.56 134 78.200 4.05 206 78.210 

61 78.29 2.29 135 78.185 3.48 207 78.145 

62 78.295 136 78.175 4.20 208 78.140 

63 78.265 137 78.195 3.6+ 209 78.135 

64 78.265 1.29+ 138 78.200 210 78.100 

65 78.26 2.47 139 78.200 211 78.150 

66 78.27 1.56 140 78.215 3.95 212 78.145 3.792+ 

67 78.3 2.47 141 78.245 3.12 213 78.165 

68 78.28 2.15 142 78.245 3.64+ 214 78.190 4.872+ 

69 78.25 1.98 143 78.240 215 78.160 

70 78.305 2.11 144 78.255 7.52 216 78.150 

71 78.3 2.84 145 78.270 7.69 217 78.150 2.65+ 

第4“図 c区Hr-FA下水田区画名称 72 78.33 146 78.305 7.85+ 218 78.165 
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南北区画間でも 6~8 cmを測る 。地形は平均標高値

からみれば全体的に南東方向へ緩傾斜するといえる

が、比高差は小さくほぼ平坦といってもいい。大区

画にみる規模の違いは、 一見平坦にみえる田面での

微地形の変化にあわせた区割りを行ったものと推測

される。

極小区画の形状は、正方形と長方形が見られる。

c区の 1号大畦以南、 D区2号大畦以北については

長方形、C区 1号大畦以北～ D区2号大畦以南は正

方形の区画を採用している 。長方形の区画は、北

西ー南東方向に長く、規模からすれば正方形の極小

区画二連分ほどに相当する 。C区の 1号大畦南側に

ついては、大畦にそって細長い区画（第85~90区画）

となっており、さらに水口が設けられることから、

大畦に沿った配水を意図したものではなかろうか。

なお、 1号大畦南側の第98~103区画、 第143~146

区画は隣接する長方形区画の 2~3連分に匹敵する

細長い区画としている。これは畦の形状や田面の状

況が他と同一であることから、そのまま小区画とし

て機能したと考えていい。極小区画の面積は表に示

した。大区画ごとの面積平均値は、帯状微高地以北

のE区では1,954面、 D区の 2号大畦ー3号大畦間

が2,495m'、D区 2号大畦以南―C区 1号大畦以北

が2,203m'、C区 1号大畦以南が4,611可である。こ

れによれば、 C区の 1号大畦以南が最も面積が大き

く、規模の大きい細長い区画であるが、先述のよう

に標高差に大きな違いはない。田面を画する畦の走

向は、いずれも大畦ないし帯状微高地縁辺の走向に

平行して設けられており、縦横が整った方眼状にな

る。

極小区画の畦は、大畦と異なり直接Hr-FAに覆

われていたので、埋没当時の形状を止めていると考

えていい。田面からの高さは遺存状況の良好な部分

で10cm弱、下端幅は10~30cmで20cm前後が平均的な

規模である。畦の断面形状は台形～蒲鉾形で、片側

ないしは両側にしばしば溝状に窪んだ部分を残す。

これは畦を造るために耕土を寄せた結果と考えられ

る。なお、畦上には足跡の集中や硬化面、その他に

Hr-FA下水田 （本線部分）

目立つ痕跡は見られず、その意味で畦に湛水以外の

目的は考えにくい。

田面の状況は均質で平坦であり、少なくとも調査

区内においては耕作痕などの凹凸面を残してはいな

い。特記されるのはヒト及びウマの足跡で、 C区南

半部では明瞭な痕跡が残されていた （第412図）。ヒ

トの足跡は第202区画から第215区画方向 （東方）に

数歩分歩いた形跡が認められる 。厳密な意味で同一

人物のモノと認定するのは困難であるが、左右交互

で直線上に並び歩幅70~80cmであることから、同一

人物の歩行跡と推定した。足跡の大きさは、 Hr-F

Aの堆積した状況で計測したところ、つま先から踵

まで20~25cmを測る。最大値を参考とするなら、現

代人とさほど変わらないことになる 。ウマの足跡

（蹄跡）は楕円形ないしは片側が欠けた楕円形にテ

フラが体積した状況で確認され、先端が鋭角に潜り

込む小穴として検出される 。遺存状況が良好であれ

ば前脚と後脚、 左右脚の判別が可能であるが、ここ

では明瞭でなかった。第187区画で見られるように、

反する 方向の足跡が集中しており、歩行の状況は確

認できない。また、 C区南端で畦にそって北東方向

に向いた足跡列が検出されたが、遺存状況が不良で

歩行跡であるとの認定は難しい。畦を潰した足跡も

あることから、極小区画が完成された状態以後の痕

跡であるのは間違いない。従って、これらは水田耕

起とは無関係である 。ヒト、ウマともに、これらの

足跡から農作業との関係を想定することは難しい。

耕土は黒褐色の粘質土で、 10cm前後の層厚をもつ。

その下層には古墳時代初頭に降下した浅間山テフラ

As-Cを含む黒色土が堆積する。この両者の土質は

基本的に変わらないが、上層の耕土は黄褐色シルト

土塊や小プロック状のテフラの混入など、人為的に

撹拌されたとの印象が強い。畦の盛土部分は同様の

土のなかに黄褐色シルト質土の小塊を比較的多く含

む。このシルト質土にはHr-FAと非常に近似する

火山灰やパミスが見られる。水田面を覆うテフラが

一次堆積のHr-FAと確認されたことから、この盛

土中の士塊の解釈が難しい。 Hr-FA降下が時間を
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D区Hr-FA下水田計測表
標高m 面積m 環濯m

1 78.350 10.52 73 78.380 
2 78.360 2.58 74 78.380 

3 78.340 5.93 75 78.360 
4 78.340 76 78.350 

5 77 78.350 

6 78.310 7.25+ 78 78.350 
7 78.315 3.07 79 78.360 
8 78.340 3.86 80 78.360 
9 78.350 2.46 81 78.350 
10 78.340 3.03 82 78.360 
11 78.340 2.46+ 83 78.350 
j2 Its.；；;;u 84 
13 78.315 3.92+ 85 78.330 
14 78.310 2.99 86 78.360 
15 78.310 2.68 87 78.370 

16 78.310 2.58 88 78.340 

17 78.320 89 78.340 

18 90 78.350 
19 78.330 1. 71 + 91 78.350 

20 78.320 1.64 92 78.340 

21 78.310 1.81 93 78.360 
22 94 78.340 
23 78.320 1.02+ 95 78.340 
24 78.310 1.63+ 96 78.345 
25 78.310 97 78.360 
26 78.320 1.16+ 98 78.370 
27 99 78.350 
28 78.390 100 78.340 
29 78.400 1.69+ 101 78.340 

30 78.370 2.3+ 102 78.340 

31 78.360 2.38 103 78.360 

32 78.360 1.83 104 78.360 

33 78.340 1.60 105 78.360 

34 78.360 3.08 106 78.340 

35 78.360 2.22 107 78.340 

36 78.370 1.40 108 78.365 

37 78.360 2.78 109 78.350 

38 78.370 2.52 llO 78.350 

39 78.360 3.34 111 78.340 

40 78.360 2.79 112 78.340 

41 78.360 2.65 113 78.340 

42 78.350 2.74+ 114 78.340 

43 78.390 1.69+ 115 78.330 

44 78.410 1.85 116 78.330 

45 78.390 1.95 117 78.330 

46 78.360 2.62 118 78.330 
47 78.360 3.11 119 78.340 

48 78.350 2.74 120 78.340 

49 78.350 3.04 121 78.330 

50 78.370 2.66 122 78.336 

51 78.370 2.94 123 78.340 

52 78.360 3.10 124 78.340 
53 78.360 3.12 125 78.350 

54 78.360 2.75 126 78.340 

55 78.360 3.94+ 127 78.320 

56 78.370 1.85+ 128 78.320 
57 78.370 1.83 129 
58 78.380 1.98 130 78.340 

59 78.380 1.51 131 78.360 

60 78.360 2.17 132 78.350 
61 78.350 1.77 133 78.338 
62 78.360 2.83 134 78.328 

63 78.360 2.89 135 78.320 

64 78.360 2.34 136 78.310 

65 78.370 2.38 137 78.320 

66 78.360 2.54 138 78.310 
67 78.350 2.56 139 
68 78.360 3.88+ 140 78.333 

69 78.330 141 78.340 

70 78.360 2.74+ 142 78.355 
71 78.340 2.33 143 78.350 
72 78.360 2.58 144 

面積m
2.74 
3.07 
2.84 
4.13 
3.74 
2.07 
2.01 
2.29 
2.22 
3.28 
1.33 

1.86 
1.67 
2.42 
2.11 
3.32 
3.88 

2.82+ 
2.95 
2.57 
2.2 
3.08 
2.33 
3.38 
2.94 
3.32 
2.58 
3.28 
2.35 
2.94 
2.06+ 

2.83+ 
3.22 
1.95 
1.76 
1.86 
1.52 
2.27 
2.32 
2.67 
3.1 

3.22 
2.66+ 

1.84 
1.14 
2.17 
1.88 
2.26 
2.6 
2.5 

2.73+ 

3.24 
3.56 
3.88 
2.65 
3.72 
2.34 
3.58 
2.94+ 

2.7+ 

2.15 
3.42 
2.34+ 
2.23+ 



Hr-FA下水田（本線部分）

這濯m 面積rri 慮濯m 面積rri' 標高m 面積m 環晶m 面積rri 橿高m 面積ni
145 1.96+ 217 289 78.333 3.00 361 78.336 2.25 433 78.310 1.94 
146 78.300 2.2 218 78.335 2.07+ 290 78.240 2.92 362 434 78.318 2.35 
147 78.310 219 78.325 2.70 291 78.303 3.03 363 78.316 1.69+ 435 2.18+ 
148 220 78.335 2.00 292 78.298 2.49 364 78.313 2.22 436 1.42+ 
149 78.335 1.86+ 221 78.335 2.34 293 78.300 2.25 365 78.313 2.18 437 
150 78.340 2.08 222 78.333 1.84 294 78.315 2.08 366 78.305 2.04 438 78.310 1.62+ 
151 78.335 2.68 223 78.330 2.58 295 78.315 2.69 367 78.305 1.92 439 78.310 2.66+ 
152 224 78.340 2.10 296 78.313 2.26 368 78.300 1.93 440 
153 78.330 2.09+ 225 78.335 2.54 297 78.310 1.47 369 78.280 1.98 441 78.286 2.29+ 
154 78.335 2.37 226 78.340 2.37 298 370 78.280 1.87 442 78.300 2.81 
155 78.333 3.02 227 78.328 2.39 299 0.83+ 371 78.310 1.66 443 78.300 2.98 
lhli ~+ zzt 18.33b Z.;J/ ;ilJlJ ,)IL, lts.J↓8 l ．~ソ乙 444 /!S.JUU i.~I 
157 78.333 1.87+ 229 78.338 1.68 301 1.48+ 373 78.320 1.93 445 78.310 1.96 
158 2.07 230 78.335 1.52+ 302 78.313 2.44 374 78.310 2.20 446 78.315 1.97 
159 78.323 2.84+ 231 78.340 303 78.310 1.94 375 78.318 2.74 447 78.320 2.12 
160 232 78.338 2.07+ 304 78.295 1.81 376 78.315 2.76+ 448 78.313 2.18 
161 78.326 3+ 233 78.333 2.04 305 78.310 2.17 377 449 78.313 2.33 
162 2.01+ 234 2.01 306 78.323 1.70 378 78.320 2.04+ 450 78.313 2.48+ 
163 235 78.315 1.87 307 78.320 1.57 379 78.338 2.02+ 451 
164 236 78.325 2.40 308 78.315 1.83 380 1.18+ 452 78.288 1.88 
165 78.390 1.85+ 237 78.323 2.33 309 78.313 1.86 381 78.323 2.36 453 78.278 1.86 
166 238 78.318 2.53 310 78.318 1.94 382 78.325 2.63 454 78.266 1.74 
167 78.376 1.56+ 239 78.328 2.16 311 78.290 2.07 383 78.325 2.64 455 78.278 1.37 
168 78.373 1.37+ 240 78.326 2.24 312 78.295 2.23 384 78.330 2.52 456 78.295 1.48 
169 241 78.330 1.80 313 78.288 2.67 385 457 78.310 1.46 
170 78.370 2.9+ 242 78.328 2.03 314 78.300 2.40 386 78.330 2.07 458 78.318 1.68 
171 78.370 2.41 243 78.328 2.14 315 78.300 2.17 387 78.300 2.45 459 78.315 1.80 
172 78.366 2.19+ 244 78.335 1.77 316 78.310 1.91 388 78.310 2.11 460 1.62+ 
173 245 78.333 1.13+ 317 78.313 1.68 389 78.298 2.33 461 
174 78.360 246 318 1.12+ 390 78.310 1.90 462 
175 78.365 1.54 247 1.84+ 319 1.77+ 391 78.300 1.89 463 2.4+ 
176 78.360 2.12 248 78.340 2.31 320 78.320 1.67 392 78.280 2.04 464 78.270 2.86 
177 78.363 1.90 249 78.338 2.21 321 393 78.300 1. 70 465 78.260 4.44 
178 1.41+ 250 78.325 2.05 322 2.04+ 394 78.313 2.45 466 78.280 2.62 
179 1.35+ 251 78.310 1.99 323 78.318 2.30 395 78.323 2.52 467 78.300 2.89 
180 78.370 2.58+ 252 78.315 1.82 324 78.310 1.81 396 78.333 1.83 468 78.316 1.82 
181 78.363 2.64 253 78.313 2.29 325 78.295 1.95 397 78.323 2.73 469 1.49+ 
182 78.345 2.63 254 78.316 2.15 326 78.300 2.53 398 2.91+ 470 1.38+ 
183 78.340 2.50 255 78.313 2.48 327 78.313 2.05 399 471 78.260 3.98+ 
184 78.350 3.19 256 78.323 2.29 328 78.315 1.66 400 472 78.263 2.40 
185 78.363 3.03+ 257 78.316 2.23 329 78.313 2.30 401 1.98+ 473 2.56+ 
186 1.04+ 258 78.330 2.76 330 78.318 2.55 402 1.69+ 474 
187 78.360 1.02+ 259 78.323 2.60 331 78.320 2.45 403 78.313 2.37 475 
188 78.345 2.35 260 78.325 2.84 332 78.300 2.13 404 78.320 2.65 476 2.15+ 
189 78.340 2.02 261 78.333 2.16 333 78.290 2.76 405 78.316 2.21 
190 78.348 2.49 262 78.333 1.34+ 334 78.285 2.46 406 1.15 
191 78.340 2.36 263 78.333 2.04+ 335 78.283 2.19 407 2.08 
192 78.335 2.50 264 78.310 1.70 336 78.285 2.65 408 78.323 2.66 
193 78.340 2.41 265 78.330 2.13 337 2.79+ 409 78.310 2.45 
194 78.346 3.11+ 266 78.326 1.91 338 410 78.315 2.44 
195 78.363 1.61+ 267 78.330 1.83 339 411 78.300 2.24 
196 78.350 1.55 268 78.335 1.42 340 78.350 2.01+ 412 78.300 2.30 
197 78.350 1.22 269 78.315 1.25 341 2.14 413 78.300 2.20 
198 78.330 2.38 270 78.315 1.63 342 0.98+ 414 78.300 1.92 
199 78.340 2.30 271 78.290 1.56 343 0.61+ 415 78.318 2.54 
200 78.343 2.10 272 78.300 1.78 344 78.310 1.86 416 78.316 2.23 
201 78.340 1.92 273 78.315 1.32 345 78.313 2.44 417 78.300 2.66 
202 78.335 1.84 274 78.315 1.71 346 78.310 2.52 418 78.316 2.72+ 
203 78.335 1.99 275 78.323 1.85 347 78.310 2.40 419 
204 78.350 2.18+ 276 78.325 2.05 348 78.290 2.84 420 
205 277 78.320 2.34 349 78.293 2.43 421 78.313 1.78+ 
206 78.333 1.97 278 78.325 1.20 350 78.290 1.79 422 78.310 1.80 
207 78.340 1.88 279 78.328 3.09+ 351 1.87 423 78.310 1.72+ 
208 78.323 2.01 280 352 78.325 2.13 424 
209 78.338 1.39 281 353 78.310 2.50 425 1.27+ 
210 78.318 2.10 282 78.320 2.40 354 78.300 2.53 426 78.316 2.10 
21 I 78.350 1.77 283 78.310 2.51 355 78.300 2.79 427 78.316 1.87 
212 78.335 1.94 284 78.318 2.25 356 78.293 2.25 428 78.313 2.40 
213 78.338 2.01 285 78.323 2.44 357 78.250 2.21 429 78.315 2.33 
214 78.333 1.96 286 78.330 2.51 358 78.250 1.71+ 430 78.313 2.39 
215 78.333 2.00 287 78.326 2.29 359 78.326 1.92+ 431 78.310 2.22 
216 2.54 288 78.333 2.47 360 78.335 2.43 432 78.310 2.11 
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Hr-FA下水田（本線部分）
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Hr-FA下水田 （本線部分）
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第410図 E区Hr-FA下水田区画名称

E区Hr-FA下水田計測表
環晶m 面積m

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 78.380 1.87+ ， 1.7+ 
10 78.35 0.73+ 

11 78.38 1.07+ 
12 78.34 1.27+ 
13 78.35 0.86+ 

14 78.35 0.8+ 

15 
16 78.425 
17 78.35 
18 
19 78.43 1.9+ 
20 78.41 1.2+ 
21 
22 
23 78.4 1.67+ 
24 78.4 2.51 
25 78.39 2.15+ 
26 78.4 2.46 
27 
28 78.43 0.93+ 

29 78.4 1.4+ 
30 78.39 1.63+ 
31 78.42 2.66 
32 78.4 2.7 
33 78.39 2.59 
34 78.38 1.08+ 
35 
36 78.42 1.73+ 
37 78.41 
38 78.41 0.64+ 

39 78.4 2.26+ 

40 78.38 0.8 
41 78.4 1.26 
42 78.38 2.72 
43 78.36 2.93+ 

44 78.34 1.76+ 
45 78.41 
46 78.375 
47 
48 78.39 1.55+ 
49 78.39 1.69+ 
50 78.375 1.58+ 
51 78.44 2.32+ 
52 78.45 1.552+ 
53 1.71+ 
54 78.44 5.8+ 

55 78.42 3.27+ 

56 0.75+ 

57 78.43 2.08+ 

58 78.42 2.571 
59 78.43 2.341 

60 78.43 2.48 
61 78.43 2 
62 78.43 2.425+ 
63 78.4 1.37+ 
64 78.4 1.65+ 
65 
66 78.44 1.333+ 
67 78.43 2.67 

68 78.4 2.272 
69 78.44 1.691 
70 78.42 1.669 
71 78.43 1.675 
72 78.42 1.717 

標高m 面積m
73 78.42 1.52 
74 78.39 1.824+ 
75 78.430 1.179+ 
76 78.430 2.683+ 
77 78.420 2.171 
78 78.430 2.048 
79 78.410 1.733 
80 78.420 1.467 
81 78.400 1.835 
82 78.410 1.547 
83 78.4 1.973 
84 78.37 1.851 
85 78.42 2.304+ 

86 78.41 1.104+ 
87 78.395 

88 78.39 

89 78.39 2.8+ 

90 78.36 1.9+ 
91 
92 
93 0.971 + 

94 78.42 1.915+ 
95 78.42 2.171 + 

96 78.418 2.485 
97 78.42 2.037 
98 78.4 1.952 
99 78.41 1.36 
100 78.42 1.488 
101 78.41 1.611 
102 78.41 1.275 
103 78.4 2.312 
104 78.39 1.163 
105 78.41 2.155 
106 78.4 2.795 
107 78.4 1.995 
108 78.39 2.475+ 
109 78.39 

110 78.4 0.53+ 

111 78.38 1.67 
112 78.37 1.27+ 
113 78.4 0.73+ 

114 78.37 0.9+ 

115 78.38 2.37+ 

116 
117 0.379+ 
118 78.43 1.493+ 
119 78.43 1.552+ 
120 78.43 1.312+ 
121 78.43 2.347 
122 78.42 1.989 
123 78.39 2.432 
124 78.415 
125 78.395 1.2+ 
126 78.39 1.131 + 
127 78.39 1.461 + 
128 78.39 
129 
130 78.36 1.67 
131 78.38 1.33+ 
132 
133 
134 78.42 1. 781 + 
135 78.42 1.717 
136 78.43 1.707 
137 78.41 1.691 
138 78.42 1.659 
139 78.41 2.272 
140 78.4 1.909 
141 78.4 2.059 
142 78.41 1.579+ 
143 78.41 1.915+ 
144 78.4 1.397 

橿高m 面積m
145 
146 78.4 
147 78.38 1.67+ 
148 
149 
150 78.420 1.573+ 
151 78.430 1.429+ 
152 78.430 2.480 
153 78.420 2.043 
154 78.400 1.520 
155 78.430 1.941 
156 78.410 1.621 
157 78.410 1. 784+ 
158 78.400 2.296+ 
159 1.285+ 
160 0.693+ 

161 78.380 2.357+ 
162 78.390 2.091 
163 78.410 1.952+ 
164 78.380 1.611 + 

165 78.400 0.971 + 

166 78.410 0.576+ 

167 
168 78.400 
169 78.390 0.901 + 
170 0.936+ 
171 
172 78.415 1.045+ 
173 78.420 1.216+ 
174 78.420 1.589 
175 78.400 1.280 
176 78.440 2.101 
177 78.400 1.672 
178 78.400 1.397 
179 78.390 1.685 
180 78.370 1.68+ 
181 
182 0.762+ 

183 78.400 0.661 + 

184 78.380 1.835 
185 78.400 1.768 
186 78.380 1.627 
187 78.380 1.664 
188 78.400 2.075+ 

189 78.370 2.485+ 
190 78.380 2.048+ 

191 78.395 2.272+ 

192 0.016+ 

193 78.415 1.136+ 
194 78.400 1.952+ 
195 78.395 4.469+ 
196 78.423 1.749 
197 78.415 1.360 
198 78.420 2.101 
199 78.400 1.461 
200 78.400 1.168 
201 78.370 1.755 
202 78.380 1.8+ 
203 78.400 2.171+ 

204 78.390 2.656+ 
205 78.390 2.155+ 
206 0.752+ 
207 78.390 2.096 
208 78.390 1.696 
209 78.390 1.760 
210 78.390 1.723 
211 78.410 2.496 
212 78.400 2.48+ 
213 0.581 + 
214 
215 78.400 0.997+ 
216 78.390 1.941 + 
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Hr-FA下水田（本線部分）

標高m 面積m 標高m 面積m 這濯m 面積m 讀濯m 面積m 標高m 面積rri

217 78.410 1.429 238 259 78.390 2.058 280 78.395 2.144+ 300 78.400 1.771 

218 78.420 1.867 239 260 78.410 1.616+ 281 78.400 1. 701 + 301 78.400 1.712 

219 78.400 1.872+ 240 78.450 1.659+ 261 78.390 0.853+ 282 78.400 0.875+ 302 78.400 2.112 

220 78.400 3.195+ 241 78.410 1.344 262 0.416+ 283 78.410 1.504+ 303 78.380 1.653 

221 78.420 1.701 242 78.400 1.376 263 0.256+ 284 78.390 2.021 304 78.390 1. 749+ 

222 78.420 2.400 243 78.430 1.061 264 78.410 1. 776+ 285 78.390 1.984+ 305 78.430 1.563+ 

223 78.395 2.277 244 78.420 1.509 265 78.430 • 2.512+ 286 78.410 1.068+ 306 78.410 1.413+ 

224 78.390 0.992+ 245 78.440 1.376 266 78.430 3.099 287 307 78.400 1.61+ 

225 78.380 1.691+ 246 78.430 2.460 267 78.420 1.840 288 78.410 308 78.390 1.627+ 

226 78.410 1.541 247 78.440 1.940 268 78.410 2.261 289 78.430 4.117+ 309 

227 78.390 1.664+ 248 78.410 2.245 269 78.415 1.616 290 78.410 3.184+ 310 78.420 1.611+ 

228 249 78.415 2.581 + 270 78.400 1.952 291 78.440 2.616+ 311 78.420 2.491 

229 0.331+ 250 78.410 1.349+ 271 78.410 1.925 292 78.460 2.496+ 312 78.400 2.379+ 

230 0.8+ 251 78.410 2.181 272 78.430 2.480 293 78.440 1.616+ 313 78.420 2.344+ 

231 78.380 1.445+ 252 78.400 0.901 273 78.410 2.197 294 78.450 4.283 314 78.400 4.144+ 

232 78.400 2.304 253 78.375 2.795+ 274 78.430 2.629 295 78.425 2.219+ 315 78.420 2.128+ 

233 78.370 2.160 254 78.380 1. 707+ 275 78.410 2.240 296 78.410 3.237+ 316 78.430 2.373+ 

234 78.360 1.973 255 78.400 1.717 276 78.390 1.445 297 78.400 1.717 317 78.420 2.656 

235 78.390 1.781 256 78.400 1.861 277 78.405 1.786 298 78.410 2.021 318 78.420 2.352+ 

236 78.390 1. 739+ 257 78.400 2.064 278 78.400 1.685 299 78.410 2.154 319 1.256+ 

237 78.390 1.408+ 258 78.400 2.347 279 78.410 1.264+ 

第411図 C 区•取付道 D 区Hr-FA 下水田区画名称

c区•取付道 D区Hr-FA下水田計測表
標高m 面積m 標高m 面積m 標高m 面積m 標高m 面積m 憚両m 面積m

1 0.587+ 12 78.450 0.784+ 23 78.310 1.811 + 34 1.456+ 44 0.773+ 
2 78.450 1.904+ 13 78.478 0.384+ 24 78.300 1.408+ 35 78.260 0.56+ 45 78.320 0.576+ 
3 78.490 2.939+ 14 25 78.320 0.923+ 36 78.270 1.25 46 0.912+ 
4 15 78.430 1.851 + 26 37 78.290 0.928+ 47 1.568+ 
5 16 78.460 2.38+ 27 78.310 1.987+ 38 0.923+ 48 78.330 1.36+ 
6 78.450 0.539+ 17 28 78.300 2.683+ 39 0.832+ 49 1.376+ 
7 78.470 2.66 18 78.460 2.184+ 29 78.300 1.579+ 40 1.157+ 50 78.360 2.773+ 
8 78.460 2.22 19 0.955+ 30 78.310 1.024+ 41 78.300 2.523+ 51 78.330 0.98 ， 0.981 + 20 78.320 0.571 + 31 42 78.310 1.68+ 52 
10 78.44 1.776+ 21 1.627+ 32 78.295 1.52+ 43 2.139+ 53 0.987+ 
11 1.66 22 78.330 1. 792+ 33 0.32+ 
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Hr-FA下水田 （本線部分）
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